
近江楽座は「学生らしさを生かして、地域に学び、育ち、貢献できる場」を目指しています
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災いがຮԆする時にこͦ大切にしなけれな

らないのは人ʑのឺやつながりだΖう。しかし、

地域の݂ԑや地ԑの݁びつきが強くなることで、

よͦऀである学生たちは、地域の現場に༰қに入

ることができなくなっている。またا業や大学と

く੬ࡉ、によって݁れている地域とのឺはܖ

く、࣍ୈにӢࢄໄফしてしまっている。一部の強

いԑがӨڹして、広く多༷な地域にແԑࣾ会を生

んでいることも事実だ。ͦんな状況Լで、自の

ແな目తやモチベーションによって৺動かされ

地域にدりఴっていく学生たちの自主తな活動は、

地域のށを؇め、࣍ୈに݂ԑをえた地ԑを

生み出すことにつながっていくのではないだΖう

か。উ手なޱ実で入った地域であっても、༧し

ない相手と༧期しない方や場所でૺ۰するۮવ

の出会いこͦが、相手を受け入れ、対話のୈ一า

となっていく。ͦして相ޓの理解がਂまり、地域

の課題に協ಇして取り組Ή࢟が、օの期にม

わってくるのである。こんな時であっても学生た

ちや地域の人たちの活動にఀはない。地域にう

まくຒして৺強い地域人としてޓいに͗合い、

しっかりとしたឺを݁んでいく൴らの࢟が૾でき

る。地域へのѪணが生まれ、活動の目ඪを全くٙ

うことなく、学生たちは地域の課題解ܾの事ऀ

となって行動していくのである。成ޭ物ޠや༷ʑ

なお手本をਅࣅしようとするが、ͦんなॳʑしさ

も、多༷な地域ੑや、現ࡏのੈք状況のようなҟ

例の事ଶには対Ԡできないことを࣍ୈに知ること

になる。こんな事ଶの中では༏等生తに݁Ռ、成

Ռを目ඪにプログラムされた活動は役に立たない。

ଈ興తに対Ԡできる断と行動力がඞ要だ。多く

の᫁を生んでも、「学生の際」というݞ書が

大目に見てくれるだΖう。地ԑが作り出す人間ؔ

や、のଞ人との͝ԑͮくりがこれからの地域に

はٻめられている。よͦऀでૉ人の学生たちだか

らこͦ 、地域の人たちのջに入って、͝ԑのきっか

けを༠発することができるだΖう。ࢲたちのࣾ会

は、ࠓやこんなएい学生たちの力で支えられる΄

どひऑで、ແな地域をܗ成してしまっている。

学生たちが学ͤてもらえるようなしっかりとした

地域、ͦして地域も一ॹに学び成していくよう

なؔこͦ、ԑとݴえるのではないだΖうか。学

生が大学生活の中で地域との出会いをಘることこ

ͦが、これからの地域ͮくりのܧঝ、持ଓのݤと

なるはずだ。

の研究室からはすでにࢲ 3 ໊の地域おこし協力

ୂһをഐ出している。地ݩ滋賀県、ٶ県、北ւ

ಓで、まちͮくり支援、地域࢈業支援、文化デザ

イン事業などで活༂している。近江楽座で活動し

た学生たちが、ଔ業後ࣾ会に出てさらなる地域と

の出会いによって多くのԑを生んでいくだΖう。地

域やࣾ会が、ݸ人主ٛతなແԑなੈքに向かって

いる現実に対して、これからの未来、ক来の地域

を築いていくएऀたちが、人ʑのឺ、地域どうし

のܨがりをاて、地ԑのあるࣾ会を生んでくれる

ことをئわずにはいられない。ͦのためには、大

学や地域は൴らへの資を੯しんではならない。

2021 年 12 月

近江楽座ઐҕһ会ҕһ

印南比呂志

（人間文化学部 生活デザイン学科）

Ҭ׆ಈ͕ੜΈग़͢ԑͱग़ձ͍
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˙ίϯαϧςΟϯάγεςϜ

教һの指導・ॿݴに加え、行政やઐ家の紹介、

֤छ講習会の開催など、学生がプロジェクトを

進めていくためにඞ要なコンサルティングを行

います。

༗γεςϜڞಈใͷൃ৴ɾ׆˙

中間報告会や活動報告会で活動の成Ռを共有・

発৴するとともに、ホームページや SNS、パブ

リシティなどにより活動の情報発৴をサポート

します。

滋賀県立大学の「近江楽座」は、「地域に根ざ

し、地域に学び、地域に貢献する」を目的とする

学生主体のプロジェクトを募集、選定し、全学的

に支援する教育プログラムです。

2004 年度に文部科学省「現代的教育ニーズ取

組支援プログラム ( 現代 GP)」に採択され、2006

年度までの３年間の活動実績が大学発地域貢献

の先進的な取組として学内外で高く評価されまし

た。そして、翌 2007年度からは大学独自の予算

を用いてプログラムを継続し、2020 年度までの

17年間で延べ 380のプロジェクトが地域と連携し

た活動を展開しています。

Ƭ ΛܞΊɺେֶͱҬͷ࿈ߴҭޮՌΛڭ
ਂΊΔͨΊͷ̏ͭͷඪ

˙ 地域の課題に学生・大学が取り組み、地域の

活ੑ化に向けて共に活動する。

˙ 学生が地域の方ʑと一ॹに活動することによ

り、学内だけでは学べないことを体験する。

˙ 大学と地域が共ಉして、よりよい地域ͮくり・

人ͮくりにつながるしくみをつくる。

Ƭ ̏ͭͷαϙʔτγεςϜ

近江楽座専門委員会・学生委員会・近江楽座

事務局（地域共生センター）の連携の下、3つの

サポートシステムにより、全学的に活動を推進して

います。

ಈॿγεςϜ׆˙

「近江楽座」としてબ定されたプロジェクトの

事業計画にͮجき、活動にඞ要な事業අを৹

査し、ॿ成します。

ͱ࠲ָߐۙ　�-�

ʻ̏ͭͷαϙʔτγεςϜʼ

ʻαϙʔτγεςϜ֓೦ਤʼ



�

̍　近江楽座について

2007年度より、「地域活性化への貢献」をテー

マに学生主体の地域活動を行う「Aプロジェクト（学

生主体型プロジェクト）」に加え、自治体や企業等

から提示された課題について、学生主体のプロジェ

クトチームを結成し活動する「Bプロジェクト（地

域協働型プロジェクト）」がスタートしました。

Ƭ "ϓϩδΣΫτʢֶੜओମܕϓϩδΣΫτʣ

SDGs の視点を踏まえ「地域活性化への貢献」

をテーマとする学生主体の地域活動を3つの区分

で募集し、支援するプロジェクトを選定しています。

①継続プロジェクト

過去に近江楽座の助成を受けたことがあるプロ

ジェクト。

②新規プロジェクト

近江楽座の助成を受けたことがないプロジェクト。

③ Sプロジェクト（2011年度〜）

近江楽座でのこれまでの実績をもとにステップ

アップを目指し、活動資金の助成を必要としな

い自立したプロジェクト。（上位 senior、特別

special の S）

Ƭ #ϓϩδΣΫτʢҬڠಇܕϓϩδΣΫτʣ

自治体や企業、団体等から依頼のあった課題に

ついて、「近江楽座」として取り組むテーマを設定

し、学生主体のプロジェクトを募集します。学生チー

ムにはテーマに対する企画提案を求め、採択され

たチームは、指導教員と地域共生センターが支援

し、依頼先と共同で取り組みます。

�-2　ϓϩδΣΫτ۠
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Ƭ ϓϩδΣΫτืूؒظ

A プロジェクト

日　時：2020 年 8 月 6 日（木）〜 8 月 31 日（月）

2020 年度は「新型コロナウイルス感染拡大防

止のための近江楽座活動指針」を踏まえ、地域の

方々や団体等と感染拡大防止策をはじめ、活動方

針を協議した上で応募することを求めました。

また飲食を提供する活動と海外の現地での活動

は募集の対象外としました。

Ƭ Ԡื݅

A プロジェクト　22 チーム

ଓプロジェクト21ܧ・ ݅

　( うち S プロジェクト̍ ݅ )

・新نプロジェクト1 ݅

Ƭ ϓϩδΣΫτ৹ࠪ

A プロジェクト「プレθンテーション・৹査会」

日　時：2020 年 9 月 8 日 ( 火 ) 12:30-17:15

場　所：中講ٛ室　A7-101

内　༰：プレθンテーション（プレθンテーション

シートによるプロジェクトઆ໌）および࣭

ٙԠ、৹査（ඇ公開）

　　　  参加ऀのີ集をආけるため、会場に入る発

表ऀの入ସえを実施。

બఆҕһʢॱෆಉɹܟশུʣɿ

˓ 滋賀県立大学 地域連携୲理事 

　                        地域共生センター      ∁ڮୌ࣏

˓ 滋賀県立大学環境科学部 講師　　平山奈央子

˓ ૯合地ٿ環境学研究所 研究һ        ౢ田奈ึ子

             まちͮくり会ࣾまっͤ 事業マネージャー ݩ ˓

田ޱਅଠ

˓ 滋賀県立大学人間文化学部 教授

　　     近江楽座ઐҕһ会 ҕһ      印南比呂志

Ƭ ௨࠾͓Αͼ࠾

A プロジェクト
日　時：2020 年 9 月 11 日（金）
通知方๏：近江楽座ホームページおよび学生ホー

ルܝ示൘にて通知

Ƭ ݅࠾

A プロジェクト　20 チーム

ଓプロジェクト20ܧ・ ݅

　( うち S プロジェクト̍ ݅ )

Ƭ ಈઆ໌׆

日時：2020 年 9 月 16 日 ( 水 ) 〜

　例年、࠾プロジェクト表ऀに対する事業計

画、会計処理等の進め方にؔするઆ໌会を対面で

実施していましたが、新型コロナウイルス感染

。しましたߋのため、実施方๏をมࢭ

　近江楽座ホームページに活動についてとॿ成金

のࣥ行のマニュアルをࡌܝし、MicrosoGt 'orms で

マニュアルの理解度チェックを行いました。

�-�　ϓϩδΣΫτͷ࠾ʹ͍ͭͯ
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̍　近江楽座について

ʻϓϨθϯςʔγϣϯɾ৹ࠪձ　εέδϡʔϧʼ

ʻϓϨθϯςʔγϣϯͷ༷ࢠʼ
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Ƭ ֶੜΞϯέʔτͷ࣮ࢪʢ��2�-ʣ

　「2020 年度の活動について」のアンέートを実

施しました。これからの活動でෆ҆なこと、ࠔり

͝とはないかをਘͶ、アンέートの内༰で公開の

。Մをಘたものは近江楽座チームで共有しましたڐ

Ƭ ఆʢ���ʣࡦͷࢦಈ׆

　近江楽座では「クラブ・サークルなどの課外活

動指」（学生支援センター）にͮجいて「新型コ

ロナウイルス感染֦大ࢭのための近江楽座活動

指」を定めました。

　活動指の内༰については 73 ページ「7-3 新型

コロナウイルス感染֦大ࢭのための近江楽座活

動指」をޚཡください。

Ƭ ॻͷఏग़ࠂըɾ࣮ใܭಈ׆

　月ຖに活動計画、実報告をఏ出。活動実施

についてのڐՄやඞ要な指導を行いました。

Ƭ ϓϩδΣΫτใަձ
ʢ�����ɺ����ɺ����ʣ

　新型コロナウイルスのӨڹで近江楽座のื集を

Ԇ期し、9 月 11 日から活動を開始しました。活動

を再開してしらくܦったタイミングで、チームの

活動状況や活動を始めて感͡た課題などを共有す

るためプロジェクト情報交換会を行いました。

ʻ内༰ʼ

・事ہからのお知らͤ

　新型コロナウイルスにؔするҙىש

・֤チームからの報告

　現ࡏの活動状況や問題、課題の共有

�-�　৽ܕίϩφΠϧεͷରԠ
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͍ͯͭʹϖʔδҎ߱ͷνʔϜσʔλ࣍
ิઆ໌

͍ͯͭʹಈ׆࠲ָߐۙ˞
ɹɹɹɿෆࢀՃ
ɹɹɹɿࢀՃ
Λ͍ࣔͯ͠·͢

˞ϝϯόʔɺ׆ಈʹؔΘֶͬͨੜ
ͷ૯Ͱ͢ɻ

ࠂಈ࣮ใ׆　�-2

̎　֤ϓϩδΣΫτ͔らͷ׆ಈใࠂ

��

��

01 BAMBOO HOUSE PROJECT�.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 12

02 未来看護塾 .��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 14

03 あかりんちゅ .��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 1�

04 とよさと快蔵プロジェクト .��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 1�

05 障がい児・者、自立支援・共生社会プロジェクト�.��.��.��.��.��.��.��. 20

06 内湖の再生と地域の水辺コーディネート�.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 22

07 かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPING BEAUTY- .��.��.��.��.��.��. 24

08 廃棄物バスターズ .��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 2�

09 フラワーエネルギー「なの・わり」�.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 2�

10 座・沖島 �.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 30

11 政所茶レン茶 ー゙�.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 32

12 とよさらだプロジェクト �.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 34

13 おとくらプロジェクト .��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 3�

14 Taga-Town-Project .��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 3�

15 地域博物館プロジェクト �.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 40

16 田の浦ファンクラブ学生サポートチーム �.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 42

17 たけともミライ .��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 44

18 Jesuit House Project �.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 4�

19 木興プロジェクト�.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��.��. 4�

S

����ɿ��4 ϓϩδΣΫτS
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� ν ー Ϝ໊ɿ
� 代 表 者ɿ
� ϝンόーɿ
� ࢦ ಋڭ員ɿ
� ׆ ಈॴɿ
� ؔ ମɿஂ
近江楽座׆ಈɿ

PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
このプロジェクトは、ܧଓした活動がॏ要である。４月にఏ

まちͮくり協議会地域活ੑ化ҕһ会のօ༷と̍ࣉ 年間の活動内༰

の共有を行い、ࠓ年度も昨年とಉ༷、竹のെ࠾に࠷దな 10 月か

ら2月の5ϲ月間にり、िをར用してワークショップを行った。 

また、ࠓ年度は活動が始まってҎ来、一൪多くの学生がワーク

ショップに参加してくれた。環境ݐ築デザイン学科の学生だけで

なく生活デザイン学科の学生の参加も見られた。ࠓ年度は॓ധ

を行わずにिワークショップを行ったため、一日だけの参加が

༰қになったことがޭをしたと考えている。来年度Ҏ߱の活動

ଶを見直すきっかけにもなった。SNSܗ などで広報を行ったこと

もあり、ଞ大学の人が興ຯを持ち、話を聞きたいとݴっていただ

いたこともあった。これまでの先ഐ方や地域の方をは͡めとした

地ಓな取組がܗ、ࠓとして表れてきているのではないかと実感し

た一年でもあった。

バンブーϋウス 1 ߸を解体したことでଞの制作物もঃʑに解体

が近ͮいていると感͡ている。したがって来年度は大きなม換

になると考えている。ただ解体しߋ地にするだけではなく段階త

に解体・再ߏ築することで、طଘのݐ築を残しながらも新たな場

所を築いていくという方のݩ、モϊがม化しても場所としては

いい環境を残していきたい。

この͝時ੈで例年のようには活動ができなかったが、࣍なる活

動を見据えて新たな全体計画をఏ案し、これからの竹の庭をޠっ

ていくوॏな期間でもあったと考えている。この「竹の庭」が地

域の人ʑにѪされ、地域にدりఴってこの場がଓいていくように、

これからもܧଓして活動を行いたい。

	1
ɹिϫʔΫγϣοϓ

	2
ɹʮͷఉʯશମܭը

	3
ɹϙʔτϑΥϦΦ࡞

ϒϥϯίղମʢ11/14ʣ

BAMBOO HOUSE PROJECT
࠸Ҹ౻ࠤ ( 環境科学研究科 )
63 ໊
ಃߒث一 ( 環境科学部 )
滋賀県湖南ࢢఏࣉ
ఏࣉまちͮくり協議会

ੜ͖ΔࣗવҬΛҭΉ

શࠃɺͲ͜ʹͰ͋Δ์ஔྛɻ͜ ͷΛҬͷํʑͱֶੜ
ղܾ͠Α͏ͱ͍͏औͰͯ͠ྗڠ͕ ɻ࣎͢լބݝೆࢢఏ۠ࣉͷ
ྛͰɺຖྛඋΛ͍ߦɺͦͷࡍʹग़ͨഇࡐΛ࠶ར༻͠ɺ
·͠ࢦͷͱͳΔ͜ͱΛ͍ܜͲҬͷํʑ͕ू·Δࢠ ɻ͢

BAMBOO HOUSE PROJECT

όϯϒʔϋε 2߸ิमʢ11/21ʣ

ग़ࣸ͠ਅɿόϯϒʔϋεݟ˒ 1߸ղମʢ10/31ʣ

　ʢൈਮʣ
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Ҭ͔らͷίϝϯτ

һΑΓڭಋࢦ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ϙʔτϑΥϦΦ

成果物／制作物DELIVERABLE

・िワークショップの日ؼり化

・「竹の庭」全体計画ண手（現地での活

動自ॗ期間をར用）

・オンラインの活用（全体計画の型ͮく

り、地域の方ʑとのミーティングなど）

ॳは例年通りの活動を行う༧定であったが、コロナ禍のӨڹ

で現地での作業が΄とんどできず、また地ݩ中学校との交流（中

学校に出向いての講ٛ講ԋ、および竹林でのԋ習）は中ࢭとなった。

前期は地域の方ʑも現地に立ち入ることができず竹林もややߥ

れた状ଶになっていた。ळに少し活動ができる状況になったため、ま

ず現状調査、およびࠓ年度実施Մな現地作業を協議した。10 月〜

11 月に行ったワークショップでは多くの参加رऀがいたが、ີ を

ආけるため人数を調整してෳ数ճにけてࢄして行なった。1 月に

も開催༧定であっったが、大学の行動レベルがݫしくなったためͦ

れҎ߱の現地ワークショップは取りやめた。ͦ れにわるものとし

て、地域の方ʑへのώアリングおよび現地調査にͮجき、ࠓ後の全体

計画のマスタープラン（未来図）を協議して作成した。来年度もࢥうよ

うな活動がՄかどうかは未知数であるが、この場所と地域の未来

図の実現に向けて、活動を్ઈえさ るͤことなくଓけていって し́い。

環境科学部　ಃߒثҰ

がڹで、学業にも大きなӨڹ期は、新型コロナウイルスのӨࠓ

有った事とਪします。օさんもࢥうような活動ができない年に

なったかとࢥいます。コロナ禍の中、8 年前に作した 1 ߸機も、

ิ強や修理をຖ年行っていただきましたが、ٺ化をܴえ、̓ 全

のҝに解体する事となりました。年竹林の入りޱにધがۭ中を

ුいているようなシンボルతなݐ物がফえてしまう事は大มऐ

しいࢥいです。新型コロナウイルスのऴଉは、まだまだ難しいとは

後活動ができるൣғでࠓ、いますがࢥ 1 ߸機の跡地に、地域のօ

さんがくつΖ͛る施設の作を学生のօさんと作っていきたいと

́。いますࢥ ΅ຖ日、地ݩの子どもたちが竹林に遊びに来ていま

す。これからもօ༷のޚ協力よΖしくおئいします。

ఏࣉ·ͪͮ͘Γٞڠ会�地域ੑ׆化委員会�委員�ઙҪٛ͞جΜ

ॳΊͯࢀՃ͠ͷछྨಛʹֶ͍ͭͯͼ·ͨ͠ɻଞͷࡐ
ͱҧ͏ಛ༗ͷੑ࣭Λੜ͔ͨ͠ߏ͕ҹతͰͨ͠ɻҰํ
Ͱૉࡐͷ͕ͨͪٺΓͳͲͷྼԽΈΒΕɺϝϯςφϯε͢Δ
͜ͱͷେ͞͡ײ·ͨ͠ɻ࣮ࡍʹʹ৮Εͯۀ࡞Ͱ͖ͨͷͰ
·͍ࢥͳͬͨͱʹݧܦ͍ྑ ɻ͢

ଜ҆ະʢ環境ݐஙσβΠン学科 �ճ生ʣ

ϓϩδΣΫτͷΛฉ͍͔ͯΒԿ͕࡞ΕΔͷ͔ɺͲ͏ͬͯ ࡞
Δͷ͔ͱڵຯΛͪ࣋·ͨ͠ɻͦ ͯ͠ɺଞʹͳ͍͕ݧܦͰ͖Δͷ
Ͱͱ͍ࢥϓϩδΣΫτʹࢀՃ͠·ͨ͠ɻࢀՃͯ͠Έͯɺͷͮ͘
Γʹ͔͔Δ࿑ྗؒ࣌ΛϦΞϧʹ͡ײΔ͕ࣄͰ͖ɺࡐྉʹ࣮ࡍ
ʹ৮Εͳ͕Β͕ۀ࡞Ͱ͖Δوॏͳମ͕ݧͰ͖·ͨ͠ɻ

ஙσβΠン学科ݐѪՂʢ環境ాݹ �ճ生ʣ

Ճ͠ɺͦ͜ͰॳΊͯࢀʹͷόϯϒʔϋεϓϩδΣΫτࡢ
ɻͱҧ͍ͱͯͨ͠͠·͍ߦΛ࡞ͨͬΓɺΛמ
ͳ͔Ͱ͋ΔʹؔΘΒͣɺਓ͕ͬͯ େৎͳؤৎ͋͞
ΔͱΓɺͱͯڵຯਂ͘ɺͬͱͱؔΘͬͯΈ͍ͨͱ͍ࢥ
·͍ࢥՃ͍ͨ͠ͱࢀՃ͠·ͨ͠ɻͦͯ͠·ͨདྷࢀࠓ ɻ͢

ശాཬࡊʢ環境ݐஙσβΠン学科 �ճ生ʣ

͚ࣗͩͰͰ͖ͳ͍ɺେֶ͔ͩΒͰ͖ΔݧܦΛ͍ͨ͠ͱ͍ࢥɺ
ஙΛิम͢Δͱ͍͏ɺ́ݐՃ͠·ͨ͠ɻΛΓɺͷࢀʹಈ׆ ͱ
ΜͲ୯७ͳۀ࡞Ͱ͕͢ɺʹғ·Εͳ͕Β͢Δۀ࡞ָ͍͠Ͱ
ɻ͢ۀ࡞தʹࢠͲ͕ೖͬͯ ͖ͯ༡ΜͰ͘͜ߦ ͱ͕͋Γɺͦͷ࢟Λ
ΔͱҬͷਓͷҝʹͳͬͯݟ ͍Δͷͩͳͱ͡ײɺ͘͠خ ·͍ࢥ ɻ͢

தాʢ環境ݐஙσβΠン学科 �ճ生ʣ

શମܭը

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ
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� 代 表 者ɿ
� ϝンόーɿ
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PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
年度の未来看護塾の活動は、新型コロナウイルスと共ଘするࠓ

生活の中でࢲたちにはԿができるのかとࡧしଓけた一年間と

なった。

先ഐ方や先生とオンラインでの話し合いをॏͶ、OB・OG の先

ഐ方からも実際のҩྍ現場や教育現場の声をಧけていただきな

がら、ࢲたちがࠓできる活動を考えてきた。ͦ んな中で新たに始め

た活動が、南小学校อ݈室訪問である。ҩྍ現場・教育現場の

人手ෆの現状があると聞き、පӃへのボランティア支援は難し

いとのことであったが、大学の近くの小学校へԿかお手いでき

ることはないかと声ֻけを行ったとこΖ、南小学校さんからͥ

ひ来ていただきたいとݴっていただくことができた。現ࡏ、学校で

は通ৗの業に加えてফಟ作業、ਗ਼、新型コロナウイルス感染

༧対ࡦを行いながらの݈߁断、生ెへの指導など、目ま͙る

しいܹ動の日ʑがଓいている。また、新型コロナウイルス感染֦大

ࢭのために、少しの間学校が休みになったことで、ෆొ校・อ݈

室ొ校の生ెが増えたこと、さらにཆ護教་の方のෛ୲も増えて

しまうため、ࢲたちがお手いすることで、少しでもෛ୲を減ら

すことがՄなのではないかと考えた。実際、ࣇಐと一ॹに活動

さͤていただいたり、ポスターを作成したり、อ݈ҕһ会活動のお

手いをさͤていただくなど༷ʑな活動をさͤていただいた。

い通りにいかないことがࢥ、しくݫ年度の活動は༧ଌよりもࠓ

多かったかもしれない。しかし、この一年間は、看護学生であ

るࢲたち、ক来看護৬にबくࢲたちであるからこͦ、できること

とは一体ԿだΖうか、どうすれ地域の方ʑや໋ݒ、ࠓにಇく人

たちの力になれるのか、みんなで一ॹに考えをਂめられた期間

となった。この一年間のࢥ考をਂめた時間、学びの時間をྐに、

来年度からඞず、Ҏ前よりさらにパワーアップした活動ができる

と৴͡ている。

	1
ɹϘϥϯςΟΞ׆ಈ࠶։ʹ͚ͯͷܭըɺ
४උ

	2
ɹೆখֶߍอ݈ࣨ๚

	3
ɹ/10 ΆΆϋε๚

	4
ɹఆྫϛʔςΟϯά

ҬʹॅΉ͞·͟·ͳਓʑͷަྲྀපӃͰͷϦϥΫθʔγϣϯ
ͷਓΒͦ͠ʹ߁ಈΛ௨ͯ͡ɺ৺ମ݈׆ԉࢧ߁ಈͳͲͷ݈׆
͘ੜ͖Δ͜ͱΛ͢ࢤΔͱͱʹɺະདྷͷޢͷ͋ΓํΛͯ͑ߟ
͍͖· ɻ͢

Ҭͷਓʑͷ৺ମੜ͖߁݈͖׆ʹʂ

˞ࣸਅ 201� ʹࡱӨͨ͠ͷͰ͢ɻ

未来看護塾
北ଜఱԻ ( 人間看護学部 )
204 ໊
ҏ୮܅、米田রඒ、ؔ 子ل子、ઍ田ඒܙ ( 人間看護学部 )

学内、彦根ࢢ
彦根ࢢ立පӃ、ಛ定ඇ営ར活動๏人 NPO ΆΆϋウス ଞ

未来看護塾02

　ʢൈਮʣ
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ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

һΑΓڭಋࢦ
「未来看護塾」は、滋賀県立大学人間看護学部の 1 期生たち

が立ち্͛ました。ͦれҎ来 17 年間్ઈえることなく、「近江楽

座」のプロジェクトチームとして活動をܧଓしてきましたが、ࠓ年

度はコロナ禍のため活動が΄とんどできない状ଶとなってしまい

ました。

本来、未来看護塾の活動目తは、「地域のさま͟まな人ʑが৺

も体も生き活きと݈߁な生活が送れるよう支援する」ということ

であり、コロナ禍だからこͦ、地域にॅࡏするさま͟まな݈߁レ

ベルの方ʑに感染༧についてܒ発していくことも大切です。ま

た、いつىこるかわからない災への対ࡦをはかるඞ要もありま

す。課題は山ੵみです。

年度、地域での活動は΄とんどできまͤんでしたが、コロナࠓ

禍であっても自たちにできることはԿか、どうしたらできるかを

考え、ࡧし、できることをしていくこと、ͦのプロセスが

大切だとࢥっています。ࢢ内のපӃや施設、学校やอ育Ԃ、ো

がいをもつお子さんやऀྸߴの方ʑとの݈߁支援・交流活動、大

学内の教৬һや学生を対象とした݈߁支援活動、ຖ年実施して

いたビバシティ彦根における「Ԡ援 � 生き活き݈߁生活」など、

来年度こͦ は活動再開できることをئっています。

学生の教育ޮՌと地域ݙߩの྆ऀが݁びついた「近江楽座」、

ͦして「未来看護塾」のӹʑの発展とܧଓをΉとともに、これ

からも支援していきます。

人間看護学部　ҏ୮܅

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・ଧ合ͤ内༰の事前共有と時間ॖ

・作業内༰のࢄとオンラインの活用

৽ܕίϩφΠϧεͷײછ֦େͰɺྫͷΑ͏ͳපӃอҭԂ
Ͱͷ׆ಈ͕͋·Γ͑ߦͳ͔͕ͬͨɺະདྷޢक़ͷ৽ͨͳܗ
ͷ׆ಈʹ͚ͯ৭ʑͱ͑ߟΔ͜ͱଟ͘ɺདྷͷ׆ಈʹੜ͔
͍ͨ͠ɻ·ͨɺֶΛӽ͑ͯͷ͕ܨΓΛਂΊΔ͜ͱ͕͔ͬ͠
ͨͷͰɺίϛϡχέʔγϣϯΛਤͬͯ ͍͖͍ͨɻ

ଜีܓʢ人間看護学科 �ճ生ʣ

Ͱ͖Δ͜ͱԿͩΖ͏ʹͪͨࢲΒͦ͜ɺ͔ͩࠓ ʁ͔ͦ Μͳ͜ͱΛ
ࣗΒʹ͍ଓ͚ͨҰؒͩͬͨɻ͏ࢥΑ͏ͳ׆ಈ͕Ͱ͖ͳ͔ͬ
͕ͨɺࠓͷͪͨࢲɺҩྍݱɺҬͷํʑͷ͍ࢥɾ͑ߟΛ
ਂΊΒΕͨҰؒͰ͋ͬͨɻ͜ͷֶͼΛແବʹͤͣɺདྷ
ɻ͍͖͍ͨͯ͛ܨʹ

ଜఱԻʢ人間看護学科 �ճ生ʣ

৽ܕίϩφΠϧεͷӨڹͰҬͰͷ׆ಈ੍͕͞ݶΕ͕ͨɺະ
དྷޢक़ͷઌഐํઌੜํͳͲɺ࣮ ༂͞Εͯ׆Ͱݱҩྍʹࡍ
͍Δํ͔ΒͷΛݩʹɺকདྷɺҩྍैऀࣄʹͳΔ͔ͩͪͨࢲΒ͜
ͦͰ͖Δ׆ಈͳ͍ͩΖ͏͔ͱ͑ߟΛਂΊΔ͜ͱͷͰ͖ͨ̍ 
ͩͬͨɻ͜ ͜ͰਂΊͨ͑ߟΛདྷɺੋ ඇɺ࣮ ɻ͍͖͍ͨͯ͠ݱ

ຊກʢ人間看護学科ٶ �ճ生ʣ

　ʢൈਮʣ
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	1
ɹ0,#ετϦʔτΩϟϯυϧφΠτ

	2
ɹ4/4ΞΧϯτӡӦ

	3
ɹΖ͏ճऩ

	4
ɹ641 େ৽

	5
ɹٛߨh ͷΒ͠ͱͳΓΘ͍ʱʹొஃߐۙ

	�
ɹ৽ೖੜ͚Ϋϥϒհ

	�
ɹΩϟϯυϧ੍࡞ʢ։ൃʣ

	�
ɹބ෩ࡇ༻Ϋϥϒհಈը࡞

	�
ɹΩϟϯυϧϗϧμʔՃ

、年度はコロナ禍でなかなか活動できない状況がଓいたがࠓ

SNS のアカウントのӡ営を開始したりオンライン新に参加した

り、ネット্ での新入生ק༠を行い、昨年度とಉ໊̑͡の新入生

に入ってもらえた。また̎ճ生も数໊入ったため、メンバー૯数

としてはかなり充実さͤることができたが、参加メンバーはݻ定

తで、人手の多さを活動に生かすことができなかった。また SNS

もあまりフΥロワー数を増やすことができなかったので、より

したӡ営がඞ要である。

年度はキャンドルの定期制作をຖ月֬実に行ったので、新たࠓ

なオリジナルキャンドルを数多く作れたが、販売の機会を用ҙす

ることができなかった。来年度もコロナ禍の状況がଓくことを

定して、ネット্ での販売などもݕ౼するඞ要がある。

キャンドルナイトは、あまり依頼をいただくことができず、湖風

祭もなくなり、数をこなͤなかった。学内イベントなど、自た

ちからੵۃతに開催していくඞ要もあると考える。また、再開を

していたϋンドベルも準備することができなかったため、来౼ݕ

年度こͦ は楽ේの整理などから準備を進められるようにしたい。

活動ਃ時に「活動の組みやաఔをまとめたもの」を作成す

るべきであるという指摘を受けたが、あまり進めることができな

かった。活動のه録を SNS ্に残したりメンバー内で共有したりす

るはしたものの、外部に向けての発৴は΄とんど行えていな

い。どういったܗで残していくべきなのかを໌֬に考えていきたい。

年度のऴわりに、あるஂ体にお声がけいただき、フリースペーࠓ

スをおआりできることになった。まだ考案段階ではあるが、イベ

ントを自発తに開催していくことがՄになるかもしれない。来

年度はこのا画を҆定したものにしていきたい。

ͳ͑ͳͲ͔Βࣉ͓ ͳͬͨ͘Ζ͏ͦ ɺ͘ʮΖ͏ʯΛ͍͖ͨͩɺͦ Ε
Λ࠶ར༻ͯ͠ϦαΠΫϧΩϟϯυϧΛ࡞ΓɺΩϟϯυϧφΠτɺΩϟϯ
υϧ࡞ΓࣨڭɺΩϟϯυϧൢചͳͲΛͯͬߦ ͍· ɻࣗ͢ ͨͪͰӡӦ
ಈͯ͠׆ͰࢉΛ·͔ͳ͍ɺಠࣗ༧ۚࢿ ͍Δ།Ұͷ4ϓϩδΣΫτɻ

ΤίͰεϩʔͳΛ

あかりんちゅ
இۃ ( 人間文化学部 )
18 ໊
平山奈央子 ( 環境科学部 )
学内、彦根ࢢ、滋賀県内　ଞ
滋賀教区ড়土फ青年会

あかりんちゅ03

ʢ12/04ʣࢠग़ࣸ͠ਅɿΩϟϯυϧφΠτͷ༷ݟ˒

Ωϟϯυϧ࡞෩ܠʢ10/11ʣ
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ΦϦδφϧΩϟϯυϧ

成果物／制作物DELIVERABLE

һΑΓڭಋࢦ
もあり、活動の機会がڹ年度は新型コロナウイルス感染֦大のӨࠓ

少なく、活動の実施方๏も例年とはҧった対Ԡがඞ要だったかとࢥいま

す。ͦ のような状況の中、これまで通り依頼をしていただいたイベントが

あったことや制限のある中で活動できたことはよかったとࢥいます。

大学生の活動は活動ऀが年ʑมわることが大きなಛです。ͦ れとಉ

時に、組৫ӡ営や活動内༰の見直しやܧଓを考えるඞ要が出てきます。も

ちΖん̍ 年͝との目ඪや活動計画はあるとࢥいますが、ࣾ 会ݙߩ、地域ߩ

ͦ、を考えた場合に、あかりんちゅが解ܾしたい課題はԿなのかݙ の課題

は地域の現状に合っているのか、大きな課題の中であかりんちゅがݙߩで

きる部はどこなのか、などについてメンバーで話し合ってみることをおק

めします。ࠓ後も魅力ある活動を行っていくために、中期目ඪ・計画を立て

る時期にきているかもしれまͤん。中期目ඪ・計画のもとにຖ年の活動計

画を立てることで自たちがԿを目指していてࠓどの段階まできているの

かを֬ೝすることができます。また、活動メンバーͦれͧれに考えがҧうの

でͦれらを共有する、また、าみدるいい機会になるとࢥいます。

環境科学部　ฏࢁಸԝࢠ

年はコロナ禍にあり、વキャンドルナイトイベントの開催も例年のࠓ

通りとはいきまͤんでした。しかし、広場にԿ本ものキャンドルをฒべ、す

でにあたりがうす҉くなったなかで火しऴわったときには、ୡ成感とと

もにどこかあたたかく৺強いؾ持ちがいてきたことをࢥい出します。

広場のキャンドルがฒͿ中に入ってみると、一つひとつが์つやޫを直

に感͡られ、いまや日ৗでなかなか৮れる機会のない火ͦのものの力に魅

ྃされました。ෆࢥ議とפさも、ͦ れまでのؾしさもれていました。ޚ参

加いただいた地域の方ʑにもͦれͧれいΖんなࢥいがあったかとࢥいます。

ԕくからおӽしいただき、ͦ してとてもפい中作業していただいたあ

かりんちゅのօ༷に感ँのҙをおえしたいとࢥいます。ੋ ඇ、ࠓ後と

も OKB ストリートの発展に͝協力いただけたらとࢥいます。

ণ͞Μྑڮߴ　��人事部ߦ会ࣾେ֞共ཱۜࣜג

ࡉ ͱ͘ܧଓͯ͠ใൃ৴ɾ׆ಈΛ͜͏ߦͱͷେ͞Λֶͨɻ
Γํ͕͋Δ͜ͱ͕࡞Ճ͢ΔͱΩϟϯυϧ༷ʑͳछྨͱࢀʹࡍ࣮
Θ͔ͬͨɻ݄ 1ճఔͰ͑Δ΄Ͳ͔͠ࢀՃͰ͖͍ͯͳ͍͕ɺ࣍ͷ
ͯ͠ʹಈΛָ͠Έ׆ ͍Δɻ͜ ΕɺΩϟϯυϧͷྗັͭ࣋ͱ༷ʑͳ
ɻ͏ࢥΒ͖͍ͯΔͷͩΖ͏ͱ͔ײظՃͨ͜͠ͱʹΑΔࢀʹࣄߦ

୩ࠀւʢ環境ࡦɾܭը学科̎ճ生ʣ

ΈΜͳͰ͢ྗڠΔେ͞ɻ1ਓͰ࡞Εͳ͍ྔΛ෦һͱҰॹʹ
Γग़͢͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ࡞ಈ͢Δ͜ͱʹΑͬͯͨ͘͞ΜͷΛ׆
·ͨɺৗతʹ࡞ΔͷͰͳ͍ͷΛ࡞Δָ͠͞ΛֶΜͩɻ
͔͋ΓΜͪΎ͔ͩΒͦ͜Ͱ͖ΔݧܦͰ͋Γɺଟ͘ͷਓʹຯΘͬ
ͯΒ͍͍ͨɻ

ਫਅتʢ地域文化学科̎ճ生ʣ

ؒͱ͢ྗڠΔେ͞ͱɺΩϟϯυϧͷԹ͔͞ɻ1ਓͰࡐྉ
ΛӡͿͷ͕͔͕ͬͨ͠ɺΈΜͳͰ͚ͯ࡞ϥϘʹӡΜͩ
ͷͰɺແࣄɺΩϟϯυϧ࡞Γ͕Ͱ͖ͨɻ·ͨɺΖ͏ԹΊΔͱ
Թ͔͘ɺ৮ͬͯ ͍Δͱͪ࣋ؾΑ͔ͬͨɻ

ྉ科学科̍ճ生ʣࡐ༟ଠʢݪ܂

ΕΔΖ͏͕ͦ͘͜Μͳʹ͞غՃ͕ͨ͠ɺഇࢀʹಈ׆͔Βࠓ
͋Δͷ͔ͱ͍ͨڻɻ༹͚ͨԹ͔͍Ζ͏Λ৮ͬͯ ͍Δͱ͖͕ͤ
ͩͬͨɻࠓ·ͰΖ͏ͦ͘ʹ͠ΈΛ͍ͯͬ࣋ͳ͔͕ͬͨɺ౮
ͨ͠Ζ͏͕͖ͦ͘Ε͍Ͱ৺͕Ժ͔ʹͳͬͨɻ·ͨۜߦͷਓ
Ҭͷਓͨͪͱަྲྀ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨͷͰͱָ͔ͯͬͨ͠ɻ

ೋྠඦ߹ࢠʢࡍࠃίϛϡχέーγϣン学科̎ճ生ʣ

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・SNS でのੵۃతな情報発৴

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ
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PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
年度の活動を通してೋつの課題が見えた。ひとつは情報共有ࠓ

の࣭をߴくอつこと。新型コロナウイルスのӨڹにより前期は活動

ができず、後期に活動が再開したが、年あたりからはまたオンラ

イン্ での活動のみとなり、一年間のうち࢛のࡾをオンラインで

のやり取りのみに制限されてしまった。これにより例年ではىこり

えなかった大小さま͟まな問題がおこり、ͦ れらの多くがオンライ

ンによる情報共有の࣭のԼによるものだった。この原Ҽは໌֬

で、ࢲたちがオンラインでのコミュニέーションにෆ׳れであった

からだ。オンライン্ でෳ数人が一つの議題について話すことが

難しかった。ճ数をॏͶる͝とにこれらは改ળしていき、またオン

ライン会議用のιフトが࣍ʑに出たため࣭は向্していった。これ

らの課題に直面することで、ミーティングの内༰だけでなく、ミー

ティングの࣭のॏ要ੑについても改めて学Ϳことができた。

もうひとつは少人数で大نプロジェクトをӡ営する大มさだ。

昨年度にඳいていたビジョンでは、ӡ営ଆの人数をえることで

動きをコンパクトにし、සൟに話し合いを行うことで情報共有を

ີにし、またタスクも度దਖ਼にׂり振り協力していく༧定だっ

た。しかし実際にはӡ営のオンライン化にい、メンバー間のコ

ミュニέーションの࣭がԼがり、ӡ営がしਏく、またタスクをうま

くࢄすることができなかった。これは対面時とオンライン時で

ద切なӡ営方๏やӡ営人数があるからだとࢥう。ඳいていたビ

ジョンはෳ数人とಉ時にϊンストレスでやり取りできることが前

ఏであり、コアメンバーͦれͧれがͦれͧれとෳ数のパスを持っ

ていることがඞਢだった。しかしオンラインでは、ෳ数人のコミュ

ニέーションにおいて、ͦれͧれがͦれͧれとෳ数のパスをもっ

ていても、一つずつॱ൪にしか使えないイメージだった。このこ

とを踏まえると、オンライン時はコアのさらに中৺の人と多数の

コアという組৫図がよいかもしれない。

	1
ɹ͓ञͱΔொܭը

	2
ɹλϧλϧʔΨվ

	3
ɹ৽ೖੜମݧձ

	4
ɹͱΑ͞ͱ८Γ

	5
ɹಓ۩ݿཧ

	�
ɹे࢛ӃެچຽؗϓϨθϯςʔγϣϯ

ʹؾݩຽՈվमͰ·ͪΛݹ

๛ڷொʹΘΕͳ ͳͬͨ͘ຽՈଂ͕͠ࡏɺͱͳͬͯ ͍
· ɻۭ͢ ͖Ոͱ͍͏·ͪͷ࢈ࢿΛ׆༻͠ɺۭ ͖Ովम͚ͩʹͱͲ·Β
ͣҬͷΠϕϯτͷࢀՃΠϕϯτاըɺଂΛվमͨ͠#ar ӡӦͳ
Ͳ෯ͷ׆͍ಈΛ͍ߦɺ·ͪͷํͱڞʹ·ͪΛΓ্ ͍͛ͯ· ɻ͢

ΩονϯʹΓ୨Λઃஔʢ11/0�ʣ

とよさと快蔵プロジェクト
岡田龍介 ( 環境科学部 )
98 ໊
ഭ田ਖ਼ඒ ( 環境科学部 )
滋賀県܊্ݘ๛ڷ町
̣̥̤๏人とよさとまちͮくりҕһ会

04 とよさと快蔵プロジェクト

ϞνϕʔγϣϯϚοϓͷ࡞ʢ0�/1�ʣ

ग़ࣸ͠ਅɿͱΑ͞ͱ८Γͷలࣔʢ01/12ʣݟ˒
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

৽ܕίϩφΠϧεʹΑΓࣗͷཧͱΕͨҰʹͳΔ͜ͱ
͕Θ͔ͬͯ ͍ͨͷͰɺޙഐͨͪʹͭͳ͙ͨΊͷͰ͋Δͱ͑ߟɺ׆
ಈͨ͠ɻࡢ·Ͱͷܙ·Εͨँײʹڥͷ͕ͪ࣋ؾժੜ͑ͨɻࠓ
ͷࣗͷબ͕շଂͱ๛ڷொʹͱͬͯ ྑ͍ͷͰ͋Γɺདྷ
ޙഐ͕ͨͪչ͍ͷͳ͍׆ಈΛ͑ߦΔҰͰ͋Δ͜ͱͯͬئ ͍Δɻ

Ԭాཾհʢ環境ݐஙσβΠン学科̏ճ生ʣ

͍͔ʹͨ͘͞ Μͷํʑʹࢧ Β͑Ε͍ͯΔ͔ͱ͍͏͜ ͱΛ࣮ͨ͠ײɻ͓
ձ͍Ͱ͖ͳ͍தͰɺ·ͪͷํʑֶ͕ੜͷ͜ͱΛؾʹ͔͚ͯαϙʔ
τ͠ ͯ͘ ͩ͞Γ׆ಈ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ1ճੜͷͱ͖վमΠϕϯ
τʹࢀՃͯ͠ ͍Δ͚͚ͩͩͬͨΕͲɺ෭දͱ͠ ಈͯ͠׆ͯ पΓͷ
ํʑͷ͕ྗڠͲΕ͚ͩ Γ͕͋ͨ ɺ͘େ͖ͳͷͰ͋Δ͔௧ͨ͠ײɻ

ஙσβΠン学科̎ճ生ʣݐષ人ʢ環境ాؠ

๛ڷொͷਓͷஆ͔͞Λ͡ײΔ໘͕Կ͋ͬͨɻݐΛվम͢
ΔதͰٕज़ࣝΛٵऩ͢Δ͜ͱ͕ୈҰతͩͬͨͷͰɺͦ ͷ໘
ͰͰ͖ͨͱ͍ͯ͡ײΔɻ࣮ Ұ൪Ͱ͖ͨͷɺொͷํʹࡍ
ۀ࡞ΛҰॹʹͯ͠ ͍ΔਓͱͷؔΘΓͷதͰͷίϛϡχέʔγϣ
ϯྗɺू ஂͷதͰͲ͏ಈ ͖͔͘ͳͲɺ࣍Λ͑ߟΔྗͩͱ͏ࢥɻ

্ࠠ༔അʢ環境ݐஙσβΠン学科̍ճ生ʣ

·ͪͷਓͱࡢΑΓਂ͓͘͢͠Δػձ͕͋ͬͨɻͦ ͠ ɺͯࢲ
͜ͷϓϩδΣΫτ͕ͲΕ͚ͩଟ ͷ͘ํʹ͑ࢧΒΕɺѪ͞Ε͍ͯΔͷ
͔Λ࣮͢ײΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻདྷ͔ΒදΛΊΔɻಉͪ࣋͡ؾ
Λଟ ͷ͘ϝϯόʔʹͯ͡ײΒ͑ΔΑ͏ʹɺͦ ͯ͠ ͯ͑͘ࢧ ͩͬ͞ ͯ
͍Δଟ ͷ͘ํʑʹԸฦ͕͠Ͱ͖ΔΑ͏ ͳ׆ಈΛͯ͠ ͍͖͍ͨɻ

࡚ܙཥʢ生׆σβΠン学科̎ճ生ʣ

/10๏人ͱΑ͞ͱ·ͪͮ͘Γ委員会�ཧ事　ູ͞Μ
う面、こんなࢥ年、օさんとはなかなかお会いできず、ऐしくࠓ

状況Լにおいてもできるൣғで活動をしてくれていたことをخしくࢥい

ます。来年こͦはՆの改修やळのイベントなどでお会いできる日を楽し

みにしています。

һΑΓڭಋࢦ 環境科学部　ഭాਖ਼ඒ

、年度は新型コロナウイルス発生というイレギュラーな一年となりࠓ

なかなかຬに活動を行える環境ではありまͤんでしたが、ͦんな中

でもંれずに、自たちの知ܙを出し合いࠓ年度を準備期間であると

とらえて活動をしていったことは、学生メンバーにとってྑいܦ験になっ

たこととࢥいます。この状況Լでも地域のઐ家やࣾ会に出た先ഐた

ちとの協力ؔを築けていることはૉらしいことです。ますます活動

の幅を広͛ていってくれることを期しています。

来年度は学生、ͦして地域の方ともにこの状況になれた状ଶで活動

が始まるものとࢥわれるので、まちͮくりҕһ会の方ʑとの連携をਂめ

るとともに、行政の方ʑともेにҙ見交換しながら、ࠓ年度の準備

を生かしながら活動を展開してくれることを期しています。

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・地域の方と相談、ेな理解をಘた্

で活動

・リモートで行える活動の場合は、ۃ力

リモートで実施

/10๏人ͱΑ͞ͱ·ͪͮ͘Γ委員会�෭ཧ事�Ԭଜത೭͞Μ
いますが、ͦれでも活動をଓけられࢥ年はۤしい一年になったとࠓ

たことが本にૉらしいことだとࢥいます。

ຖ年のようにࢥうことではありますが、この時期にはプロジェクトのଔ業

生がࣾ会にཱྀ立ち、一方で新たに新入生が加わります。メンバーもมわる中

で、このいをࢭめることなくࠓ年度の活動を くྑやりきったなとࢥいますʂ

օさんが手ֻけてくれたもの一つひとつの物݅には、ͦ れͧれに学生の

ࠢがਧきࠐまれています。ͦ のࠢを断たさ͵よう、この地域にॅΉզʑが

しっかり受けܧいでいくことがօさんへのお返しであると考えています。

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ
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	1
ɹఆྫ׆ಈ

	2
ɹఆྫձٞ

	3
ɹ2020 �ۙ࠲ָߐ�߹ಉઆ໌ձ

	4
ɹྩ 2�ఆྫ׆ಈ࡞�ల

	5
ɹୈ 1� ճ�)armonZ�ˍ�.eMoEZ�ΫϦεϚε
ίϯαʔτ2020

	�
ɹʮোऀͷੜֶ֔शࢧԉ׆ಈʯʹΔจ
෦Պֶେਉදজडใࠂձ

	�
ɹૹผձ

活動を通して、新しいことへの挑戦が増えた 1 年になりました。

コロナ禍により、オンラインでのクリスマスコンサートや定例会議

が増えました。ͦ の、資料の作成やライセンスに対する知ࣝが

につきました。よりྑいࣾ会にしていくためにも、情報モラルをक

り、活動できたことはྑかったです。また、中ࢭになった活動につい

ても、メロディーの方ʑとのやり取りを通͡て、部һ間での情報共

有が前年度よりもසൟに行えたことがモチベーションのҡ持につ

ながったと考えております。ࠓ後の活動にؔする課題は、PR・એ

活動のԼについてです。現ࡏ、新 3 ճ生が 6 ໊、新 2 ճ生が 2 ໊

ということで、新ن入部の方が減少向にあります。しかし、Twitter

や Instagram などの SNS での発৴によって、多くの方に目されて

います。ͦ こで、来年度は؆୯に入部できるシステムを導入しようと

考えています。ͤ っかく、「োऀの生֔学習支援活動」にる文部

科学大ਉ表জも受したので、ͦれも PR していきたいです。

（表 中ຑ༝（生物資源理学科 3 ճ生））

年度はコロナ禍で活動自体が難しかったですが、オンラインࠓ

によるクリスマスコンサートの開催や 1 ճだけでも定例活動がで

きたことが大きかったとࢥいます。クリスマスコンサートでは、オン

ラインで行うにあたり֤ݸ人の役ׂを୲してできていたとࢥい

ます。定例活動ではٱしͿりにօさんと油ֆ活動ができ、有ҙٛな

活動となってྑかったです。ࠓ後も感染対ࡦをしっかり行いつつ、

定例会議等でメロディーの方ʑやと学生が連携を取りながら、でき

るൣғで活動していけたらとࢥいます。状況にもよりますが、ࠓ後

も活動がࠔ難である場合はオンラインで行う活動 ( 交流会等 ) も

視野に入れて考えていけたらとࢥいます。また、来年度もクリスマ

スコンサートをオンラインで行うのであれ、Harmony での進行

の方を具体తに話し合って改ળできたらྑいかとࢥいます。

（会計 ધ原瑞 （ึ生物資源理学科 3 ճ生））

Ϟοτʔ ňແཧͳくɺָしくʂŉ

ো͕͍Λ༗͢Δਓͱֶੜ͕͍ޓʹ͢Δ͜ͱΛతʹɺ/10
๏ਓোऀͷब࿑ͱ༨ՋΛ͑ߟΔձϝϩσΟʔͷࢧԉ׆ಈΛͬߦ
͍ͯ· ɻ͢׆ಈΛ௨ͯ͡ɺো͕͍ࣇɾऀΛ͑ࢧΔҬͮ Γ͘Λਪ
ਐ͢Δ͜ͱ͍ͯ͠ࢦ· ɻ͢

ʢ01/15ʣࠂडΛใʹࣄݝլ࣎

ボランティアサークル Harmony
中ຑ༝ ( 環境科学部 )
14 ໊
中ଜ ( 人間文化学部 )
学内、彦根ࢢ、東近江ࢢ
NPO๏人োऀのब࿑と༨Ջを考える会 メロディー

05 障がい児・者、自立支援・共生社会プロジェクト 

ʢ12/2�ʣ࡞ग़ࣸ͠ਅɿ༉ֆ੍ݟ˒

ѪਤॻؗͰͷలࣔʢ0�/2�ʣ
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ΫϦεϚείϯαʔτ�νϥγ

ʻͦͷଞՌʼ

ఆྫձٞٞࣄ

ఆྫ׆ಈ࡞లνϥγ

成果物／制作物DELIVERABLE

һΑΓڭಋࢦ
新型コロナウイルス感染の 1 年間で、定例活動は 12 月に 1 ճだけ、

クリスマスコンサートも会場では開催できなかった。しかし、こんな状

況にもかかわらず、学生とメロディーのօさんのҙで৭ʑな活動

ができたことは、どんなに強調しても、しす͗ることはない。定例の会

議は ;oom で行い、クリスマスコンサートは YouTube Live で行い、作

品展を地ݩの図書館や公民館で行った（公ࣜの活動ではないかもしれ

ないが、ଔ業生の送ผ会もオンラインで行なわれたͦうだ）。本に頼

もしい。

またࠓ年度、「োऀの生֔学習支援活動」にる文部科学大ਉ表

জを受して、おͦらくは学生やؔऀのօさんもಉ༷だとࢥうけれど

も、ଓけることの大切さも感͡た。現役でࡏ੶している学生だけでなく、

OB・OG のօさんも、メロディーのօさんも、おめでとう͟͝いました。

人間文化学部　தଜ

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・定例活動：作活動（油ֆ・೪土制作）

を実施、茶ಓ体験は中ࢭ

・イベント活動：本サークルとメロディー

オンライン。ࢭېҎ外の参加をऀؔ

৴などの対面Ҏ外の参加については

ೝめる。

・定例会議：ຖ月 1 ճ ;oom をར用して

Harmony とメロディーの連བྷ事߲やࠓ

後の活動༧定について議

・情報共有ଅ進（定例会議資料の LINE

での公開）

ʑɺνʔϜͷதͰίϛϡχέʔγϣϯΛऔΔ͜ͱͷେ ɾ͞4/4
Λ༻͍ͨใൃ৴ͷҙٛΛֶΜͩɻ;oomɾ-*/&Λ׆༻͢Δ͜ͱ
Ͱɺྫ ʹ૿ͯ͠ ɺνʔϜશମ͕ϝϯόʔͱ͠ ͯͷϞνϕʔγϣϯ
ҡ࣋ʹͭͳ͕ͬͨɻ·ͨɺ*nstaHramͳͲΛ׆͠༺׆ಈΛଟ ͷ͘ਓ
ʹͬͯ Β͑ͨɻίϩφՒ͕ͩͬͨɺॆ ࣮ͨ͠Ұͩͬͨͱ͏ࢥɻ

文྄ʢ環境生ଶ学科ࠤ �ճ生ʣ

ࠓಈ͢Δ͜ͱͩɻߦͯݟಈΛ௨ֶͯ͠Μͩ͜ͱɺपΓΛ׆
͋·Γ׆ಈʹࢀՃͰ͖ͳ͔͕ͬͨɺ12 ׆Ճͨ͠ఆྫࢀʹ݄
ಈͰɺదʹಈ͘ઌഐํͦͷଞͷϝϯόʔΛͯݟɺࢲͦ
͏ͳΕΔΑ͏ʹؤுΖ͏ͱͨͬࢥɻ

٢Ԭྰಸʢ人間ؔ学科 �ճ生ʣ

ಈͷओͳྲྀΕͱো͕͍ऀΛ͡Ίͱ͢ΔਓʑͷؔΘΓΛֶ׆
ͨɻఆྫ׆ಈͰॏͷతো͕͍ΛͭਓͱॳΊͯ͠ɺ
༧֎ͷ͜ͱͩΒ͚Ͱށ͏͜ͱଟ͔ͬͨɻͦΜͳதͰɺ࣮
ΛࢹΔ͜ͱɺ͢ݧܦԉऀͷํͱͷରΛࢧͷަྲྀࡍ
͛Δ͜ͱʹཱͬͨͱͨ͡ײɻ

ࢁཧൕʢ人間ؔ学科 �ճ生ʣ

Ճͨ͠ͷͰɺ12ࢀʹಈ׆͔Βࠓ ݄ͷఆྫ׆ಈͷࡍɺࣗʹ
Կ͕Ͱ͖Δ͔͔Βͳ͔ͬͨɻ͠ ͔͠ɺো͕͍Λํͨͬ࣋ʹͱͬ
ͯ)armonZ ͷΑ͏ͳʮ༷ʑͳਓͱ৮Ε߹͍ɺ׆ಈΛڞʹ͢Δ
ͷ͍ޓձʯ͕ͱͯॏཁͰɺίϛϡχέʔγϣϯΛͱ͓ͬͯػ
ҙࢥΛཧղ͢Δ͚ͩͰҙ͕ٛ͋Δͱ͍͏͜ͱ͕͔ͬͨɻ

தଜًʢػցγεςϜ工学科 �ճ生ʣ

振り返れ、ಛผ支援学校の小学部に通うզが子のক来を༕えるが

集まって 2002 年にメロディーの活動が始まりました。ॳめはの学びが

主な活動でしたが、子どもの活動を考えると一ॹに活動してくれるઐଐ

のボランティアがཉしいということになり、滋賀県立大学の先生に相談し

たことで学生ボランティアサークルϋーモニーが生することになりまし

た。ͦの後は、メロディーとϋーモニーのೋ人٭ࡾの活動がଓいています。

近ではメロディーのメンバーも青年になり、ϋーモニーの方が年Լに࠷

なってきましたが、ಉੈとの交流はಘ難い楽しみになっているようです。

年度、CO7ID-19ࠓ のٸۓ事ଶを受け対面での会議が難しくなった時

に、ϋーモニーがホストとなって ;oom による会議を主࠻してくれたこと

でりなく活動を進めることができました。ࠓ年度は対面での活動の多

くを中ͤ͟ࢭるをಘないという事ଶになりましたが、リモート会議や作品

展の連ଓ開催、ϊベルティー作成などの新しいࢼみが実現できたことは

大きな成Ռでした。

ͼΘ͜学Ӄେ学ڭҭࢱ学部ޙ　ࢣߨ��౻ਅ͞ޗΜ

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ
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� ν ー Ϝ໊ɿ
� 代 表 者ɿ
� ϝンόーɿ
� ࢦ ಋڭ員ɿ
� ׆ ಈॴɿ
� ؔ ମɿஂ
近江楽座׆ಈɿ

PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
	1
ɹਆ্পʹ͓͚Δ׆ಈ

	2
ɹڭڥҭಈըh ͱ͋Δඐഀބʹͯʱ੍࡞

	3
ɹΩϟϯύε 4%(sͼΘބେձ2020 ͷ
ύωϧग़ల

	4
ɹΦϯϥΠϯษڧձ

新型コロナウイルスのඇৗに大きなӨڹを受けた年度であった。

ͦのなかでも、4 月から 7 月までの大学のดによって、զʑの活動

が 1 年で࠷も活発になる時期に、湖風Ն祭での生き物展示やѪ

土地改ྑ区の生き物؍会、近ྡの小学校の出前授業のみならず、

ຖ月のਆ্পでの定例調査までもが実施できなくなってしまった。

ͦの、後期からの対面授業の再開に合わͤて活動を再開した後

は、感染֦大ࢭ対ࡦをとりながら昨年度のಉ時期よりも活発に活

動ができたと考えている。また、「ウィズコロナ」の活動として、;oom

を用いたオンライン勉強会や YouTube への小学生向け環境教育動

画と新入生向け活動紹介動画のߘ、LINE 公ࣜアカウントを用いた

新入生向けの情報発৴などを始めた。これらの活動は来年度Ҏ߱

もܧଓしていきたい。

一方で、県大や滋賀県、近ྡ県の感染状況が見通ͤない時期が

ଓいたことで計画通りに活動ができず、後期でも活動が΄とんどで

きなかった時期があった。ͦ の対ࡦとして、計画の際に定期తなオン

ラインでの活動をりࠐΉことで、対面の活動がෆՄになっても活

動をଓけられるようにすることは来年度の課題の一つである。また、

;oom などを用いて地域の子どもたちに環境ܒ発活動を行うなどߋ

なるオンラインπールの活用により地域の方ʑとの交流を実施した

い。対面での交流もՄであれ感染対ࡦを講͡たうえで行いたい。

外部で行われる研究発表や活動報告のイベントについても、ࠓ年

度参加༧定であった対面のイベントが中ࢭになったことで参加でき

なかったが、来年度Ҏ߱はオンライン্ で開催されるイベントなどに

。తに参加し、情報交換を行っていきたいۃੵ

後、新型コロナウイルスはますます広がっていくことが༧されࠓ

るが、ࠓ年度の活動では人と人の৮を減らしつつ、いかに活動を

行うべきかというࠓ後のώントが数多くಘられた。来年度Ҏ߱はͦ

れをもとに新しい活動༷ࣜをさらに考え、実行していきたい。

ඐഀބͷބͰ͋Δਆ্পʹ͓͍ͯɺ৵ུత֎དྷछͷۦআੜ
ଉ͢ΔྨڕͷௐࠪΛͯͬߦ ͍· ɻ͢·ͨɺ׆ൃܒڥಈΛ௨ͯ͡
ҬͷࢠͲͨͪʹ֎དྷੜʹ͍ͭͯͬͯΒ͍ɺݩͷਫ
ลʹ͠ΈڵຯΛͯͬ࣋ Β͑ΔΑ͏ͳ׆ಈͯͬߦ ͍· ɻ͢

๛͔ͳඐഀބΛऔΓ͢

ௐࠪʢ10/1�ʣڕདྷࡏग़ࣸ͠ਅɿݟ˒

滋賀県大生き物研究会
୩ޱ༤࠸ ( 環境科学部 )
9 ໊
浦部ඒࠤ子 ( 環境科学部 )
彦根ࢢ（ਆ্প）
彦根ࢢѪ土地改ྑ区

内湖の再生と地域の水辺コーディネート06

ௐࠪʢ0�/0�ʣڕདྷࡏ

　ʢൈਮʣ
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ҭಈըڭڥ
ʮͱ͋Δඐഀބʹͯʯ

成果物／制作物DELIVERABLE

һΑΓڭಋࢦ
年度は新型コロナウイルスのため活動ճ数が制限され、実際ࠓ

に子どもを集めての環境教育活動などもなかなかできなかったよ

うですが、地ಓな活動をよくଓけて来たとࢥいます。現地活動に

は制がありますが、逆にオンラインのརを生かしてできること

をもっと考えてみてはどうでしΐうか。例え、ࠓ年は多くの学

会や研究集会がオンライン開催になっていますので、ͦのような

機会に参加や研究発表を行い、学外のいΖいΖなอ全ஂ体と交

流やҙ見交換をしてみるのもよいとࢥいます。この状況はもうし

らくଓくとࢥいますので、コロナ禍での活動内༰について、一

度メンバーでよく相談し、アイデアを出しあってみてはどうでしΐ

うか。

環境科学部　Ӝ部ඒࢠࠤ

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・オンラインπールの活用

・動画作成

Ѫ地վྑ۠　ॅڕढ़հ͞Μ
土地改ྑ区内に広がる農ଜ環境は༷ʑな水環境を有して

います。ਆ্পをؚΉՏ、ഉ水࿏、水田にࢸるまで、༷ ʑな魚ྨ、

水生生物が自生しており、ݻ有छのଘࡏをڴかす外来छも多くଘ

。していますࡏ

生き物؍会は、参加ऀが生ଶを知るだけでなく、地域環境

を知り、地域を護るきっかけとして、ྑ࠷なものと考えております。

現ࡏ、コロナ禍で学習会等の開催が難しい状況となっております

が、状況が改ળしましたら、࣍ճの土地改ྑ区イベント時にも、

お力ఴえのఔよΖしくおئいいたします。

͔ͳΓۙʹ֎དྷੜ͕͍Δ͜ͱΛͬͨɻࢲࠓ·Ͱɺ֎དྷ
ͷڕΛؒۙͰͨݟΓ৮ͬͨΓͨ͜͠ͱ͕ͳ͘ɺۙʹ֎དྷͷڕ
͕͍Δͱ͍͏͜ͱʹ͋·Γ࣮͕ײΘ͔ͳ͔ͬͨɻ׆ಈͰ࣮ࡍʹ
ั֫͢Δ͜ͱͰɺڕΛৄ͘͢͠؍Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺྑ͍ମݧʹ
ͳͬͨɻ

খਿࡃ༿ʢ環境生ଶ学科̍ճ生ʣ

ΑࡢʹͷͨΊࢭછ֦େײίϩφΠϧεܕ৽ࠓ
Γ׆ಈස͕Լ͕ͬͯ ͠·ͬͨɻ༧ఆ͞Ε͍ͯͨଞͷஂମͱͷ
ަྲྀձதࢭͱͳͬͨɻ׆ಈʹ੍͔͔͕ͯͬ͠ݶ·ͬͨ͜ͱ
ʹձͰਆ্পʹΉੜڧ೦Ͱ͕͋ͬͨΦϯϥΠϯͰͷษ
ֶ͍ͭͯͿ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ

ຊ୩ঊʢ環境生ଶ学科̎ճ生ʣ

Εͨɻྫ͞ڹίϩφΠϧεʹେ͖͘Өܕಈ৽׆ͷࠓ
Ͱय़͝Ζ͔ΒௐࠪΠϕϯτͷ׆ಈΛ͕͏ߦɺͦΕΒ͕Ұ
ͣ͑ߦळ͔Βͷελʔτͱͳͬͨɻීஈͷ׆ಈͰੜ͖͕
૬खͱ͍͏ҙ͕͕͔ࣝͨͬڧɺΠϕϯτ͕தࢭͳΓվΊͯଟ͘
ͷਓͨͪʹ͑ࢧΒΕ׆ಈ͍ͯ͠Δ͜ͱΛೝࣝͰ͖ͨɻ

େଠʢ生ݯࢿཧ学科̏ճ生ʣ

֎དྷछΛั֫ͯ͠৮ΕΔ͜ͱͰɺ͚ࣝͩͰͳ͍ɺੜ͖ͨݧܦ
ͱͯ͠ഽͰ࣮ײͰ͖ͨɻ·ͨɺࡏདྷछʹ͍ͭͯπνϑΩͱ͍
ձͷதใަڕΒΕͨɻ֎དྷ͛ΛΓɺࣝͷ෯Λڕ͏
೦ͩͬͨʹΕͨ͜ͱඇৗ͞ݶಈ੍͕׆ͳͲɺίϩφՒͰࢭ
͕ɺདྷΑΓൃ׆ͳ׆ಈΛ͍ͨ͠ɻ

౻խʢ生ݯࢿཧ学科̍ճ生ʣ

　ʢൈਮʣ
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近江楽座׆ಈɿ

PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
年は新型コロナウイルスの֦大を͙ため、例年のようにࠓ

༷ʑな地域の活動や、イベント事を自ॗするඞ要があり、あまり

活動を行うことができなかった。しかし、ひΐうたん栽培や、改

修作業など例年よりも活動量は少ないもののできることはあっ

た。

来年もੈの中がどのようになっていくか先が見通ͤない状況で

はあるが、ͦのような中でも自たちができることをしっかり見

つけていき、有ҙٛな活動をしていけるようؤுっていきたいと

。うࢥ

	1
ɹݹຽՈվम

	2
ɹͻΐ͏ͨΜഓ

	3
ɹେᤵ͔ͿΒͷഓ

	4
ɹҬࣄߦͷࢀՃ

ҬΑしɺֶੜΑしɺݹຽՈΑし

্ࠜࢢԬ෦ொʹ͋ΔݹຽՈͰɺʮҬΑ͠ʷֶੜΑ͠ʷՈओ
Α͠ʯͷํࡾΑ͠ͷݹຽՈ׆༻ϓϩδΣΫτΛల։͍ͯ͠· ɻ͢
ΔͨΊɺ͢༺׆ຽՈΛҬަྲྀͷɺֶੜͷֶͼͷͱͯ͠ݹ
վमۀ࡞ɺാ࡞Γɺ�ަྲྀΠϕϯτͳͲ༷ʑͳ׆ಈΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ʢ10/25ʣۀ࡞ృࡐग़ࣸ͠ਅɿݟ˒

かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPIG BEAUTY-
౻原未Ӌ ( 環境科学部 าࣿࠤؠ、( ( 人間文化学部 )
6 ໊
林࠻司 ( 環境科学部 )
彦根ࢢ ( ্岡部町 )
্岡部町自࣏会、ベストϋウスネクストࣜג会ࣾ

かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPIG BEAUTY-07

Ͱࡤ�Λ੍࡞ʢ10/25ʣ
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ࡤ

成果物／制作物DELIVERABLE

্Ԭ部ொ࣏ࣗ会　ా͞܆Μ ・感染ࢭ対ࡦのపఈ

も成Ռがಘられたものは、յれたまま数年間࠷年度の事業のうちࠓ

์ஔされていたྡ家との境քのญを竹で作り直したことだとࢥいます。

自࣏会にもޚ協力をいて、廃材を活用して作ることができたことはඇ

ৗによかったとࢥいます。

年度は主࣠イベントの̍ࠓ つである৯ベントは開催できずࣃがΏい

すれコロナ禍であってもいますが、もう少ʑࢥいをしたこととࢥ

行える事業展開がՄであったとࢥいます。例え、ひΐうたんの加

は֤自、自宅で行えることでしΐうし、の栽培についても、༧め栽

培方๏について調べておけ成ՌがಘられたであΖうとࢥいます。あ

るいは、先ഐたちの成Ռ物である্岡部町のྺ࢙パンフレットの活用

方๏を考えたり、౷野菜についての勉強会をオンラインで開催する

など、できることはଞにもあったでしΐう。

ひΐうたん栽培のෛՙが一部のメンバーに集中する問題はຖ年発生

していますので、メンバー間でシフトをܾめて֤自がを持って行っ

てԼさい。一時でもੈ話をଵってひΐうたんがރれてしまったら、ひΐ

うたんؔ連の事業が全て行えなくなってしまいます。

来年度も人を集める・集まる事業はࠔ難であΖうと考えられますので、

知ܙをߜって集まらなくてもできる事業をよくݕ౼してԼさい。先ഐた

ちのաڈの成Ռ物のҾ͗ܧと活用がෆेだとࢥいますので、ͦれら

の活用をݕ౼してみてԼさい。

һΑΓڭಋࢦ 環境科学部　ྛ࢘࠻

で古民家再生計画のڹ年度は残念なことに新型コロナウイルスのӨࠓ

活動をあまりすることができなかったと聞いており、্ 岡部町の人が集ま

る行事もݢฒみ中ࢭにするしかありまͤんでした。ͦ んな中、古民家活用

計画のօさんには、祭りで使った後のࣺてる༧定だった木材をར用して

古民家の竹ࡤを作っていただきました。新型コロナウイルスがҖを振

るっている状況では͟͝いますが、来年度もよΖしくおئいいたします。

ྫ௨ΓͷΠϕϯτ։࠵ҬͷํͱͷަྲྀΛ͑߇Δ͜ͱͱ
ͳ͕ͬͨɺͻΐ͏ͨΜഓಓීɺ࡞ࡤΛ௨͡ɺΘͣ
͔ͳ͕ΒҬͷํͱͷަྲྀΛܧଓͰ͖ͨͷ͕ྑ͔ͬͨͱࢥ
͏ɻ্Ԭ෦ͷ͜ͱɺͻΐ͏ͨΜͷ͜ͱɺզʑͷ׆ಈΛΊΒΕ
ΔΑ͏ɺ֎෦ࣄߦʹࢀՃ͍͚ͯ͠Εྑ͍ͱͨ͡ײɻ

าʢ地域文化学科ࣿࠤؠ �ճ生ʣ

ίϩφՒͰ׆ಈظ࣌ൣғ੍͕͞ݶΕͨ͜ͱʹΑΓɺैདྷ௨
Γͷ׆ಈ༧ఆ͍ͯͨ͠׆ಈ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨɻ࣮ݹʹࡍຽՈ
ձ͕গͳͯ͘ɺԿ͔Ͱ͖Δ͜ͱͳ͍ͷ͔ɺ͏গػ͘ߦʹ
͠͠߹͏͖ͩͬͨͱ͏ࢥɻͨͩɺݹຽՈʹ৽ͨʹͷࡤΛ
ͱଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻͩۄಈͷ׆ͷࠓͰ͖ͨ͜ͱɺ࡞੍

ίϛϡχέーγϣン学科ࡍࠃҀՃʢٱ �ճ生ʣ

ίϩφՒͰ͋·Γ׆ಈͰ͖ͳ͔͕ͬͨɺϕετϋεωΫετ
Γ͕ܨͰɺਓͱਓͷۀ࡞վमͨͬߦͷͱྗڠձࣾ͞Μࣜג
ͷ͋Γ͕ͨ͞ΛֶΜͩɻ۩ͷํ͍ͳͲҰ͔ΒஸೡʹࢦಋΛ
͍͖ͨͩɺ·ͨɺҬʹॅΉํ͔Β͏ʹࡤΛ͍͍ͨͩͨɻ
ίϩφՒͰ׆ಈΛՄʹͯ͘͠ ͩͬ͞ ͨํʑʹਂ͘͢ँײΔɻ

ླ༏ಸʢࡍࠃίϛϡχέーγϣン学科 �ճ生ʣ
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PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
Ӎ水タンクについては、成ܗෆྑ改ળのため材料のมߋを行った

が、ࢼ作ܧଓ中で࠷ऴ報告までに間に合わなかった。課題の解ܾに

向け、地ಓなݕ౼とا業との連携を進めていきたい。hana-wa 活動

では、プランターメンテナンスとペットボトルキャップのճऩをܧଓ

して行うことができた。彦根ࢢのਗ਼活動、花ஃの植えସえ作業は、

新型コロナウイルスのӨڹにより例年よりも参加ճ数は少なかった

が、ܧଓして取り組Ήことができた。南ࡾπ公Ԃਗ਼活動では、

新たに「͝み調査カード」を導入したことで、参加ऀにどんなܗ状や

छྨの͝みがམちているかを実感してもらうことができた。ࠓ後も

改ྑしながらਗ਼活動に活用していきたい。ੵ水化学業ࣜג会

ࣾ多賀場さんとの共ಉの活動については、্ݘの現状調査のみ

にཹまり合ಉਗ਼活動を実施することができなかった。しかし湖東

の環境活動展に参加することで、ີ をආけながら広報活動を進める

ことができた。

また、滋賀グリーン活動ネットワークのװ事として活動するଞ、セ

ミナーのا画、ӡ営等を行った。ಛにθロエミッション研究会のセミ

ナーでは、プラスチックリサイクにؔする新たな知見をಘ、ҙࣝをߴ

めることができた。広報・ܒ発活動については、彦根ࢢ立中央中学

校で SDGs 授業の講師をめた。中学生たちにਗ਼活動や࠭の

調査を通͡て、マイクロプラスチック問題やඐഀ湖の͝み問題を自

自の目でܦ験してもらえた。ଞ、एऀに地ٿԹஆ化ࢭをܒ発す

る動画の制作やஂ体の活動内༰を紹介する CM 出ԋ、プラΰミ

減の取組を紹介する「͝みθロしが」というホームページへのࡌܝ

など、コロナ禍にもかかわらず多くのഔ体を通͡て充実した広報活

動ができた1 年だった。࠷後に、ඐഀ湖のマイクロプラスチックをճ

ऩする計画について、環境科学部のؙඌ先生に協力を依頼し実習ધ

「はっさか」にધし、ճऩ作業のԼ見を行った。来年度からはマイク

ロプラスチックをճऩし、ੳ調査を進められると考えている。 

	1
ɹӍਫλϯΫ࡞

	2
ɹhana�Xa ಈ׆

	3
ɹࠜࢢਗ਼׆ಈ

	4
ɹೆࡾπެԂਗ਼׆ಈ

	5
ɹ࣎լάϦʔϯ׆ಈωοτϫʔΫͰͷ׆ಈ

	�
ɹཱࠜࢢதԝதֶߍͰͷ 4%(s तۀͷ
ࢣߨ

	�
ɹੵਫԽֶࣜגۀձࣾଟլ͞Μͱͷ
ಈ׆ใͷௐ͓ࠪΑͼ্ݘ

	�
ɹಈը੍࡞ʹΑΔใ׆ಈ

	�
ɹඐഀބͷϚΠΫϩϓϥενοΫճऩܭը

ඐഀބΛ͑ٹɺഇϓϥΛӍਫλϯΫʹ

ҬͰͷਗ਼׆ಈϦαΠΫϧϓϥϯλʔΛ׆༻ͨ͠hana�Xa
ͯͬߦಈΛ׆͙ܨΛࢱͱڥಈͳͲɺ׆ ͍· ɻ͢·ͨલ͔Βഇ
Ίɺ࢝ΛڀݚྉʹɺӍਫλϯΫΛ͢Δٕज़ͷݪϓϥενοΫΛغ
·͔ΒɺϚΠΫϩϓϥενοΫʹऔΓΜͰ͍ࠓ ɻ͢

ʢ11/1�ʣۀͰͷ՝֎त؛ބ

廃棄物バスターズ
ਿ江ଠ一 ( 学研究科 )
16 ໊
ಙຬউٱ ( 学部 )
彦根ࢢ、滋賀県内、県外
ࣾ会ࢱ๏人いしͮみ会　ଞ

08 廃棄物バスターズ

ग़ࣸ͠ਅɿ͝ΈௐࠪΧʔυʹճऩͨ͠͝ΈΛݟ˒
ɹɹɹɹɹɹɹه�ʢ0�/12ʣ
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ӍਫλϯΫ࡞ࢼ

成果物／制作物DELIVERABLE

νʔϜΛ·ͱΊΔʹɺର֎తͳΓऔΓͱνʔϜͰͷௐ͕ॏ
ཁͩͱֶͼ·͠ ͨɻ֎෦ͱͷਝͳใڞ༗͕ɺؔྗڠΛங্͘
ͰॏཁͰͷ͏͜ ͱͰ͋Δ͔ɺ·ͨখ͞ͳۀ࡞ͰνʔϜͰ
ׂ୲͢Δ͜ͱΛ৺͕͚·ͨ͠ɻ͜ ΕʹΑΓɺϝϯόʔͷ׆ಈʹ
ର͢Δཧղ͕ਂ·Γɺੵ ͠·ΛҾ͖ग़͢͜ͱ͕Ͱ͖ݟతʹҙۃ ͨɻ

ਿ江ଠҰʢ工学ڀݚ科ࡐྉ科学専̍߈ճ生ʣ

ίϩφՒͷӨڹʹΑΓऔΓΜͰ͍࣮ͨΠϕϯτ͕ͨͬݮҰํ
Ͱɺ$.ग़ԋٿԹஆԽࢭಈըͷ੍࡞ɺதֶੜͱͷਗ਼׆ಈ
ͳͲɺॳΊͯͷࢼΈΛػ͏ߦձΛ͍͚ͨͩ·ͨ͠ɻ৽͍͜͠ͱʹ
νϟϨϯδ͢Δʹ͋ͨΓɺ໌֬ͳඪઃఆɺ͓ ΑͼͦΕΛ࣮͢ߦ
ΔͨΊͷೖ೦ͳࣄલ४උ͕ॏཁͰ͋Δ͜ͱΛ͠ײ࣮͘ڧ·ͨ͠ɻ

Ӭా༟Ղʢ工学ڀݚ科ࡐྉ科学専̍߈ճ生ʣ

ྗʹಈ׆ใΕ͍ͯͨͨΊɺ͞ݶಈ੍͕׆Δ͑ߦͰڹછͷӨײ
ΛೖΕ·͠ ͨɻ׆ಈΛҰൠͷਓʹհ͢Δࡍɺ෯͍ͷਓʹڵ
ຯΛͯͬ࣋ Β͏ͨΊʹɺௐࠪ݁Ռઐతͳݴ༿Λతʹ
͔Γ͘͢ ͑Δ͜ͱ͕େͰ͋Δͱֶͼ·ͨ͠ɻ׆ಈશମΛ௨͠
ͯͨ͘͞ Μͷํʑͷ͓ྗఴ͕͑͋Δ͜ͱΛվΊ࣮ͯ͠ײ·͠ ͨɻ

தւʢ工学ڀݚ科ࡐྉ科学専̍߈ճ生ʣ

ഇغόελʔζʹͱͬͯ ʰඈ༂ͷҰʱͱݺͿͷʹ૬Ԡً͍͠
͔͍͠Ͱ͋ͬͨͱ͍ͯ͑ߟ· ɻ͢৽ܕίϩφΠϧεͰ՝֎׆ಈ
Εͨதɺଟ͞ݶ੍͕ ͷ͘ۀاɺஂ ମɺ·ͨݸਓͷํʑͷྗڠޚͷ
ͱɺ$.ςϨϏ์ૹɺ৽ฉͳͲͰ׆ಈ༰ڥΛൃ৴͢
Δ͜ͱͰ͜Ε·ͰҎ্ͷଟ ͷ͘ํʑʹप͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

ճ生ʣ̍߈ྉ科学専ࡐ科ڀݚ໌ʢ工学ޱࡔ

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・外部ஂ体とのଧ合ͤや会議のオンライ

ン実施

Μ͞ࢠಈωοτϫーΫ�事務局　௰�ത׆լάϦーン࣎
2019 年より滋賀グリーン活動ネットワークのװ事会に、།一学

生の立場で参加いただいています。θロエミッション研究会のメ

ンバーでもあり、12 月には研究会主催のオンラインセミナーで、

報告とパネリストも୲っていただきました。60 ໊をえるࣾ会人

参加ऀを前に、ಊʑと発表する表のਿ江くんの࢟が印象తでし

た。プラスチック͝みの減、リサイクルਪ進に向けて、学生た

ちがੵۃతに৺に取り組んでいることは、会һا業や行政৬

һにもӨڹを༩えています。

にり、新型コロナウイルス感染֦大ذ年度の活動は実に多ࠓ

ࢭを図りながらも、ͦの活動を地域に広͛る・さらには定ணさͤ

ることができた年であったようにࢥう。

びわ湖์送ࣜג会༷ࣾと実施した「南ࡾπ公Ԃਗ਼活動」や滋

賀グリーン活動ネットワークでの「θロエミッション研究会セミナー

での講ԋ」、彦根ࢢ立中央中学校での「SDGs 授業の講師」等ʑ、༷ ʑ

な活動が実施・ܦ験できたのは、֤ छஂ体、学校༷のޚ協力のࣀだ

とࢥいます。また、「ੵ水化学業ࣜג会ࣾ多賀場さんとの্ݘ

の調査および広報活動」では、ਗ਼活動にࢭまらずマイクロプラス

チックの研究に資する活動を開始し、「ඐഀ湖のマイクロプラスチッ

クճऩ計画」をࡦ定して、実習ધ「はっさか」でマイクロプラスチック

をճऩするなども行った。まだまだ、l 学生ୡが自発తに zというと

こΖまでにはࢸっていないものの、キッカέさえ༩えれͦれを行動

にҠすという l 実行力 z には大いに感৺した年でもある。ࠓ後は、こ

のような l 地域での地ಓな活動 z をܧଓして実施するとಉ時に、「地

域ࢄ型࣏水μム」とଧった l Ӎ水タンク z のٕज़を֬立し、

ͦれを実際にੈに問うていく取組が実を݁Ϳことを期しています。

һΑΓڭಋࢦ 工学部　ಙຬউٱ

ಈհύϯϑϨοτ׆

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ
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TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
	1
ɹࡊͷՖഓ

	2
ɹখֶߍग़લतۀ

	3
ɹใ׆ಈ

菜の花栽培では、ࠓ年はऩ֭時期が少しれてしまいകӍの

時期とかͿってしまったため、前年΄どのऩ֭量にはなりまͤん

でした。また、ࠓ年で学外畑での活動がऴྃしたことから、ࠓ後

どのように地域の方ʑとのؔりをอっていくかを考えなけれな

りまͤん。地ݩ農家の方ʑとのつながりがബくなることで、ٕज़

面でのҾき͗ܧ方等の見直もඞ要だと感͡ています。また、מ

り機や水ಓのෆ具合が発生するなどしており、ࠓ後機材の

。や入れସえを行うඞ要があると感͡ていますݕ

小学校の出前授業は、「なの・わり」ॳとなる、ࢢのौ

小学校さんを訪Ͷました。授業では、ひまわりのछから油を搾り

ੴݨを作るという૯合学習の時間をおआりして、環境・エネルギー

問題について知ってもらうことができました。また、新たな取組

として、ひまわりのछの搾油の体験を授業に取り入れました。小

学校ଆからの依頼もあり実際に取り入れたとこΖ、ඇৗにධで

あり、子どもたちだけでなく先生方からもධՁをಘられました。

課題としては、ࠓ年は 4 校に出前授業のおئいをして、1 校のみ

の実施となってしまいました。新型コロナウイルスのӨڹもある

かもしれないですが、ͦのような状況でも実施できるような授業

ܗ （ࣜオンラインࣜܗなど）をこちらからఏ案できるようにする

べきだったと感͡ています。

また、ࠓ年度は新型コロナウイルスのӨڹにより活動に༷ʑな

制がかかり、ͦの݁Ռメンバーが活動に参加する機会が減って

しまいました。来年度もオンラインをج本とした活動となること

が༧されるため、ͦの状況で多くのメンバーが活動に参加でき

るような新しいをしていかなけれならないと考えています。

২ͰΤίͳ׆ಈし·ͤん͔ʁ

Խੴ೩ྉʹΘΓɺ২ΛҭͯΔͱ͜Ζ͔ΒόΠΦσΟʔθϧ೩
ྉͷੜ࢈Λ࢝Ίɺݯࢿ॥ࣾܕձͷϞσϧͮ Γ͘ͷ׆ಈΛͯͬߦ
͍· ɻ͢·ͨՊֶ࣮ࣨڭݧग़લतۀΛ։͠࠵ɺࢠͲͨͪʹՊֶ
ͷָ͠͞ΤωϧΪʔʹ͍ͭͯͬͯ Β͏׆ಈΛͯ͠ ͍· ɻ͢

େֶͷാͰࡊͷՖ͕࡙༷͘ࢠʢ03/23ʣ

フラワーエネルギー「なの・わり」
ਗ਼山തن ( 学研究科 )
21 ໊
山根 ߒೋ、Տ㟒、出島一ਔ ( 学部 )
彦根ࢢ
菜の花プロジェクトネットワーク

09 フラワーエネルギー「なの・わり」

ංྉ·͖ʢ0�/2�ʣ

ͷۀͰͷतߍौখֶཱࢢग़ࣸ͠ਅɿݟ˒
ɹɹɹɹɹɹɹ ʢ10/14ʣࢠ༷
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Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ͳͨͶ༉

成果物／制作物DELIVERABLE

ΤωϧΪʔݯࢿΛಘΔ͜ͱͷେม͞ʹֶ͍ͭͯͿ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ
࡞ͷΤωϧΪʔΛऔΓग़͢ʹɺۀͷ͔ࣝΒ೩ྉʹؔ͢
ΔࣝͳͲଟ ͷ͘ܙٕज़͕ඞཁͰ͋Γɺͦ ΕΒʹΑͬ ͯಘΒΕ
ΔΤωϧΪʔখ͍͞ͷͰ͋Δ͜ͱΛମͨ͠ײɻ͜ ͷମ͔ݧΒɺ
ΤωϧΪʔͷେ͞ΛΑΓଟ ͷ͘ਓʹͬͯ ͍͍ͨͱͨ͡ײɻ

ցγεςϜ工学科̐ճ生ʣػᏻʢޱࢁ

Ҭͷํʑͱަྲྀ͢Δ͜ͱͰɺۀ࡞ͷ͜ͱͳͲࠓ·Ͱ͕ࣗ
Βͳ͔ͬͨࣝΛͨ͘͞ ΜಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻΉ͠ΓΛԿ
ճ͠ͳ͍ͱ͍͚ͳͯ͘ େม͚ͩͬͨͲɺͪ ΌΜͱࡊͷՖ͕ҭͬ
ͯ༉͕࡞ΕͨͷͰΑ͔ͬͨɻ

७ʢػցγεςϜ工学科̐ճ生ʣ

ΛҭͯΔ͜ͱͷେม͞ΛֶΜͩɻΉ͠Γංྉ·͖͠࡞
ΜͲ͔͕ͬͨɺͦͷɺࡊͷՖ͕ແࣄʹҭͬͯ ͘Εͨͱ͖ͷت
ͼେ͖͔ͬͨɻ·ͨɺग़લतۀͰࢠͲͨͪʹࣗͨͪͷ
ͯͬ࣋ຯΛڵʹಈ׆ Β͑ͨ͜ͱ͕͔ͨͬ͠خɻ

ଜ༑نʢػցγεςϜ工学科̐ճ生ʣ

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・内にて行われる活動についてのنଇ

や制限の設定

・交流する相手方へのҙىש、全һの

ҙࣝ共有

  ・ミーティングは原ଇオンライン

͓आΓ͍ͯ͠Δാͷॴ༗者　٢ౡརത͞Μ

工学部　ߒࠜࢁೋࢦಋڭһΑΓ
年度は、新型コロナウイルス感染のຮԆのため、ͦのӨࠓ

います。とくに、小学校への出前授業にؔしࢥもあったこととڹ

ては、開催できるのが少なかったとࢥいます。ͦの中で、ࢢ

立ौ小学校からの依頼は SDGs の実ફを目指したもので、「な

の・わり」のझࢫとも合கし、やりがいがあったのではないかと

、います。来年度Ҏ߱は、オンラインでのリモート出前授業などࢥ

。らした内༰を考えてみてはどうでしΐうかڽを

一方、地ݩのߞ作์棄地をआりた菜の花栽培については、地

年度でऴࠓ、難となったことからࠔ化のため協力がྸߴの方のݩ

とྃのことで大ม残念です。これにସわる「地域とのឺ」のֻ

けを来年度は考えていただきたいとࢥいます。

なのわり学外畑は、ࡾ町の開発༧定地の一部で、ただ農業ؔ

役所に相談したとࢢҎ外でのར用はೝめられまͤんので、彦根

こΖ、2004 年ࠒ、県立大学環境科学部のদ岡先生の紹介を受け、

とりあえず菜छを栽培しͦの油の廃油でバイオディーθル೩料の

研究をするという事で、ؔ が協力しऀؔݩ学生のօさんと地

て作付けする事となりました。ͦ の後ひまわりの花と菜छと交ޓに

栽培することになり季અ͝との花りは人ؾスポットでした。

զʑはऩ֭作業を学生のօさんとするのが楽しみでした。しか

し、զʑもྸߴになり、また大学ଆよりԕ方であることでऴྃす

るࢫの連བྷを受け、少しऐしいࢥいです。学生さんたちに出入り

していただけることで、町内が໌るく活ؾにつながりまた、作付

けする事で、؍ܠもྑく残念なࢥいもありますが、கし方ありま

ͤん。ࠓ日本にۤ͝࿑༷でした。

　ʢൈਮʣ
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本プロジェクトは発してから 5 年目であり、4 月〜 10 月の間、

。により、活動ができなかったڹ年度は新型コロナウイルスのӨࠓ

しかし、近江楽座の合ಉઆ໌会を通して 10 人΄どの新入生を座・

沖島にק༠にすることができた。新入生には、新型コロナウイル

スがམちணいた期間に一度沖島に行ってもらい沖島のことを紹介

することができた。また、ࠓ年度一൪力をいだのは沖島のۭ

地を使って農作業を行うというプロジェクトである。農作業を通

して、少しでも島の人たちと交流し、৴頼ؔを築くことができ

たと考える。来年度は新型コロナウイルスのӨڹを考えつつ、で

きる限りの活動をしていきたいとࢥう。

本プロジェクトは島民とのؔわりແくしては成り立たない。メン

バーがより沖島に༹けࠐみ、島民と共に沖島のଘଓのために࠷

ળのಓをࡧできるようなチームを作っていきたい。

	1
ɹԭౡ৽

	2
ɹ�ാඋ

ຊͰ།Ұɺބʹਓ͕Β͢ౡɺԭౡɻౡຽۀړΛੜۀʹඐ
ঝܧΒ͖ͯ͠·͕ͨ͠ɺաૄԽͳͲʹΑΓɺΒ͠ͷʹڞͱބഀ
·Ϳ·Εة͕ ɻ͢͜ ͷΑ͏ͳԭౡͷঢ়گʹɺʮ·ͳͿʯʮ·͡ΘΔʯ
ʮ͑͞͞Δʯͷ̏ͭΛඪʹౡͷৼڵͷͨΊ׆ಈ͍ͯ͠· ɻ͢

ԭౡͰ·ͳぶɾ·͡ΘΔɾ͑͞͞Δ

ʢ11/01ʣࡦࢄग़ࣸ͠ਅɿԭౡݟ˒

座・沖島
ཅ来 ( 環境科学部 )
16 ໊
্田༸平 ( 地域共生センター )
学内、沖島 ( 近江ീ഼ࢢ沖島町 )
沖島町島振興ਪ進協議会、沖島自࣏会

10 座・沖島

ʢ02/1�ʣۀ࡞ߞى

2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2���

2��2 2��� 2��� 2���

2��� 2���

2��� 2��� 2��� 2���
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Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

未来にछまく「開ࠖ」の始まり

༧期しないコロナ禍でॅ民の大がऀྸߴである沖島への外

部からのߤはࠔ難になった。コロナ禍によって地域が直面する

課題が改めてුきூりになり、こんな時にこͦ、とࢥうけれども

活動制限がかかり、たいへんࣃがΏいࢥいをしたこととࢥう。ͦ

んな中でも地域の理解のもと年度後から始まった「開ࠖ作業」。

これまでの活動が、地域でҎ前から行われてきてࠓも地域にある

もの͝とつまり「現状」を「支える」ੑ֨のものが多かったのに

対して、沖島の「未来」に「छまく」ੑ֨のものであり、県やࢢと

も連携したࠓ後の展開に大いに期する。島にかかわり島に育て

ていただいたଔ業生の多くが、ͦのܦ験やͦこで生まれたつなが

りを生かして活༂している。ͦの࢟をྭみに、いずれ来る新型コ

ロナウイルスऴଉの時に向けて、ؾ持ちをߞしておいてください。

地域共生センター　্ా༸ฏࢦಋڭһΑΓ

ԭౡொౡৼڵ推進ٞڠ会　ాխඒ͞Μ
島内ਗ਼や畑の開ࠖなどのボランティア活動を自主తに行い、

またաૄ化が進Ή沖島の行事などをएい力でり্͛ていただ

いております。また、ࠓ年度は、畑の開ࠖにも携わっていただき、

ありがたい限りです。

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・ࡏ時間をくする

・ີดしたۭ間には行かない、つくらない

ಈ͕Ͱ͖·ͤΜ׆ίϩφΠϧεʹΑΓेͳܕɺ৽ࠓ
Ͱ͕ͨ͠ɺാඋ͕Ұஈམ͍ͭͨͷͰɺྑ͔ͬͨͰ ɻ͢৽ܕί
ϩφΠϧεʹΑͬͯɺվΊͯਓͱਓͱͷؔΘΓͷॏཁੑΛֶ
ͼ·ͨ͠ɻ͜ͷΑ͏ͳ׆ಈ͕Ͱ͖Δ͜ͱɺͨΓલͩͱࢥ
Θͣؤுͬͯ ͍͖͍ͨͰ ɻ͢

ཅདྷʢ環境生ଶ学科̏ճ生ʣ

ಈ׆ɾԭౡͰͷ࠲ 3Λܴ͑ɺঃʑʹౡͷํͱͷؔ
ਂ·ͬͯ ͖ͨઌɺίϩφՒͱ͍͏ࣄଶͰɺࠓ͏ࢥΑ͏
ͱ͕Ͱ͖·ͤΜͰͨ͠ɻ͔͜͠ࣄ͏ߦͷख͍ࣄߦۀࣄʹ
͠ͳ͕Βɺؒ׆ಈͰ͖ͳ͔ͬͨɺౡຽͷํͱ͢Δͱɺ
ΑΓਓͷԹ͔ΈΛ͡ײΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺҎલͱมΘΒͳ͍ਓͷ৺
ʹ৮ΕΔ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻࠓɺ৽ͨʹۀ࡞ʹऔΓ
ΜͰ͍· ɻ͢͞·͟·ͳ͞ݶ੍͕ࣄΕΔதɺਓͱਓͱͷ͕ܨ
ΓΛେࣄʹ͠ɺ৽ͨͳۀࣄʹऔΓΜͰ͍͖͍ͨͰ ɻ͢

Ҫ༏ేʢ地域文化学科̏ճ生ʣࠓ

ಈͷ΄ͱΜͲ͕Ͱ͖׆ͰɺڹίϩφΠϧεͷӨܕ৽ࠓ
·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺۀ࡞Λ௨ͯ͠ொͷਓͱগͣͭ͠׆ಈΛ࠶։
͍͚ͯͨ͠Βͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻ

ଠʢ環境生ଶ学科̎ճ生ʣܒ࡚ٶ
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TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
で、活動する機会が大幅にڹ年度は新型コロナウイルスのӨࠓ

減少してしまった。この状況の中で、なかなか集まって作業する

ことができず、作業がれてしまうことがあった。また、ຖ年行っ

ている茶レン茶 ー゙Ԃの所有ऀであるന木࣏ۨさんのお手いや

年の交流イベントなどもできず、地域のօさんとの交流する機

会が΄とんど持てなかった。

販売においては参加を༧定していたイベントがݢฒみ中ࢭにな

る中でԿとかお茶をօさんにおಧけできないかと考え、前ʑから

したいというҙ見が多くあったインターネット通販をຬを持して開

始することにした。'acebook などで政所茶や茶レン茶 ʕ゙の活動

を知ったという方に多く͝ までは、対面でのࠓ。入いただいたߪ

販売のみだったこともありԕ方のお٬さんにお茶をおಧけするこ

とが難しかったが、通販を始めたことで県内外の多くの地域の方

に政所茶をຯわっていただくことができるようになった。ͦんな中

で、昨年のイナズマロックフェスで͝一ॹしたブルーメのٰからお

༠いいただき、ブルーメのٰでお茶を販売することができた。こ

れは、茶レン茶 ー゙として政所の知໊度向্や魅力発৴にد༩す

ることができ、自たちの活動を政所地域にؐݩできたとࢥう。

また、ࠓ年はお茶の勉強会に参加することもあり、改めて政所

茶を΄かの࢈地のお茶と比ֱすることでࠓまでͮؾかなかった

ಛを知ることができた。さらに昨年ಉ༷、政所茶を題材にし

た動画をいくつか制作することができた。動画の制作にたり、

YouTube のチャンネルを開設したのでࠓ後も有ޮに活用していき

たいと考えている。来年度も新型コロナウイルスのӨڹでࠓまで

΄ど多くのイベントに参加できないことが考えられるので、対面

でेな発৴ができない、動画などを通してө૾作品ならで

はの発৴も進めていきたいと考えている。

	1
ɹ͓ͷੜ࢈

	2
ɹ͓ͷൢച

	3
ɹʮ͓ͷҿΈൺʯࢀՃ

	4
ɹʮ͓ͷษڧձʯ։࠵

ॴொʹ͓͍ͯാΛआΓɺֶੜ͕ࣗͨͪࢢߐ౦ۙݝլ࣎
Ͱ͓Λੜ͠࢈ɺൢച͢Δ͜ͱͰɺݩͷํͱ͠ྗڠͳ͕ΒҬ
ΛΓ্͛Δ͘ɺָ͘͠׆ಈ͍ͯ͠· ɻ͢ॴԞӬࣉݯҬ
ͰັྗΛൃൃ͠ݟ৴͍ͯ͠· ɻ͢

ॴΛ௨ָͯ͡しくҬੑ׆Խʂʂ

Γʢ11/14ʣמग़ࣸ͠ਅɿεεΩݟ˒

政所茶レン茶 ー゙
大原༔人 ( 人間文化学部 )
32 ໊
্田༸平 ( 地域共生センター )
滋賀県東近江ࢢ政所町
政所茶ԑの会

1 1 政所茶レン茶 ー゙

ϒϧʔϝͷٰͰͷൢചʢ11/22ʣ

ൢചͷ༷ࢠʢ12/2�ʣ

2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2���

2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2���

2��2
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Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

͓

成果物／制作物DELIVERABLE

һΑΓڭಋࢦ
人間քはコロナ禍であっても政所では一日一日茶が育つ。い

にしてࠓ年度もແ事にお茶を摘み、お茶を売ることができた。こ

の間、ྸߴの方も多い山間の集མでϤιモϊ・ワカモϊにඑをᰗ

めるということもなく、ΉしΖͶ͗らいの声すらかけてもらえた

のは、ͦれが「దૄ」な環境Լでの作業であったことや、もちΖ

ん地域の人ʑݩ来の༰さのためだが、メンバーॾ܅のつつしみ

ਂい行動と、これまでに地域の方ʑとੵみॏͶた日ʑあってのこ

とでもあるとࢥう。ة機の時にこͦ日͝Ζの৴頼が生きる。新聞

でたまに目にする「ニュース」ではなく、;らりと入った小ᔬ্ࢴ

མたカフェでࢥいがけず政所茶の໊前やͦれを使った商品、お茶

ͦのものと出会うことがある、というͦの「日ৗ」をともに生み

出してきたօさんのาみをよΖこびたい。とこΖで、この機会に

取り組んだ E コマースへの l 茶レンジ z はͦの実やいかにʁ

地域共生センター　্ా༸ฏ

ॴொॅ人　ਗ਼ਫඒ͞ࢠلΜ
年は新型コロナウイルスの流行で活動が制限される中、時間ࠓ

を作って畑に通ってくれてうれしくࢥっています。少ない人数での作

業になり、ͦ のෛ୲も大きかったとࢥいますが、ؤுってくれた

とࢥいます。イベントや販売がなくなったので、ͦ のお茶ͮくりに

集中できたかな。ͦれだとخしいです。コロナ禍で政所茶を PR

する機会が減ってしまったとࢥいます。ͦれはࢲたちもಉ͡です。

だからこͦ 来年は生ऀ࢈ಉ࢜一ؙとなってؤுっていきましΐう。

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・人の集まる時間ଳをආけての活動

　ૣேでもできる作業はே 4 時集合な

どによりޕ前中でऴわらͤた。

・公共交通機ؔをできる限りར用しない

　主に自家用ंでҠ動することにより、

ෆಛ定多数の人間と৮するのをආけ

た。

・県外からの参加ऀの制限

　感染が֦大している地域からの参加ऀ

を減らし、県をまた͙Ҡ動をなくした。

ʹಈ͕Ͱ͖ͣɺ͍ۤ͠໘͕ଟ͔ͬͨΑ͏׆ྫ௨Γͷࠓ
·͡ײ ɻ͢ಛʹΠϕϯτൢചҬͷํͱͷަྲྀͷػձ͕େ͖
͘ଛࣦͨ͠ͷ೦ͰͳΓ·ͤΜɻͨͩɺͦͷΑ͏ͳ੍ݶͷ͓
͔͛Ͱ৽͍͠ࢼΈʹઓ͢Δྑ͍ػձͱͳͬͨ͜ͱ͋Δҙ
ຯϝϦοτͰ͋ͬͨͷ͔ͳͱ͍ࢥ· ɻ͢

େݪ༔人ʢ地域文化学科̏ճ生ʣ

1ͷ׆ಈΛ௨͠ ɺͯίϩφՒͱ͍͏ۭલઈޙͷঢ়گͷதͰͲͷ
Α͏ʹͯ͠׆ಈΛଓ͚͍͔ͯ͘Έ·ͨ͠ɻͳ͔ͳ͔ࣗ༝ʹൢച
͘͜ߦʹ ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ঢ়گͷதͰɺͲͷΑ͏ʹͯࣗͨͪ͠ͷ
Λചͬͯ ͍͔ͨ͘͘͞ ΜͷΞΠσΞΛग़͠·ͨ͠ɻࠓ1ྗ
ͯ͠ ੜΈग़ͨ͠ͷɺ͜ Ε͔Βઌੜ͖Δͷͩͱ͡ײ· ɻ͢

Ҫ༝رʢ地域文化学科̎ճ生ʣ

Ͱ͓ͮڹίϩφΠϧεͷӨܕɺ৽ࠓ Γ͘ັྗൃ৴
ҎલʹɺϨϯʃʕͷ৫Ͱͷίϛϡχέʔγϣϯใ
ɺͲͷΑ͏ʹޙࠓɻͨ͠·͡ײ༗͕ຬʹͰ͖ͣྗෆΛڞ
৫ͰͷϞνϕʔγϣϯΛҡ͔͍ͯ࣋͘͠Λ͔͍ͯ͑ߟͳ͚Ε
ͳΒͳ͍ͱ͡ײ·ͨ͠ɻ

֯Ҫ༏ేʢ環境ࡦɾܭը学科̏ճ生ʣ
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TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
4 月から 7 月までの間、畑での活動を൪制にして、 人̍で行

う作業に限定して行ったためמりなどの畑の整備が行きಧか

ず、ࡶが生いໜってしまうことがあった。また、作業に参加し

ていないメンバーが畑の状況をѲできない等の新たな課題も

現れた。ͦこで、作業の内༰を SNS で報告、ࣸਅを共有し、࣍

の൪のメンバーにҾき͗ܧを行うことで、全һが畑の状況を

Ѳできるようにした。8 月Ҏ߱は段階తにෳ数人での活動を開始

し、クラブ紹介などにも参加したことで新メンバーを֫ಘできた。

9 月から新メンバーの一ճ生がੵۃతに活動に参加してくれた

ため、畑作業の参加人数が前年度に比べ増加した。前年度は

2~3 人で、メンバーもݻ定化されている事が課題であったが、ࠓ

年度は 5 人Ҏ্参加することが多く、作業ޮが向্した。こ

れにより、畑の整備が進み、前年度よりも畑を広く使い、野菜を

栽培することができた。ऩ֭した野菜はメンバーが持ちؼり、༨っ

たを少量ではあるが直売所で販売した。ඍ力ではあるが野菜

の地࢈地ফにݙߩでき、改めてプロジェクトの活動目తを֬ೝす

ることができた。

活動メンバーは、プロジェクトに参加するまで農業のܦ験が΄

とんどແかった学生であるため、野菜作りに際してからないこ

とも多く、地ݩの農家の方にॿけてもらうことが多い。農家の方

に教わったことを全体で共有し、ࢲୡ自も野菜栽培について学

Ϳことで、栽培ٕज़を向্さͤることがࠓ後の課題である。ࠓ年

度は新型コロナウイルスのӨڹで地域の方との交流の機会も例年

に比べ減少してしまった。また、新入生ܴ会なども行えなかっ

たことや、新型コロナウイルス感染֦大対ࡦを実施しながらの活

動であったことからメンバー間の交流の機会も減少してしまった。

来年度は、時ʑの状況にԠ͡て、Մであれイベントへの参加

や、メンバー間の交流の機会を設けていきたい。

	1
ɹ๛ڷொͰͷ࡞ࡊΓ

	2
ɹػ۩ͷमཧ

	3
ɹΫϥϒհɾۙ࠲ָߐઆ໌ձͰͷ׆ಈ
հϒʔεͷग़ల

	4
ɹଟլொͰͷΰϘ۷Γͷ͓ख͍

๛ڷொͷغ์࡞ߞΛ͓आΓ͠ ɺҬͷํʹΞυόΠεΛ͍ͨ
͖ͩͳ͕Βͮࡊ Γ͘Λ͍ͯͬߦ· ɻ͢ഓͨ͠ࡊͰൢॴɺ
େֶੜڠͷൢചɺΠϕϯτग़ళΛ͍ߦɺ࢈ফͷଅਐΛΊ
͍ͯ͟͠· ɻ͢

ͻͱמΓ͍͜͏ͥʂʢࡊʣ

ग़ࣸ͠ਅɿλϚωΪͷఆ২ʢ11/15ʣݟ˒

とよさらだプロジェクト 
野࡚ਖ਼興 ( 人間文化学部 )
18 ໊
畑直थ ( 環境科学部 )
滋賀県܊্ݘ๛ڷ町
๛ڷ町役場

12 とよさらだプロジェクト 

Έ͔Μͷఆ২ʢ0�/20ʣ

ম͖ʢ11/01ʣ
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ࡊ
ʢδϟΨΠϞɺτϚτɺφεɺϐʔϚϯɺεΠΧɺ

μΠίϯɺϛζφɺλϚωΪʣ

成果物／制作物DELIVERABLE

録し、来年度Ҏ߱の参ه年度の栽培方๏やऩ֭量をৄしくࠓ

考資料として活用できるようにしてください。ຖ年ܧଓతに栽培

する作物をબ定して、「とよさらだプロジェクト」の栽培ٕज़を向

্さͤることで、ऩ֭物の生ੑ࢈がさらにߴめられるようにでき

るとよいとࢥいます。ビニルϋウスであれ、Web カメラを設ஔ

してԕִでも視できるようにするのもよいですͶ。

һΑΓڭಋࢦ 環境科学部　ാथ

๛ڷொՈ　ాࢢ๛͞Μ
ྑ、年よりも活動の参加人数が増えているようでڈ、年はࠓ かっ

た。大学生が農業に興ຯを持ってくれてうれしい。एいੈに農

業を広͛るようにؤுってཉしい。水やりなどを平日などにもま

めに行う等のもඞ要だとࢥう。

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・4 月〜 7 月

　畑作業を一人に限定（公共交通機ؔを

ར用しないで参加できるメンバー）

　作業内༰を SNS で共有

・8 月Ҏ߱

　ෳ数人での活動を再開

・オンラインでのミーティング

ɻͨ͜͠·͠ײಈΛ௨ͯ͠Ҭͷਓʑͱަྲྀ͢Δָ͠͞Λ࣮׆
Ε·Ͱͷීஈͷੜ׆ͰɺҬॅຽͱͷؔΓ͍͋ͭ͞ఔ
Ͱͨ͠ɻ͔͠͠ɺͱΑ͞ΒͩͰҬͷՈ͞Μʹ࡞ࡊΓ
Λͯ͑ڭΒ͏ͱ͍͏ɺҰา౿ΈࠐΜͩܗͰؔΘΔ͜ͱ͕Ͱ͖
Δɻͱͯྑ͍ݧܦʹͳΔͱ͡ײ·ͨ͠ɻ

ླ༔࣍ʢ環境ࡦɾܭը学科̎ճ生ʣ

ͷҭͯํͰࡊಈΛ௨ֶͯ͠Μͩ͜ͱ׆͕ࢲ ɻ͢ࠓ·Ͱാ
ΛͯͬࡊΛҭͯͨ͜ͱ͕ͳ͔ͬͨͨΊɺͮ Γ͘ͳͲॳΊ
ͯͷ͜ͱͰָ͔ͬͨ͠Ͱ ɻ͢৽ܕίϩφΠϧεͷӨڹͰͱΑ
͞ΒͩͰ׆ಈͨؒ࣌͠·͍͚ͩΕͲɺઌഐํ͔Βͨ͘͞ Μ
ͷ͜ͱΛͯ͑ڭ͏͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

ඌ࡚ྱಸʢ環境ࡦɾܭը学科̍ճ生ʣ

ֶΜͩ͜ͱɺࡊΛҭͯΔ͜ͱͷେม ͱָ͞͠͞Ͱ ɻ͢ࡶ͕ാ
ʹࢁੜ͑ͯ͘ ΔͷͰɺআۀ࡞େมͩͬͨ͠ɺ͏ࢥ͕ࡊΑ͏
ʹҭͬͯ ͳ͍͜ͱ͕͚͋ͬͨΕͲɺࡊΛऩ֭͢Δ࣌ͱͯخ
͔ͬͨ͠Ͱ ɻ͢Ҭͷํ͔ΒࡊͷҭͯํΛɺઌഐʹߞӡػͷ
Λ͢Δͷ͕ͱָ͔ͯͬͨ͠Ͱۀ࡞Β͍ɺͯ͑ڭΛํ͍ ɻ͢

ʢ環境生ଶ学科̍ճ生ʣرҪࠓ

Λ৮Δ͜ͱɺେʹ৮ΕΔ͜ͱ͕ԿΑΓྗ׆ʹͳΔɻఱͷ
ԼͰͷۀ࡞ΤωϧΪʔΛ༩͑ͯ͘ ΕΔɻۀͷݧܦͳ͔ͬͨ
͕ɺՈͷํઌഐํͷࢦಋʹΑΓۀΛ७ਮʹָ͠Ίͨɻ࠷
࡞Λࡊҭ͕ͭɺΑΓඒຯ͍͠ࡊͷਫͱංྉΛ༩͑Εݶ
ΔʹͲ͏͠ ͨΒྑ͍͔Λ͢ٻΔ͜ͱʹҙຯ͕͋Δͱ͏ࢥɻ

एࢁᣦʢ人間ؔ学科̍ճ生ʣ

　ʢൈਮʣ



3�

� ν ー Ϝ໊ɿ
� 代 表 者ɿ
� ϝンόーɿ
� ࢦ ಋڭ員ɿ
� ׆ ಈॴɿ
� ؔ ମɿஂ
近江楽座׆ಈɿ

PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
年度は、1ࠓ ճ生が 27 ໊入り、やかになり、ٶߴ地域を支

えるメンバーが増えたことがඇৗに大きなม化とݴえる。ͦの一

方で、コロナ禍という状況にあり、ࢥうようにいかないۤ難に見

われた年であった。課題として大きく̎ つのことが͛ڍられる。

1 つ目は、昨年度課題としてड़べられていた「交でメンバー

が座ギャラリーにࡏする制度」について、ࠓ現ेࡏに成Ռ

がಘられていない。座ギャラリーにؔして、チラシの作成にؔわっ

てはいるものの、作成したチラシがどのようにして、୭のもとへ

っていくのかをѲしているऀは少ない。メンバー内で座ギャ

ラリーについての知ࣝをਂめていくこと、ͦしてメンバー自が座

ギャラリーにੵۃతにをӡͿことがඞ要であると感͡る。

2 つ目は、コロナ禍のӨڹでٶߴ町の方との交流がܹ減してし

まったことである。ٶߴ町、中山ಓをり্͛るために自たち

がا画、ӡ営する新たなイベントを行うことができなかったり、

昨年までҾきܧいで行われてきたギターワークショップやおとくら

੮が実施できなかったり、昨年からつながりをಘることができد

たٶߴ小学校のࣇಐとؔわる機会がࣦわれてしまったりと、༷ʑ

な課題が残る。コロナ禍であるҎ্、これまでのような活動を行

うのはࠔ難な状況ではあるが、ࠓ後はܧଓして行われてきたこれ

らのイベントのҾき͗ܧをஸೡに行っていくとともに、コロナ禍

Ҏ前に行われていた֤൝での活動について全メンバーがѲし、

コロナ禍がམちணいた際にԁに実施できるような状ଶを作って

おくことがॏ要であると考える。ͦして、ࠓ年度を準備期間、振

り返り期間としてҐஔ付け、課題を踏まえて来年度の活動へ生か

していくඞ要があると感͡る。

、ଓしܧ後に、おとくらプロジェクトは、多くの方に支えられて࠷

現ࡏも成り立っている。ࠓ後もٶߴ地域の方とੵۃతに交流し、

。していきたいݙߩ地域の活ੑ化を目指し、༷ʑな面でٶߴ

	1
ɹ٤׆ಈ

	2
ɹΠϕϯτ׆ಈ

	3
ɹΪϟϥϦʔӡӦ

	4
ɹใ׆ಈ

ʮ৽し͍෩ʯΛ͓͜͢ʂʂʹٶߴ

ࠜٶߴࢢொͰɺங 200 ͷݹຽՈΛֶੜ͕վमͯ͠Ͱ͖ͨ
ίϛϡχςΟεϖʔεʮΪϟϥϦʔ٤͓ͱ Β͘ʯͷӡӦΛ࣠ͱ͠ɺ
Ҭ׆ಈͷࢀՃɺΠϕϯτͳͲΛ͍ߦɺҬΛΑΓؾݩʹ͢Δ
͜ͱΛతʹ׆ಈ͍ͯ͠· ɻ͢

ΦϯϥΠϯҾ͗ܧձʢ01/1�ʣ

おとくらプロジェクト 
後౻ઍਘ、ౢ田࠼花 ( 人間文化学部 )
52 ໊
ഭ田ਖ਼ඒ ( 環境科学部 )
彦根ࢢ ( 町ٶߴ )
会࣏連合自ٶߴ

おとくらプロジェクト 13

͓ͱ͘Βମݧձʢ10/1�ʣ

Ҋձʢ12/20ʣߟग़ࣸ͠ਅɿϝχϡʔݟ˒
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

͓ͱ͘Β௨৴

ʻͦͷଞՌʼ

͓͞ΜΆ࠲ΪϟϥϦʔνϥγ

ʮفΓʹੈͨࣅքʯ

ʮഁఱߥΛ͗ݚ·͢ʯ

成果物／制作物DELIVERABLE

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・活動参加ऀの制限（2 〜 4 人体制での

活動）

・ళ内のアルコールফಟ（活動前後）

・プラスチックパーテーションの設ஔ

・人数制限による体験・見学（1ճ 3人まで）

༷ʑͳֶՊ͔Βߏ͞ΕΔϝϯόʔಉ࢜Ͱͷ͠߹͍Λ௨ͯ͠ ɺଟ
༷ͳՁ؍ɺํ͑ߟʹ৮ΕΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻࠔͳঢ়گͷதɺҙ
ͯ͠ݙߩʹΛॏͶͯҬ ͍͘͜ ͱେ͖ͳݧܦͱͳͬͨɻޙࠓ
ɺ͓ ͱ͘ ΒϓϩδΣΫτΛ௨ͯ͠ ͳ͡ײͳ͕Γͷେ͞Λͭͨ͡ײ
͕Βɺ༷ ʑͳਓʑͱަྲྀ͠ɺଟ ͷ͘͜ͱΛֶͼɺͯ͠ݧܦ ͍͖͍ͨɻ

ӫཆ学科̎ճ生ʣ׆ʢ生݄༘ࡔ

ίϩφՒͰઌഐಉڃੜͱ͋·ΓަྲྀͰ͖ͳ͍தɺ͓ͱ Β͘
ͷ׆ಈͱͯେͳͷͰͨ͠ɻͦͯ͠ɺ׆ಈͰίϛϡχ
έʔγϣϯͷେ͞͠ͳ͕ΒͰ͖ΔൣғͰ׆ಈ͠ଓ
͚ΔҙٛΛֶͿ͕ࣄͰ͖·ͨ͠ɻ͓ͱ Β͘ͰֶΜͩ͜ͱΛདྷ
ͷ׆ಈ͓ͱ Β͘Ҏ֎Ͱͷ׆ಈʹੜ͔͍͖͍ͯͨ͠ɻ

ஙσβΠン学科̍ճ生ʣݐѪՂʢ環境ాݹ

Ҭͱͷͭͳ͕ΓͷҒେ͞ΛֶΜͩɻֶ ੜͷಇ͖͔͚ͰҬͷ
ʹର͢Δղܾͷ͔ͭݟ͕ޱࢳΓɺίϛϡχέʔγϣϯΛऔΔ͜ͱ
ͰҬͱؔΘΓ͕ͯ࣋ΔɻҬͷํֶ͕ੜͷ׆ಈΛαϙʔτ͠ ͯ͘
ͩ͞Δ͜ͱͰ׆ಈ͕ΑΓೱ͍ͷͱͳΔɻֶ ੜͱҬͷͭͳ͕Γ
૬ޮՌͰ૬ޓʹΠϊϕʔγϣϯΛੜΈग़ ͱ͍͢͏͜ ͱΛֶΜͩɻ

ඌ࠸ʢ環境ݐஙσβΠン学科̍ճ生ʣ

ͷΑ͏ͳࡢછ֦େʹΑΓײίϩφΠϧεͷܕ৽ࠓ
છײίϩφΠϧεͷܕಈ͕Ͱ͖·ͤΜͰͨ͠ɻ͔͠͠ɺ৽׆
֦େ༧Λ͍ߦͳ͕ΒɺͲͷΑ͏ʹ͢ΕٶߴҬʹݙߩͰ
͖Δ͔͑ߟɺϝϯόʔͱ͠ྗڠͳ͕Βɺͯ͠׆ಈΛͨͬߦ
ͷͰɺͱͯྑ͍ݧܦʹͳΓ·ͨ͠ɻ

ੴాҰʢ環境生ଶ学科 �ճ生ʣ

本にかわいͦうな一年でした。コロナのバカやΖうです。昨年 1

月 11 目ઍਘちΌん、࠼花ちΌん߸は始動。コロナと共に༧定してい

たコンサート、མޠ会の中ࢭから始まり、ͦして休業へと。ͦんなコロ

ナ禍でもٶߴのҝとリモート等で連བྷを取りあっていっͺいチャレンジ

してくれました。

うれしい事に新入生（一ճ生）が 20 数໊とか。楽座で一大力へと、

いい子でいっͺいです。ギャラリーのみ、喫茶休業中は、メニュー指導、

レベルアップしていつでもスタンバイ OK です。

年ࠓ 1 月 12 目んちΌん、一成くん߸始動のはずが、大学の課

外活動中ࢭによりギャラリーもできなくなり大มな出となりました。

でも৺はしていまͤん。एい力とܧଓしてきた力。おとくら 12 年目は、

҆৺です。

家主としてخしかった事、いっͺい有りա͗て。4 目のメンバー、

有さん、ܙرちΌんが 5 年Ϳり、また 4 ճ生が進࿏報告で来ళ。おと

くらでコーώーをتͿ࢟、おとくらԠืୂやっててよかった、実感です。

いつまでも、おっちΌんୡ間に入れてͶ。

への対Ԡが大きな課題でࡦ対ࢭ年度は新型コロナウイルス感染ࠓ

あった。ಛに喫茶・ギャラリーӡ営・イベント活動を主体とする「おとくら」

にとっては、年度ॳから活動が制限される中でどのような活動ができ

るのか対Ԡを考えつつ実ફすることがٻめられたが、ͦ れͧれの൝で話

し合いながら༷ʑなఏ案が生まれたことはྑいܦ験となったとࢥう。

ͦのような中で新入学生が多く参加してくれたことはخしいことであ

り、ै 来の活動を一ॹに体験できなかった学生たちにどのようにこれま

での活動をҾき͗ܧ、またウィズ・コロナの時における新たな活動のあ

り方を出して行ってくれるのか楽しみでもある。

。ていって΄しい͛ܨ験をੋඇক来の活動にܦ年度のۤしかったࠓ

һΑΓڭಋࢦ 環境科学部　ഭాਖ਼ඒ

͓ͱ͘ΒՈओɾ͓ͱ͘ΒԠԉୂ　Ճ౻ٛ࿕͞Μ

　ʢൈਮʣ
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PROJECT 実施事業

TEAM DATA
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ଓ事業としてはܧ、年度はࠓ YOBISHI お手い、新たな事業

としては字巡りを行った。新型コロナウイルスのӨڹで活動が制

限される中ではあったが、新たな事業に挑戦し、成Ռを্͛るこ

とができた。またͦの一方解ܾすべき課題も多く見つかり、全体

తに実りの多い年度であった。

またࠓ年度は新型コロナウイルス感染のӨڹで例年通りの

活動ができなかったことで、自たちの活動を改めて振り返るきっ

かけとなった。多賀町の課題へ TTP が本にアプローチできてい

るのか、ͦもͦも多賀町の課題とはԿか、TTP がやるべきこと、

やれること、やりたいことはԿか、など TTP の現状とࠓ後の活動

についてメンバー間で話し合い、時には外部の地域活動をしてい

る方ʑにॿݴをいただきながらࡧしてきた。ࠓ年度はͦの成Ռ

を活動にঢ՚することはできなかったが、来年度は新たな事業と

して֬立さͤたいと考えている。

年度の活動を振り返ってුきூりになった課題の一つはミーࠓ

ティングのճ数が少なかった事である。ミーティングはॳはि̍ ճ

を༧定していたが、実際行ったのはイベントや外部の方とのミーティ

ングの前や、話し合うべき議題ができたときのみで定期తなミー

ティングをܧଓして行うことができなかった。ͦ のためࠓ後のスέ

ジュールや現ࡏ進めている事業の進を֬ೝすることができず、

݁Ռతにメンバー間の情報共有のෆ、事業やఏ出物のれをট

いた。ࠓ後はスέジュール理の୲をܾめ、୲がプロジェクト

全体のスέジュールをѲ・理することでこの課題を解ܾする。

また SNS やホームページのߋ新が少ないことも課題である。

活動自体が少なかったこと、具体తにどのような情報をアップす

るか TTP 内で໌֬になっていないことなどから、ߋ新ස度が月

に数ճఔ度にとどまった。発৴を活動の࣠として͛ܝているプロ

ジェクトとしてこのは改ળがඞ要である。

	1
ɹࣈ८Γ

	2
ɹ͓ख͍ /:0#*4)*

	3
ɹ͓ख͍ / ౧ݪϓϩδΣΫτ

	4
ɹ࣎լਓϛʔςΟϯά

ֶੜઢͷൃͰଟլொͷັྗΛൃ͠ݟɺொ֎ʹൃ৴͢Δ
ஂମͰ ɻ͢ଟլͷັྗΛੜ͔ͨ͠ΠϕϯτΛ։ͨ͠࠵ΓɺҬͷ
ΠϕϯτʹࢀՃɾͨ͠ྗڠΓɺϗʔϜϖʔδ 4/4Ͱଟլͷใ
Λൃ৴ͨ͠Γͱ׆ಈଟذʹͬͯ ͍· ɻ͢

ଟլͷັྗΛൃݟʂൃ৴ʂ

Տ۠ͷࡦࢄʢ10/1�ʣ

Taga-Town-Project
野໌日߳ٶ ( 人間文化学部 )
5 ໊
ഭ田ਖ਼ඒ ( 環境科学部 )
滋賀県܊্ݘ多賀町
YOBISHI、多賀町立文化ࡒセンター　ଞ

Taga-Town-Project14

ʢ0�/20ʣݧग़ࣸ͠ਅɿછΊମݟ˒

ਆࣾϥΠτΞοϓΠϕϯτʢ11/22ʣٶމ
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ɹ౧ݪϓϩδΣΫτ�છΊମݧνϥγ

ʻͦͷଞՌʼ

౧ࣈݪ८Γ�ϫʔΫγϣοϓ༻ϦʔϑϨοτ

成果物／制作物DELIVERABLE

のために大きなࡦ年度は年度ॳから新型コロナウイルス感染対ࠓ

制がある中での活動となった。前期はٸۓ事ଶ前ݴの発ྩとともに大

学全体がԕִ授業となり、Նにはୈೋ、年から新年にかけてはೋ度

目のٸۓ事ଶએݴの中で、感染対ࡦを図りながらԿにして、またどのよ

うな活動がՄなのか手୳りの中での活動となったが、ͦ の中でもメン

バーಉ࢜の話し合いの中で༷ʑなݕ౼をॏͶて活動をܧଓできたこと

は大きなܦ験となったとࢥう。

ͦのような状況の中で TTP がಘҙとする情報発৴の方๏や内༰を

し、コロナの時の新たな活動に͛ܨていくこともྑい課題ではない

かと考える。ࠓ年度のܦ験を生かして新たな活動の発展を期している。

環境科学部　ഭాਖ਼ඒࢦಋڭһΑΓ

多賀町の౧原地区で活動をしています。౧原はੲスキー場としてに͗

わい、౧原で࠾れる͝΅うはژのおਖ਼月にܽかͤない৯材として江

、はաૄ化が進みࡏ時から໊が知られていました。しかしながら現ށ

ॅ人が一人だけという状況になっています。ੲに͗わった集མを࣍の時

につないでいけるように、౧原͝΅うの෮活に取り組み、౧原にに͗

わいを取りしたいとئっています。ͦ んな活動をTTPのみなさんといっ

しΐに進めていけることは大ม৺強くうれしくࢥっています。

9 月に開催した「コブナグサで౧原イエローを染めよう」という木

染の体験では子どもたちとの楽しい時間をり্͛ていただきました。

自વの中でりճる子どもたちの҆全を֬อし、やさしく見कっている

TTP のみなさんのまな͟しはԹかく、みんなが҆৺してա͝すことが

できました。11 月の͝΅うऩ֭祭では集མ内ࡦࢄをا画、案内するな

どੵۃతに取り組んでいただけてうれしかったです。

自વにܙまれ、ྺ࢙もある౧原の魅力をこれからも TTP のみなさん

といっしΐに発৴し、多くの人たちに౧原のことを知っていただきたい

とࢥいます。

౧ݪϓϩδΣΫτ代表　த৴͞ࢠΜ ・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・字め͙り（メンバーのみで実施）

・SNS による情報発৴

・オンラインミーティング

Εͯ͠·͕ͬͨɺ֎෦ͷํͱ͓͞ݶ੍ʹಈ͕େ෯׆ࡢ
ɺػ͍ͩͨͯͤ͘͞ྗڠձ͕ଟ͋ͬͨ͘ɻଟլொͷັྗΛൃ
৴͢Δʹ͋ͨͬͯɺࣈ८ΓͷΑ͏ʹҬʹΛӡͿ͜ͱͪ
ΖΜॏཁ͕ͩɺ࣮ࡍʹҬͷਓʹձͬͯίϛϡχέʔγϣϯΛ
औΔ͜ͱ͕େͩࣄͱ׆ಈΛ௨ֶͯ͠Ϳ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ

学科̎ճ生ʣ໌߳ʢ人間ؔٶ

Ҭ׆ಈΛܧଓ͢Δ͠͞ΛֶΜͩɻίϩφՒͷԼɺࣗͨ
ͪ2ճੜ͕׆ಈͷओମͱͳͬͨ͜ͱͰɺֶۀͷΒҬ׆ಈ
Ճͨ͠Γɺϝϯόʔͱ࿈བྷΛີʹऔͬͨΓ͢Δ͜ࢀʹతۃੵʹ
ͱͷ͠͞Λ௧ͨ͠ײɻҬ׆ಈΛܧଓ͢ΔͨΊʹͦͷ
ʹ͓͍ͯࣗͨͪͳΓͷ͕ඞཁͰ͋Δͱͨ͡ײɻ

খྛ͢ΈΕʢ地域文化学科̎ճ生ʣ

ίϩφՒͳΒͰͷऔͱ͠ ͕ؒظಈ׆ը͕ͨ͠ɺا८ΓΛࣈͯ
Ͱ͖ͨͷ2ճͷΈʹͳͬͯࢪ࣮͘ ͠·ͬͨɻͨ ͩɺΦϯϥΠϯͰ
ϛʔςΟϯάΛॏͶΔ͜ͱͰɺগͳ͍ਓͰແཧͳ͘ଓ͚ΒΕΔ
Λग़͋͠͏͜ݟಈͲΜͳͷ͔ҙ׆ ͱ͕Ͱ͖ͨɻຊʹࣗͨͪ
͕ଟլͰͯ͠ Έ͍ͨ͜ͱɺͰ Δ͖͜ͱԿ͔͑ߟΔؒظͱͳͬͨɻ

ίϛϡχέーγϣン学科̎ճ生ʣࡍࠃҀՃʢٱ

८Γ৽ฉ��Տฤࣈ

　ʢൈਮʣ
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PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
により、例年のような活動ڹ年度は新型コロナウイルスのӨࠓ

をࢥうように行うことはできなかった。ビバシティで行われてい

たത物館Ն祭りも中ࢭになってしまい、湖風祭もオンラインでの

開催になり、対Ԡすることができず、参加をすることができなかっ

た。調査は感染対ࡦをしっかりと行いながら活動を行った。ߴ島

にある家では昨年度にҾきଓき文ࢢのന୩と近江ീ഼ࢢ

書の整理や解ಡを行ったが、ࠓ年度からは米原ࢢ内چ東野小

中学校で、展示計画を進める活動が始まった。主に展示室の設

計図と東野の山ଜ؍ܠの型作りを進めた。設計図を作成す

る൝と型を作る൝にかれて作業を行った。ॳめての挑戦で

からないことが多かったが、相談し合って進めることができた。

一方、課題であると感͡た部は情報共有がりていないとこ

Ζである。来年度は進状況をこまめに共有していきたいとࢥう。

米原ࢢ内の休校になった校ࣷをར用した資料館は 2022 年の 4 月

にオープンする༧定であるので、ͦこに向けてこれからも作業を

進めていきたい。

	1
ɹՅӈӴՈௐࠪ

	2
ɹന୩ྺ࢙ຽଏതؗௐࠪɾలࣔۀࣄ

	3
ɹถݪలࣔܭը

ຽ۩ݹจॻɺ͓ ΓͳͲɺҬʹଟࡇ ͷ͘จԽ͕͋ࡒΓ· ɻ͢
l ҬจԽࡒ zҬͷྺ࢙ɾจԽͳͲΛॅຽͷํʑͱͱʹௐ
ɺ׆༻͠l Ҭതؗ zΛͭ Γ͍͋͛ͯ͘͘͜ ͱͰɺҬͷັ
ྗΛ͢ݟൃ࠶Δ͜ͱΛ͓ख͍͠· ɻ͢

จԽࡒΛकΔֶੜֶܳһ

ܕ࡞ʢ11/0�ʣ

スチューデント・キュレイターズ
大田ժ依 ( 人間文化学部 )
27 ໊
ल೭、東ࢢ ( 人間文化学部 )
学内、米原ߴ、ࢢ島ࢢ、近江ീ഼ࢢ
ന୩ྺ࢙民ଏത物館

地域博物館プロジェクト 15

ʢ0�/1�ʣࢠग़ࣸ͠ਅɿௐࠪͷ༷ݟ˒

จॻͷղಡʢ0�/1�ʣ
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ถݪͰͷలࣔ༻ܕ

ʻͦͷଞՌʼ

Ոͷͷमཧ

成果物／制作物DELIVERABLE

ന୩ௐࠪͰɺओʹௐॻΛऔΓऴΘͬͨڭՊॻΛཧ͠·ͨ͠ɻ
ௐॻͷใͱ߹Θͳ͔ͬͨΓɺڭՊॻҎ֎Λผͨ͠Γͱ͍ͬ
ྉΛཧ͢Δ্Ͱ͖ͪΜͱௐॻΛऔΔ͜ͱͷඞཁੑࢿͰۀ࡞ͨ
Λ͡ײ·ͨ͠ɻ·ͨలࣔ༻ʹ؍ܠܕΛ࡞͍ͯ͠ΔͷͰ͕͢ɺ
Δ͜ͱͷ͠͞Λֶͼ·ͨ͠ɻ࡞ΛܕΛॏͶɺޡࡨߦࢼ

ຊઍਘʢ地域文化学科̏ճ生ʣࢁ

ίϩφܕΛΒ͍͖ͤͯͨͩ·ͨ͠ɻ৽ܭಈͰձ׆ͷࠓ
ΠϧεͷӨڹͰɺ3ϲ݄ఔ͔͠׆ಈͰ͖·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺձܭͷ
ಈʹؔΘͬͯ׆ଞͷਓͷࣄ Δ͘ॏཁͳׂͰͨ͠ͷͰɺͱͯ
Γ͕͍͕͋ͬͨͱ͍ࢥ· ɻ͢େมͳ໘͋Γ·͕ͨ͠ɺ͜ ͷ
ϓϩδΣΫτͷҰһͱͯ͠׆ಈͰ͖ͨͷྑ͔ͬͨͱ͍ࢥ· ɻ͢

Իʢ生ݯࢿཧ学科̏ճ生ʣ

·Ճ͠ࢀʹจॻͷղಡݹɺಛʹѵͰ͋ΔՈͷࠓ
ͨ͠ɻղಡͨ͠ݹจॻ͔Β࣌ͷΒ͠ͷ༷ࢠѵͷྲྀ௨
ઌΛΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺͪͨࢲͷΔྺ࢙ͷใ͜͏ ͨ͠ಓ
ͳۀ࡞ʹΑͬͯอɾཧ͞Εɺ໌Β͔ʹͳ͍ͬͯ͘ͷͩͱֶ
ͼ·ͨ͠ɻ

ా代ळ՚ʢ環境生ଶ学科̎ճ生ʣ

ഇߍʹͳͬͨখֶߍͷࣷߍچʹలࣔεϖʔεΛͭ Δ͘ͱ͍͏ϓ
ϩδΣΫτͰɺలࣔΛબͼͲ͜ʹஔ͢Δͷ͔ͳͲɺҰ͔Β
లࣔΛͭ Δ͘ݧܦΛ͍͍͍ͤͯͨͩͯ͞· ɻ͢·ͨͦͷߟࢀʹ
ଞͷതؗΛֶ͢ݟΔ͜ͱͰలࣔํ๏ʹͨ͠തؗ؍ཡ
ͷࢹ͕ཆ͑ͨͷͰͳ͍͔ͱͯͬࢥ ͍· ɻ͢

ʢ地域文化学科̎ճ生ʣࢠҪ༔ཬ

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

Ҭ͔らͷίϝϯτ
ന୩ྺ࢙ຽଏതؗؗ　ౡޫஉ͞Μ

新型コロナウイルスで学生活動も大มな時期です。ࠓ年度は、

計画తに活動が進んでいないでしΐうが、ന୩ྺ࢙民ଏത物

館の調査・整理・ҡ持・อଘにوॏな休日の時間に携わっていた

だいており、感ँします。࠷近は地方の౷తな行事͝とが中ࢭ

になったり、集まり͝とはオンライン化されてٸに౷文化の

ঝやอଘがࣦわれていくように感͡ます。ಉ時にएい人のؔ৺ܧ

もແくなってきています。この活動は、現地に出向いてوॏな資

料やͦこで活動している地域の人に৮れ合うことができて、ඇৗ

にوॏで有ҙٛな時間をա͝すことができます。地域の活ੑ化、

事業のਪ進にもつながります。また、օ༷がࣾ会人にならޫ؍

れたときにඞず役立つものです。館はօ༷のおか͛で整理が

進んでいます。少しずつ少しずつօ༷とともに資料のҡ持・อଘ・

文化資料情報の発৴、地域の活ੑ化と前へ進めていきます。

һΑΓڭಋࢦ 人間文化学部　ࢢल೭

2020 年度はコロナ禍もあってेな活動ができない一年で

あった。ことに例年事ہを୲しているത物館Ն祭りについて

は中ࢭとなったのはඇৗに残念であった。また新たなメンバーの

加入も、ק༠の機会が少なくうまくいかなかった。ͦ のような中で、

後期からはന୩や近江ീ഼での調査をܧଓし、また米原ࢢ東

野の新しいത物館作りにも参画することができたのは大きな成Ռ

であった。これらの活動は大学外の人ʑとのつながりがあってॳ

めてՄとなるものであり、コロナ禍のなかでもͦのつながりを

。後につながるものであΖうࠓଓしていけたのはܧ

ถݪͰͷలࣔܭըॻ
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PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
により、昨年度ڹ年度は新型コロナウイルス感染֦大のӨࠓ

まで行っていた定期訪問がेにできず、おちΌっこ会やւの

大ӡ動会などの田の浦での活動が΄とんどできなくなってしまっ

た。前期は大学の授業がԕִとなり、メンバーが集まってミーティ

ングすることもできなかったため、ಛにԿも活動できない日が多

かった。だが、後期から対面授業が始まり、「ズンドコઅ体ૢ動

画の D7D 作成」や「3.11 キャンドルイベント in 田の浦」など訪

問ができなくても田の浦のみなさんとのつながりをҙࣝできるよ

うな活動を中৺に行った。また、滋賀での活動にも力を入れ、

Taga-Town-Project の主催するイベントに参加さͤていただくな

どの活動を行った。直集まることができなくても、;oom を用

いてミーティングを行うなどࢼ行ޡࡨしながら、話し合いの機会

を増やͤるように力した。ࠓ年度ͮؾいたことは定期訪問のॏ

要ੑである。田の浦へ定期తに訪問し、田の浦のみなさんと交

流することは田の浦のみなさんにتんでもらえるだけでなく、訪

問するメンバー自の活動に対するҙཉや度のҡ持に大きく

ؔわっていた。ͦのため、メンバーがまんべんなく現地へෝき、

田の浦のみなさんと交流することで、チーム全体のҙཉのఈ্͛

になることがわかった。

ബさである。Ҏ前までは定ر年度の課題は滋賀での活動のࠓ

期訪問が主な活動となっており、滋賀での活動はิॿతなもので

あった。ࠓ年度、定期訪問ができなくなってしまったことにより、

田の浦ファンクラブ学生サポートチームは大ଧܸを受けた。ͦの

ため、災活動や田の浦の PR 活動、LINKtopos などにੵۃత

に参加し、滋賀での活動をより充実さͤるඞ要があると感͡た。

	1
ɹ3.11ΩϟϯυϧΠϕϯτ in�ాͷӜ

	2
ɹ11݄๚

	3
ɹ͓ศΓૹ

	4
ɹ࣎լཱݝେֶͰͷބ෩ߦ࣮ࡇҕһձओ
ՃࢀಈΠϕϯτͷ׆ͷ෦࠵

	5
ɹ%7% ʢζϯυίઅମૢʣ࡞

	�
ɹ5aHa�5oXn�1roKeDt�ओ࠵ͷΠϕϯτʹࢀՃ

ਓͷԹΓʹ৮ΕらΕΔॴɺాͷӜ

౦ຊେࡂͰͷඃΛड͚ͨٶݝೆࡾொాͷӜ
۠Ͱɺ෮ڵ·ͪͮ Γ͘׆ಈΛͯͬߦ ͍· ɻ͢ݱͰͷަྲྀΠϕϯ
τͷاըɾӡӦΛ͏ߦͱͱʹɺ׆ಈͰಘ͕ͨܨΓݧܦΛ࣎
լݝʹΊΔͨΊʹΠϕϯτͷใΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

Πϕϯτϒʔεͷ༷ࢠʢ0�/2�ʣ

田の浦ファンクラブ学生サポートチーム
൧原ल࠸ ( 環境科学部 )
18 ໊
ӏࣂ修 ( 地域共生センター )
学内、ٶ県南ࡾ町Վ地区田の浦
NPO ๏人田の浦ファンクラブ　ଞ

田の浦ファンクラブ学生サポートチーム16

ాͷӜ۠Λ๚ʢ11/0�ʣ

ʢ03/11ʣࢠग़ࣸ͠ਅɿΠϕϯτ৴ͷ༷ݟ˒
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

͓ศΓૹʢ�݄ʙ 3݄ʣ

ʻͦͷଞՌʼ

3.11 ΩϟϯυϧΠϕϯτ in ాͷӜͷಈը

ʮζϯυίઅମૢʯͷ%7%

͓͚ͦ͢ϑΝϯυϫΧϝͷύοέʔδ࡞

成果物／制作物DELIVERABLE

新型コロナウイルス感染がやや੩化した11 月に、ようやく現地を訪

問する機会をಘた。ͦ の際に滋賀と田の浦との感染に対するೝࣝのҧい

を知った。田の浦のҐஔする南ࡾ町では感染ऀがでていないことから、

より一ਆܦをとがらͤている状況であった。զʑのͦのときの訪問も、現

地の方ʑにとってはかなりリスクのߴいことであり、৺࿑をおかけしたもの

とলしている。ͦ れでも、現地の方ʑからは、これまでの滋賀と田の浦の

交流を్ઈえさͤてはならない、というࢥいもうかがうことができた。

訪問が΄΅できない中、学生たちは、田の浦へのお便りの৴や、གྷり

をD7D にऩ録して送るなどしていた。例年行っている、おすͦわけファンド

「ワカメ」のパッέージを学生がデザインし、NPO の活動資金を集めるこ

とができた。コロナ禍の中で、交流活動としてのܧଓੑを֬อすることは

できたのではないだΖうか。

3.11 キャンドルイベント in 田の浦は、ࠓ年は現地とオンラインでつない

でのイベントとすることができた。学生たちはリϋーサルをԿ度もॏͶ、

৴できるレベルに౸ୡすることができた。ͦ の༷は NHK や新聞֤ࣾで

取り্ ͛られ、多くの方に田の浦での活動を知っていただく機会をಘた。会

えないからこͦ 、リモートだからこͦ 、相手をよく知り、ࢥいやるؾ持ちを๊

くことがٻめられる。よく知らない状況で自উ手に断することが活動

の৴頼をࣦうリスクがߴい。ͦ ういう教܇をಘた1 年であったとࢥう。来年

にはオンラインとリアルをԿに組み合わͤて、目指していた持ଓతな活

動へと進化さͤることができるかが問われるとࢥう。

һΑΓڭಋࢦ 地域共生センター　ӏࣂम

ాͷӜܖ会会　ࠤ౻ޭҰ͞Μ
滋賀の学生たちともここの地ݩのおあさま、おさまたちとお

ちΌっこҿみ会をا画してやっていたんですけれども、このコロナ禍の

ͤいでͦれがࢥうようにいかず、ࣃがΏいࢥいもしております。ͦういっ

た中でも地ݩのコミュニティの発展をさらに進めていきたいとࢥってお

ります。( キャンドルイベント in 田の浦でのコメントから )

Βͳ͍ͯͭʹࡂճͷΩϟϯυϧΠϕϯτΛ௨ͯ͠ɺࠓ
͔ͬͨਓ͕͑ߟΔ͜ͱʹͳΔҰͭͷػձʹͳΔͷͩͱվΊͯײ
͡·ͨ͠ɻ·ͨɺ֎෦ͷ͕ͪͨࢲඃࡂͰ͋ΔాͷӜɺ·ͨ
ͦ͜ͷਓͨͪͱؔΘ͍ͬͯ͘ͱ͍͏͜ͱͰͨ͘͞Μͷ͜ͱΛ
ΓɺҙࣝΛͪ࣋ଓ͚Δ͜ͱ͕େͩͱ͑ߟ·ͨ͠ɻ

٠Տಸಸʢࡍࠃίϛϡχέーγϣン学科̎ճ生ʣ

ΩϟϯυϧΠϕϯτͰɺ͜ͷνʔϜଞͷஂମͷઌഐํ͕ங
্͖͛ΒΕ͖ͯͨۀࣄͱɺݱͷํͱͷؔײʹੑΛड͚·
ͨ͠ɻ͜ͷ݁ͼ͖ͭΛେʹ͜Ε͔Β׆ಈΛଓ͚͍͖ͯͨ
͍ͱ͡ײ͘ڧ·ͨ͠ɻ

ງຊࢤݓʢ地域文化学科̍ճ生ʣ

ڑΩϟϯυϧΠϕϯτͰɺͨͬߦͯ͛ܨͱΦϯϥΠϯͰݱ
Ε͍ͯͯాͷӜͱͷ͕ܨΓΛ͡ײΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͠
ͨɻҰํͰɺࠓݱ๚͕Ͱ͖ͣɺͳ͔ͳ͔ݱͷํʑ
ͱͷؔੑΛங͘͜ ͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨ͜ͱ͕৺ΓͰ ɻ͢དྷ
ͬͱີͳؔΛங͚ΔΑ͏ʹਚྗ͍ͨ͠Ͱ ɻ͢

ඌڮय़߳ʢ地域文化学科̍ճ生ʣ

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・お便りの作成と送付

　リモートでやりとりしながら、すべての

作業をݸ人で行う

・3.11 キャンドルイベント in 田の浦

　現地訪問の学生は一人、YouTube ৴

にඞ要なメンバーҎ外は自宅からリモー

ト参加　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ
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PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
新型コロナウイルス感染֦大ࢭのため、一時期学内での活動

ができなかったたが、リモートワークをۦ使し、メンバーや地域の

方、OB・OG の方ʑが協力してくださったおӄで、ブックレットは

出൛間近まで্がった。10 年という活動の集大成であるブック

レットが্がったことによって、これまでおੈ話になった方ʑへ

感ँのؾ持ちをܗにしてえることができる。またさらに多くの方

にこの活動を知ってもらうことができる。

年度の活動は、これまで行ってきたワークショップのような直ࠓ

現地で行う活動ではなく、ブックレット制作を通して地域の方と

ԕִでҙ見を交わす活動であった。ͦ のためࠓ年度は地域のため

にԿかをしたわけではなかったが、活動を開始する̔月Ҏ前にも地

域の方から連བྷをいただいたり、ԕִでの活動にも快く参加してく

ださったりと、改めて 10 年の活動で培ったؔのೱさを実感するこ

とができた。ԕくれた地にډてもܨがりはଓくことを体感した。

これが、制作したブックレットに限らずこの活動の根ఈであると

考える。たけともミライは、直తな活動がなくなっても、ࠓ後も地

域の方とのԑはແくならないし、ずっとྑなؔを築けるだΖう。

年度は、ブックレット制作にਚ力できたことはྑかったが、竹ࠓ

の会所跡地に未だに残る材処理などの現地作業ができなかっ

たことが課題である。ウイルス感染がऩଋした際には現地を訪れ、

後の作業に取り組みたい。また竹の会所がແくなりたけとも祭࠷

りがऴわったことで、OB・OG 方が地域の方と交流する場所がなく

なってしまったという課題がある。来年度Ҏ߱の活動として、竹の

会所にؔわった地域の方とたけとものメンバーが集える会「たけ

とも」の再ӡ用がඞ要であると考える。

Ҏ্̎を実行し、またみんなが集まるͦのときにࠓճ制作し

たブックレットをؔऀ全һに感ँのؾ持ちと共に送り、この活

動をऴえたい。

	1
ɹϒοΫϨοτ༻ࢿྉ੍࡞

	2
ɹϒοΫϨοτฤू

	3
ɹϦϞʔτ࠲ஊձ

ͷձॴͱڞʹาΉʂ

2011 �݄ɺٶؾݝઋপࢢʹ෮ڵͷڌͱͳΔʮͷձॴʯ
Λݐઃ͠·ͨ͠ɻͷձॴΛڌͱ͠ ɺͯݐͷඋɺิ मɺͷձ
ॴͰͷΠϕϯτͳͲΛ࣮͠ࢪɺҬͷํʹ͑ࢧΒΕͯ׆ಈΛͯͬߦ
͖·ͨ͠ɻࡏݱ׆ಈΛవΊͨϒοΫϨοτͷ੍࡞Λͯͬߦ ͍· ɻ͢

ࣸਅબఆʢ03/01ʣ

たけともミライ
田Ռ ( 環境科学部 )
12 ໊
ಃߒث一、山࡚ହ ( 環境科学部 )
ࢢઋপؾ県ٶ
業ڮ∁会ࣾࣜג

たけともミライ17

ʢ03/0�ʣ౼ݕग़ࣸ͠ਅɿϖʔδݟ˒

2��2 2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2���

　ʢൈਮʣ
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

ϒοΫϨοτ
ʮඃࡂʹੜ͖ͨݐங �ͷձॴ �ʯ

成果物／制作物DELIVERABLE

һΑΓڭಋࢦ

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・ミーティング室のஔมߋ

・リモートワーク環境の整備

・大学出入りのシフト制

・全面リモートワークへの切りସえ（ٸۓ

事ଶએݴ発ྩ中の活動）

ॳは、現地において竹の会所解体後のย付け・整備とࠓまでの活

動をまとめたブックレットの制作を行う༧定であった。ブックレット制作

では、現地の方ʑへのインタビューٴび現地調査を計画していたがコロ

ナ禍のӨڹで現地にෝくことができず、学内での作業が中৺となった。

作業はࠓまでの大な資料の整理（アーカイブ作成）を行い、ͦ れに

ߘد、いてブックレットの編集を行っている。現地の方ʑに対してはͮج

および一部オンラインインタビューをおئいしてه事にしている。地域

の方ʑや OBOG とेなҙૄࢥ通が図れないなど多くの制がある中

で、ߏ成や内༰などを学生間でԿ度も協議して࿅り্ ͛てくれて、ॳめて

ಡΉ人にも活動の理念と内༰がわってくるྑい本が্がっている。

来年度を一Ԡの区切りの年として、ࠓ年度行うことができなかった

現地のย付け・整備、およびでき্がった本を携えて現地の方ʑにࠓ

までのおྱを直えたいと学生たちがݴってくれている。

環境科学部　ಃߒثҰ

たけともミライの活動について、地域として改めて感ँਃし্͛ます。

震災後に学生たちで力を合わͤてݐててくれた「竹の会所」は、一

昨年にಉ͡く学生たちによって解体し、ͦれからもう1 年がܦちまし

た。先日震災から10 年をܴえましたが、昨年までຖ年たけともの学生

たちが来てくれていました。研究や実施のݐ築తな活動やイベントや

地域との交流の活動を、9 年間もଓけてきたことは力のࣀ物だとࢥ

います。ࠓ年はコロナ禍もあり、地域に来てもらうことができず、学生

たちのإを見ることができなかったことを残念にࢥいます。ͦれでも大

学で本制作の活動を進めてくれています。本はこれまでのたけともの活

動を振り返るものになっていて、ͦれを学生たちだけで作ることで、大

いに学んでいって΄しいです。学生たちが自だからこͦできることを、

できるൣғで一つずつやっていくことが、これからの地域と学生の未

来をつくるୈ一าになると期しています。

Μ͞ࢤڮ∁　工業�代表औకڮ∁会ࣾࣜג

දͷ1ਓͱͯ͠ɺओϛʔςΟϯάͷઃఆ֎෦ͷํͱͷࢲ
࿈བྷΛ୲͠ɺਓͱؔΘΔ͠͞Λ͡ײΔͱڞʹɺࣾձਓͱ͠
ͯͷϚφʔΛֶͼɺਓͱͯ͢͠Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻେֶੜͷ
͏ͪʹ͜ͷΑ͏ͳ͕ݧܦͰ͖ͨ͜ͱΛތΓʹ͏ࢥɻ

ཬຊྷʢ環境ݐஙσβΠン学科̏ճ生ʣ

ըܭͷߦஊձͷਐ࠲ॻ੶ฤूʹ͓͍ͯྗΛೖΕͨͷɺࢲ
Ͱ͋ΔɻͦͷஈऔΓʹ͓͍ͯɺͲ͏͍࣭ͬͨΛ͔͚͛Εɺ
ֶੜͱڭतɺҬͷํʑɺ̤̗ͳͲɺͦΕͧΕͷ͍ࢥΛޠΓ߹
͑Δ͔Λ͑ߟΔͷ͕େมͰ͕͋ͬͨɺಉ࣌ʹͦΕͧΕͷཱͰ
Δɻ͡ײͰ͋ͬͨͱؒ࣌ͱΛ૾Ͱ͖ͨͷͰɺॆ࣮ͨ͜͠͏ࢥ

ஙσβΠン学科̏ճ生ʣݐʢ環境ܛాؠ

ϫʔΫγϣοϓʹࢀՃ͢ΔதͰɺh ऴΘΓͰͳͯͯݐஙͱݐ
͘ɺ࢝·ΓͰ͋Δʱͱ͍͏͜ͱΛֶΜͩɻ͜ͷฤू׆ಈΛ௨͠
ͯɺޙͨͯݐͷҬͱͷؔΘΓݐΛҡ࣋͢ΔͨΊͷ׆ಈ
Λৄ͘͠ΔʹͭΕͯɺվΊͯͷձॴ࢝·Γͷݐஙͳͷͩ
ͱͨͬࢥɻ͜ͷ׆ಈʹܞΘΕͯ৺͔Βྑ͔ͬͨͱ͏ࢥɻ

ཱѪՂʢ環境ݐஙσβΠン学科̏ճ生ʣ
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PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
2020 年度は新型コロナウイルスのӨڹにより、対面からオン

ラインへ活動方๏に大きなม化があった。

Jesuit house からෑ地を֦͛、フィリピンの現地のスタッフと

情報の共有を行いながら、火災によりমࣦした教会再ݐの設計

をఏ案する取組を行った。NPO のメンバーとオンラインミーティ

ングによるディスカッションを行いながら、案のߋなる改ળと現

地の人に向けたఏ案の発表を行った。ࠓ後の ChapeM 再ݐの活

動としては、状況がམちணいてから実際に現地で施することを

目ඪに設計案のৄࡉをݕ౼していくඞ要がある。課題として、日

本にいながらでもオンラインだからこͦできることはԿかをࡧ

し、活動の方をすることがॏ要であると考える。

ೋつ目の取組として、切りֆワークショップの開催と展示を行っ

た。また、ペンμント ワークショップの展示サポートを行った。

切りֆワークショップでは 80 人と༧していたよりも多くの参加

があり、274 もの作品が集まった。日本の౷తな文化をえ

るとಉ時に、少しでも作品ͮくりを通して໌るいؾ持ちになって

もらいたいࢥいからワークショップの開催に向けて準備を始めた。

ワークショップに参加できてよかったという声や、みやෆ҆の

声を知ることができ、参加ऀのؾ持ちにدりఴうような交流の場

にもなったのではないかとࢥう。

2021 年度は ChapeM の設計案を成さͤ、実現にΉけて準備

を進めていくඞ要がある。また、オンラインのࣜܗを用いた新た

なワークショップをݕ౼し、日本にいながらも地域の人とؔわれ

るようなコミュニティの場を作りたいと考える。

	1
ɹϑΟϦϐϯʹ͓͚ΔՐࡂͰমࣦͨ͠
$hapeM ͷઃܭ

	2
ɹΓֆϫʔΫγϣοϓͷΦϯϥΠϯ։࠵
ͱలࣔ

Ͱ͋Δݐత࢙ྺ +esuit�)ouse�Λੜ͖ͨҬതؗͱվ
म͠ɺࢢ෦ͷ੬ऑͳҬίϛϡχςΟͷ৽ͨͳڌॴͱͯ͠ɺ
ҬͷࢠͲୡͷૢڭҭҬ׆ಈɺҬίϛϡχςΟ͕৽ͨ
ʹੜ·ΕΔॴʹ͍ͯͨ͘͠Ίͷ׆ಈΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

+FTVJU�)PVTF ͷ࣋ଓՄͳอશͱҬ׆ಈͷڌͮくΓ

ϏόγςΟࠜͰͷలࣔͷ༷ࢠʢ12/20ʣ

Jesuit House Project
志賀ඒ࡙ ( 環境科学部 )
8 ໊
ώメネス・ベルデホ・ホアン・ラモン(環境科学部)
学内、フィリピンセブࢢ
NPOGootroots、HO-TONG 'OUNDATION Inc  ଞ

Jesuit House Project18

ΦϯϥΠϯϫʔΫγϣοϓͷ༷ࢠʢ12/01ʣ

ग़ࣸ͠ਅɿలࣔ४උʢ12/1�ʣݟ˒
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

$hapeM ҊܭͷͨΊͷઃݐ࠶

成果物／制作物DELIVERABLE

ϑΟϦϐϯͷࢠͲ͕ͨͪͨͬ࡞ΓֆͷలࣔΛ௨ͯ͠ ɺࣗ ༝ͳൃ
ྗͱྗʹײ৺ͤ͞ΒΕͨɻΓֆΛަ͑ͯϑΟϦϐϯͷࢠ
ͲͨͪͱަྲྀͰ͖͕ͨ͠͡ײ ɺͯࢀՃͯ͠ྑ͔ͬͨͱͨͬࢥɻࠓ
ճؒతʹؔΘ͚͕ͬͨͩͩͬͨɺ͜ޙࠓͷΑ͏ͳػձ͕͋Ε
ΓֆҎ֎ʹԿ͔ͷ׆ಈΛ௨ͯ͠ ؔΘΓ͍ͨͱ͏ࢥɻ

ஙσβΠン学科̏ճ生ʣݐ༏ʢ環境ྠ

ͷਓͱؔΘΔ͜ͱ͕ͰݱɺϑΟϦϐϯ๚Ε͠ߦછ͕ྲྀײ
೦ͩͬͨɻ͠ʹ͖ͣ ͔͠ɺΦϯϥΠϯͰͷϫʔΫγϣοϓΛ։
࡞ɻΞʔτ͔ͨͬ͠خͱग़ձ͏͜ͱ͕Ͱ͖ɺ࡞ͷࢁɺ͠࠵
༗Ͱ͖ΔͷͳͷͰɺϏόγςΟͰଟڞΛ͑ͯڥࠃ ͷ͘ਓʹݟ
ͯΒ͑ͯΑ͔ͬͨɻ࣮࣍ࡍͷ࡞ΛలࣔͰ͖Εͱ͏ࢥɻ

ా༘༿ʢ環境ݐஙσβΠン学科̏ճ生ʣ

ίϩφՒͱ͍͏͜ͱ͋ΓɺϑΟϦϐϯͷਓͨͪʹձ͑ͣ೦ʹ
ͯͬࢥ ͍͕ͨɺࣸ ਅͰૹΒΕ͖ͯͨΓֆΞΫηαϦʔͷ࡞
ΛݟΔͱ͘͢͝ؾݩΛΒ͑ͨɻ࡞Λࣸਅͱ͍͏ݟ͕ͨͬͩܗ
ͯΒ͑ΔػձΛઃ͚ΒΕͯྑ͔ͬͨɻΦϯϥΠϯͰਓͱ͕ܨ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͜ͱΛֶͯɺ͍ Δɻ͡ײͰ͖ͨͱ͕ݧܦ͍

ยԬਸ਼كʢ環境ݐஙσβΠン学科̏ճ生ʣ

ΓɺԿ͔Ͱ͖Δ͜ͱͳ͍͔͋ʹگΑ͏ʹͰ͖ͳ͍ঢ়͏ࢥಈ͕׆
ͯ͠ࡧ ͍ͨதɺΓֆͷϫʔΫγϣοϓΛ։͢࠵Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻू
Ճࢀͨ·ͲΕΦϦδφϦςΟ͕͋ΓɺҬͷਓ͔Β࡞ͨͬ·
͍ͨ͠ͱ͍͏͋ͬͨ͜ͱ͔Βɺࣗ ؤுΖ͏ ͱͨ͑͜ࢥͱɺ
গ Ͱ͠ࢧԉͷྠΛ͛Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨ͜ͱ͕ྑ͔ͬͨͱ͡ײΔɻ

ஙσβΠン学科̏ճ生ʣݐՂʢ環境ژຊڮ

ΓֆϫーΫγϣοϓʹࢀՃͨ͠ํͷίϝンτ
パンデミックが多くの問題をҾきىこしているが、切りֆは本

にࢲのؾ持ちをԺやかにしてくれた。

この体験に感ँします。ࢲは学生で、生活はඇৗにୀ۶なものに

なっています。なͥなら、授業はすべてオンラインで、ຖ日、Կ

時間もಉ͡場所に座って、୭にも会っていまͤん。

һΑΓڭಋࢦ
環境科学部　+�3�ώϝωε �ϕϧσϗ

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・オンラインでのミーティング

事や学校に、しい外出制限にありݫ・

通うことができないフィリピンの方のた

めのオンラインワークショップの開催。

　（多くの方に参加してもらうことができ、

アートワークを通して、自ॗの期間に少し

でも໌るいؾ持ちになってもらえるよう

な新しい交流の場を作ることができた。）

ੈ、年は、パンデミックの݁Ռࠓ քはม化し、զʑの生活も物৺྆

面にわたって多くのӨڹを受けている。全ての近江楽座のプロジェ

クトはಉ͡問題をඃっている。直、إを合わͤてコミュニέーショ

ンができない。Ҡ動やグループでの活動ができない。これらの問題

はւ外のプロジェクト、Jesuit House Project の場合、よりਂࠁであ

る。フィリピンは࠷もく、ݫしく外出制限が実施されているࠃであ

る。ཱྀ 行ができないことはもちΖん、ॅډ区はดされ、ୂ܉が֗

࿏を理し、子どもたちは学校に行くことができない。

このࠔ難な状況において、Jesuit House Project は、ೋつのオ

ンライン・ワークショップを生み出して、新たな事ଶに対Ԡしてい

る。まずペンμント ワークショップは、アクセサリーをつくるこ

とで、ܙまれない地区の人ʑをܧଓしてサポートするものである。

ͦして、切りֆワークショップでは、ࢴを切る日本の౷తなٕ

ज़が教えられ、すべての年にわたる 100 人が参加し、146 の作

品が集まった。ೋつのワークショップの成Ռが、日本でも先の 12

月に、ショッピングセンターのギャラリーで展示された。

このように݁Ռだけでなく新たなプロジェクトを生み出し、課

題を解ܾしていこうとする学生たちの前向きな࢟をॕしたい。

Γֆɾ1enEiente ϫʔΫγϣοϓͷలࣔ
ʢϏόγςΟࠜʹͯʣ

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ

　ʢൈਮʣ
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� ν ー Ϝ໊ɿ
� 代 表 者ɿ
� ϝンόーɿ
� ࢦ ಋڭ員ɿ
� ׆ ಈॴɿ
� ؔ ମɿஂ
近江楽座׆ಈɿ

PROJECT 実施事業

TEAM DATA

� ͷ·ͱΊɾߟʢՌͱ՝ʣ
木興プロジェクト主体で田の浦に行かないというܾ断を行った

年度の活動は、ஂ体としてのऴᖼをܴえる年として大きなࠓ 1 年

だった。一昨年、昨年と田の浦で活動する中で、ものͮくりを通

して田の浦とؔわりଓけることの限քを感͡た。ͦこで、ずっと

話題に্がっていたアーカイブの作成を行うことをܾめた。

アーカイブ作成においてաڈのデータをѲし、整理すること

にࢥいの΄か時間がかかった。しかし、OB、OG の協力をಘて

֤年度に対するでしかなかった知ࣝがઢとなり、ストーリーを

ଳびてからは作業が֨段にった。作業はॱ調に進んでいるも

のの、ࠓ年度に印して࠷ऴ成Ռ物としてఏ出する計画はୡ成で

きなかった。原Ҽとして計画やࢲたちのٕज़がࢸらなかったこと

もあるが、やはり̍ ൪は田の浦に行けなかったことにあるとࢥう。

改めて田の浦に定期తに通ってきたことのҙٛを強く感͡ること

ができた。彦根から 900km といういಓのりを通いଓけるこ

とにはやはりҙຯがあったのだ。「来てくれてありがとう、また来

てͶ。」この一ݴだけでࢲたちはؤுれていたのだ。

このアーカイブ作成の活動を࠷後に木興プロジェクトはஂ体と

してなくなる。でも、ࢲたちが田の浦の人ʑと築き্͛てきたؔ

はܾしてなくなることはないだΖう。これからのؔわり方のੑ

一つとして、田の浦に行きたい人が行きたい時にݸ人として行け

ྑいとࢥう。ஂ体がなくなることへのয૩感はあまり感͡ない。

ただ、木興プロジェクトと田の浦がؔわりଓけた 10 年という一連

の物ޠをࢲたちの৺の中だけにཹめるのではなく৭ʑな人に知っ

てཉしいとࢥう。や地震のڪΖしさ、目ま͙るしくม化する

ඃ災地の༷子、学生とඃ災地がどのようにؔわってきたのかなど

い出の一つとࢥり部తな話はもちΖん、メンバー一人ひとりのޠ

してでもྑい。このプロジェクトにؔわった人全てがこの活動を

。うࢥりに持ち、これからの人生のൕを্͛られたらྑいとތ

	1
ɹΞʔΧΠϒ࡞

	2
ɹ͜Ε·Ͱͷσʔλཧ

	3
ɹ3.11ΩϟϯυϧΠϕϯτ in ాͷӜʹࢀՃ

	4
ɹ౦ݐژஙίϨΫγϣϯ2021ग़ల

	5
ɹఆྫϛʔςΟϯά

くΓͮͪ·ڵˍ෮ࡂஙʷඃݐ

౦ຊେࡂΛड͚ ɺͯ࣎լཱݝେֶͷݐஙσβΠϯɺੜ׆σβ
ΠϯͷֶੜʹΑͬͯ ্ཱͪ͛ΒΕͨࡂ෮ڵϓϩδΣΫτɻݐஙɾ
σβΠϯΛֶͿͪͨࢲʹԿ͕Ͱ͖Δͷ͔ɺԿ͔͠ͳ͚Εͱ͍͏ࢥ
͍Λ͖͔͚ͬʹɺͷͮ Γ͘ʹΑΔ෮ࢧڵԉΛతͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢

ग़ࣸ͠ਅɿΞʔΧΠϒฤूʹ͍ͭͯͷݟ˒
ɹɹɹɹɹɹɹԕִࢦಋʢ03/14ʣ

木興プロジェクト
ੴതར ( 環境科学部 )
4 ໊
ώメネス・ベルデホ・ホアン・ラモン(環境科学部)
学内、ٶ県南ࡾ町Վ地区田の浦
NPO ๏人田の浦ファンクラブ

木興プロジェクト19

ग़లͷ༷ࢠʢ03/02ʣ

2��2 2��� 2��� 2��� 2��� 2��� 2���

2���

2���

　ʢൈਮʣ

2��� 2���2���2���2���2���2���
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

Ҭ͔らͷίϝϯτ

ಈΛ௨しֶͯんͩ͜ͱ׆

新型コロナウイルス関連の対策
・新たな取組

� ؒͷ׆ಈΛ·ͱΊͨΞʔΧΠϒ

成果物／制作物DELIVERABLE

・感染ࢭ対ࡦのపఈ

・オンラインでの定例ミーティング（ຖि）

・現地訪問ではなく学内やオンラインで

の編集作業

東日本大震災から10 年がܦաし、ඃ災された方ʑにとってこ

の 10 年の一区切りはಛผなものである。一方、震災後 10 年の

Աは൵しみの感情だけではない。10ه 年間活動してきた多くの

学生にとって、この追悼イベントはまた、学生と田の浦地区の人

たちが共に取り組んできた෮興活動の連ଳと共ଘのهԱをݺび

後、൴らの人生において東日本ࠓこすものである。学生たちがى

大震災をࢥいىこす時には、൴らが田の浦地区の再生のためにߩ

。い出すだΖうࢥしたという小さいけれど大事な࠭の݁থをݙ

年度、木興プロジェクトの学生はパンデミックのため、田のࠓ

浦の人たちと現地での交流はできなかった。ࠓ年度の活動は、

これまでの 10 年にわたる෮興支援活動と学生が体験したすべて

のことをऩ集整理し、出൛することがメインとなっており、来年度、

からなるه人の体験ݸ成༧定である。ࣸਅと 100 ページҎ্

のه録集は、ؔわったすべての学生が体験し৺にࠁんでいること

をܗにして表すものになるだΖう。

һΑΓڭಋࢦ

集まれる場ができたし、集まる機会が増えた。एい人が来るこ

とはخしいです。

Ұ͞Μޭ౻ࠤ

ڈɺաࠓ �ؒͷ׆ಈͷهΛ·ͱΊͨΞʔΧΠϒʢԾʣ
Λ࡞ͨ͠ɻ͜ͷ׆ಈΛ௨ͯ͠ɺ·ͣࣗͷؔΘ͍ͬͯͳ
͍�ؒͷ׆ಈͷྲྀΕΛΕͨ͜ͱ͕େ͖͔ͬͨɻాͷӜͱ
͍͏ूམ͕ͲͷΑ͏ʹ෮͍ͨͬͯ͠ڵͷ͔ɺ·ͨɺڵϓϩδΣ
Ϋτ͕ͲͷΑ͏ʹాͷӜͱ͔͔ΘΓଓ͚͖ͯͨͷ͔ΛΔ͜ͱ
͕Ͱ͖ͨɻ

ඌ༔رʢ環境ݐஙσβΠン学科̏ճ生ʣ

ಈ͕ओମ׆ͷͪͨࢲͳ͘ɺؔʹίϩφΠϧεܕ৽ࠓ
ͱͳΓɺݱʹ͔ߦͳ͍ͱ͍͏͜ͱΛܾΊ͍ͯͨɻ͔͠͠ɺ͍
ίϩφܕ৽ͪ࣋ؾͷํʑʹձ͍͍ͨݱͳ͍ͱͳΔͱ͔ߦ͟
ΠϧεͰ͚ߦͳ͍͜ͱͷͲ͔͔͠͞ΒΞʔΧΠϒ࡞ͷ
ͷϞνϕʔγϣϯΛอͭ͜ͱ͕͏·͘Ͱ͖ͳ͍1Ͱ͋ͬͨɻࡍ
ΞʔΧΠϒͷ࡞·ͩಓͰ͋Δͷͷண࣮ʹਐΜͰ͓
Γɺ͜Ε͔Βܧଓͯ͠ฤूۀ࡞Λ͍ߦ͍ͤͨ͞ɻ

ੴതརʢ環境ݐஙσβΠン学科̏ճ生ʣ

環境科学部　+�3�ώϝωε �ϕϧσϗ�

ۚ҆ඒ͞Μ
্の集会所もྑいが、土で使える場所はؾが楽に使える、

とおあちΌんたちがݴっていました。
Ӝਗ਼ొ͞Μࡾ

。いの場ができて৭ʑ集まれる。みんな໌るくなって楽しくなったܜ
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あかりんちゅ 

BAMBOO HOUSE PROJECT

03

01

「らく͟ しんͿん」はチームが 年̍の活動をまとめた

活動報告新聞です。共通トピックであるᶃʮνーϜͷ
ϏοάχϡーεʯᶄʮϓϩδΣΫτհʯᶅʮϓϩδΣ
Ϋτࣗຫʯᶆʮ地域ͷʯᶇʮՌͱ՝ʯを中৺に

。事を作成していますه

近江楽座ホームページの「楽座文ݿ」に、カラー൛

の PD' ファイルをࡌܝしています。ͥひޚཡください。

< 近江楽座ホームページ「楽座文ݿ」>

　　http://ohmirakuza.net/books/

2-2　『らくざしんぶん』

未来看護塾02
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

かみおかべ古民家活用計画
-SLEEPING BEAUTY-

内湖の再生と

地域の水辺コーディネート

障がい児・者、自立支援・共生社会

プロジェクト
とよさと快蔵プロジェクト

0706

0504
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座・沖島

フラワーエネルギー「なの・わり」廃棄物バスターズ

1 110

0908

政所茶レン茶゛ー
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̎　֤プロジェクトからの活動報告

地域博物館プロジェクト Taga-Town-Project

おとくらプロジェクト とよさらだプロジェクト

1514

1312
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木興プロジェクトJesuit House Project

田の浦ファンクラブ

学生サポートチーム

1918

1716 たけともミライ
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2020 年度近江楽座活動成Ռใࠂ会を4݄21

、22、23の3に分けて開࠵しました。ࠓ年

度は新型コロナウイルス感染対策として、発ද

会とは別にத継視ௌ会を設けて行いました。

新型コロナウイルスにより、ྫ年௨りの活動を

行うことがしいঢ়گで、Ͳのように活動を進めて

͖たのか、それͧれの1年間をใࠂしました。

発දの༷ࢠは:oV5VCeでެ開しました。

また、த継視ௌ会のަྲྀセンターのϗϫイΤ

では༗ࢤのチームが活動հを実ࢪしました。

日時：2021 年 4 月 21 日（水）〜 4 月 23 日（金）

　　　16：30 〜 18：00

発表会場：湖風会館 (A7 棟 )　会議室・談話室

視聴会場：交流センター　ホール

Ƭ �ʢ��2�ʣ

司会進行：平山奈央子先生（環境科学部）

< 発表チーム >

• あかりんちゅ 

地域からの依頼でキャンドルナイトを実施。コ

ロナ禍で癒しのひとつに。

• とよさと快蔵プロジェクト

タルタルーガの営業ができないのを逆手にとり、

普段できない改装を実施。イベントが実施でき

ない中で、活動を見直す期間にした。

• かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPIG BEAUTY-

新型コロナウイルスで活動が減少したが、古民

家の改修で地域のお祭りで使用した木材を活用

するなど、地域とのつながりを持ちながら活動。

• 政所茶レン茶 ー゙

茶摘みでは一般の方の参加を見送ることに。イ

ベント減少ため対面での販売が難しくなったた

め、インターネットでの販売を開始。

• スチューデント・キュレイターズ 

調査に行くことが難しい状況だったが、米原で

の展示事業など新たなことに挑戦する年になり、

活動体制と情報共有について改めて考える年と

なった。

• 田の浦ファンクラブ学生サポートチーム

田の浦への訪問が難しく、滋賀から田の浦に向

けた活動を行う。お便りを作成して活動紹介やメ

ンバーの自己紹介をしたり、3月11日には東日本

大震災の追悼イベントを田の浦と滋賀をオンラ

インでつないで開催した。

• 木興プロジェクト

これまで実施できていなかったアーカイブの作

成を行い、活動に区切りをつけた。OBOG にも

作成に協力いただき、編集においてもオンライ

ンを活用して OG から指導いただいた。

ฏࢁ先生からは活動をมえるタイϛングはし

いが、同じ活動を続けることにҙຯがあるものも

ձࠂಈՌใ׆　�-�
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切さを知ってもらうことができた。

• たけともミライ

昨年度に竹の会所を解体し、これまでの活動の軌

跡を残すブックレットの作成を行った。OBOG に

も協力いただき、10 年間の活動をまとめた。現地

に行くことができず、竹の会所の残材処理などが

できなかったので、来年度に実施していきたい。

ҹೆ先生からはコロナՒの成Ռ発දとࢥえない。

地域にೖってこれͩけ活動がで͖ていたことを大学

のތりͩとࢥっている。を取ったプロジェクトが

あったり、活動を୭かはݟていてくれる。ͥͻ続け

ていって΄しい。とコϝントいた͖ͩました。

Ƭ �ʢ��2�ʣ

司会進行：平岡俊一先生（環境科学部）

< 発表チーム >

• 滋賀県大生き物研究会 

小学生を対象とした環境教育動画を作成し、

YouTube で公開。外来魚などについてのオンラ

イン勉強会を行うなどオンラインを活用。

• 座・沖島

新しい事業として畑整備を行い、来年度はレモ

ン・青パパイヤを植えて、料理に活用。商品化

を考えていきたい。

•  とよさらだプロジェクト

イベントは参加できなかったが、野菜作りと農

機具の修理を実施。畑で作業をしていると地域

の方が声をかけてくださり、農機具の修理でも

部品の交換などを教えてもらった。

• おとくらプロジェクト

喫茶営業ができないため、準備・振り返りの期

間とした。営業再開後を見据え、メニュー考案

会を実施したり、メニューの充実を図った。

• Taga-Town-Project 

イベントの開催ができないため、メンバーで字

あれ、ステップアップしていくことにҙຯがある

ものもある。先ഐがやって͖たことを಄の۱にஔ

͖つつも、自分たͪのやりたいように活動をアϨン

ジしていってもいいのではないか。とコϝントいた

͖ͩました。

Ƭ 2ʢ��22ʣ

司会進行：印南比呂志先生（人間文化学部）

< 発表チーム >

• BAMBOO HOUSE PROJECT

小学校などが休校になった際に竹の庭が遊び場

になった。新築の制作を感染状況の悪化により

断念したが、地域と話し合いをすすめ、2・3 年

後を見据えた竹の庭の全体計画を行っている。

• 未来看護塾

OBOG から現場の声を聞くことができ、どのよう

な活動が役に立つのか考えることができた。ま

た、これが小学校でのボランティアにつながった。

•  ボランティアサークル Harmony

定例会議やイベントでオンラインを活用。新型

コロナウイルスで定例活動などの実施が少なく

なったので、オンラインの学習会など、新たな

活動を考案していきたい。

• 子ども学習支援サポーターズ

ミーティングなどでオンラインの活用を目指して

いたが、実施できなかった。イベントでは昨年

度の課題を踏まえてクリスマス会を実施するこ

とができた。

• 廃棄物バスターズ 

例年実施している活動も行いながら、動画の制

作や中学校での SDGs の授業の講師など外部と

の取組が増え、活動の幅が広がった。

• フラワーエネルギー「なの・わり」

菜の花栽培は作業人数を制限し、一人の作業量

が増えたもののメンバーと協力して実施。小学校

での出前授業は搾油体験を取り入れて資源の大

３　共通プログラムの報告
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巡りを行うなど、新たに多賀町の魅力の発見を

するインプットの機会になった。

• Jesuit House Project

チャペルの設計など、現地との調整にオンラ

イを活用。フィリピンでは外出制限があるた

め、現地の方が自宅や学校から参加できるワー

クショップを実施し、ビバシティ彦根でワーク

ショップで作った作品を展示した。

ฏԬ先生からは新型コロナウイルスによりで͖

なかったことがあるҰ方、Φンラインの活用や

会Θなくても活動で͖ることをれた。あるҙຯ、

それでも現に行かないとಘら。ݧܦॏなو

れないものもあり、それをれたのもҙٛがある。

また、ଞ大学の学生とҰॹにԿかをしたり、大学

のをӽえて連携していって΄しい。とコϝントい

た͖ͩました。

Ƭ ·ͱΊ

新型コロナウイルスによりࢥうように活動がで͖

なかった1年間をチーム同࢜で共༗することがで

͖ました。

Φンラインの活用により新たなܗで活動を進め

たプロジェクト。地域にೖること自体がしくなり、

地域とのつながりを࣋つことがしかったプロジェ

クト。༷々なプロジェクトがあり、それͧれにで͖

ることをߟえ、活動を続けて͖たことを͓ޓいに

り、これからの活動に生かしていくとなりました。

視ௌ会のࢀ加ऀからは新型コロナウイルスのӨ

を受けながらも、活動を続けようと取り組Μでڹ

いるのをり、ますます活動にڵຯを࣋ったとい

うがありました。

Ƭ ͷ༷ࢠ

ʻ׆ಈՌใࠂձͷಈըʼ

http://ohmirakuza.net/report/

20houkoku_report/

ަྲྀηϯλʔ�ϗϫΠΤͰͷ׆ಈհͷ༷ࢠ
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ಉઆ໌ձ߹࠲ָߐۙ　�-�

� 近江楽座や近江楽座チームをもっとってもら

͓うʂ�、� 活動にڵຯを࣋ってもら͓うʂ�という目

的から、近江楽座学生委員会のݺびかけにより、༗

。されました࠵チームによる近江楽座આ໌会が開ࢤ

Ƭ ֶੜҕһձͱ

近江楽座をߋに推進していくために、チーム間

のަྲྀ・連携を目的として発した༗ࢤ学生によ

る組৫です。2006 年に、࣌のプロジェクトチー

ムの代දऀݧܦがத৺となり結成されました。学

部・学科・プロジェクトのをえて活動のྠを

地域活性化に貢献するためのωットϫーク、͛

成を目指し、学生ならではの視点で近江楽座をܗ

サポートしています。

Ƭ ߹ಉઆ໌ձ
日　時：2020 年 11 月 18 日（水）、19 日（木）、

　　　　20 日（金）　16：30~19：00

会　場：交流センター  2 階　研修室 5・6・7・8

։࠵༰ɿ

˓ブース相談会
˓ 2019 年度の活動報告新聞の展示

ʻࢀՃνʔϜʼ

• あかりんちゅ 

• おとくらプロジェクト 

• かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPING BEAUTY-

• 子ども学習支援サポーターズ

• 座・沖島

• 滋賀県大生き物研究会

• スチューデント・キュレイターズ

• 田の浦ファンクラブ学生サポートチーム

• とよさと快蔵プロジェクト

• とよさらだプロジェクト 

• ボランティアサークル Harmony

• 政所茶レン茶 ー゙

• 未来看護塾

ྫ年 4݄に開࠵していた߹同આ໌会を11݄の3

間で開࠵しました。

લظは新型コロナウイルスのӨڹで活動が੍ݶ

され、対໘で活動をઆ໌するػ会がগなかったた

め、自分たͪの活動を、近江楽座にڵຯのある学

生にってもらうػ会となりました。
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４　学生有志活動

�-2　৽ೖੜʹ͚ͯͷϝοηʔδ

Ƭ େֶϗʔϜϖʔδࡌܝͷϝοηʔδ
त業の開࢝が延ظされ、同ڃ生や先ഐとのつな

がりが࣋てないத、学生生活についてෆ҆を๊え

た新ೖ生にけて、廣学や先生方、先ഐ学生

からܹྭのϝッセージが大学ϗームϖージにࡌܝ

されました。近江楽座のチームからもϝッセージ

を発৴しました。

ʻࢀՃνʔϜʼ

• 滋賀県大生き物研究会

• かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPIG BEAUTY-

• おとくらプロジェクト 

• とよさらだプロジェクト 

• とよさと快蔵プロジェクト

• フラワーエネルギー「なの・わり」

• ボランティアサークル Harmony

• Taga-Town-Project

• 座・沖島

• 政所茶レン茶 ー゙

• 田の浦ファンクラブ学生サポートチーム

• 廃棄物バスターズ

• 子ども学習支援サポーターズ

• 未来看護塾

• スチューデント・キュレイターズ

• あかりんちゅ 

ʻࡌܝϖʔδʼ

https://www.usp.ac.jp/topics2/message/

Ƭ ͷϝοηʔδࡌܝϗʔϜϖʔδ࠲ָߐۙ
近江楽座ϗームϖージでも新ೖ生にけての

ϝッセージをࡌܝしました。

こͪらではチームからのϝッセージに加えて、

201� 年度に活動したチーム全ての活動հと活

動ࣸਅをࡌܝしました。

ʻࡌܝϖʔδʼ

h t t p : //o h m i r a k u z a . n e t /o t h e r_ to p i c s /

　pj19shokai/

ͷ৽ೖੜͷϝοηʔδࡌܝϗʔϜϖʔδ࠲ָߐۙ
ʢ͔͋ΓΜͪΎ�ʣ
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�-�　8&# ΦʔϓϯΩϟϯύε

対໘でのΦープンΩϟンύスに代Θり、8&BΦー

プンΩϟンύスが実ࢪされました。

WEB オープンキャンパスのサイト内では近江楽座

も紹介されました。

༰ɿࡌܝ

˓動画「近江楽座プロジェクトギャラリー」

˓近江楽座の概要

˓チームから受験生へのメッセージ

ʻϝοηʔδࢀՃνʔϜʼ

• ボランティアサークル Harmony

• 滋賀県大生き物研究会

• フラワーエネルギー「なの・わり」

• おとくらプロジェクト

• Taga-Town-Project

• スチューデント・キュレイターズ

8&# ΦʔϓϯΩϟϯύε
ϖʔδ࠲ָߐۙ
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４　学生有志活動

日　時：2020 年 11 月 21 日（土）10:00-17:00

主　催：滋賀県立大学

共　催：びわ湖東北部地域連携協議会、滋賀県

県内外の学生やࣾ会ਓが、SDGs（࣋続Մな

開発目ඪ）のୡ成にؔ連するใ発৴やใަ

を行いަྲྀをਂめるとともに、新たなωットϫー

クをߏஙするイϕントで、Φンラインで開࠵されま

した。

学生と事との対ஊやجௐߨԋが行Θれ、近

江楽座は༗ࢤのチームがΦンラインύωル展示に

。加し、活動を発දしましたࢀ

ʻύωϧలࣔࢀՃνʔϜʼ

• BAMBOO HOUSE PROJECT

• Taga-Town-Project

• フラワーエネルギー「なの・わり」

• 子ども学習支援サポーターズ

• おとくらプロジェクト 

• 未来看護塾

• 廃棄物バスターズ

• 滋賀県大生き物研究会

• 田の浦ファンクラブ学生サポートチーム 

�-�　Ωϟϯύε 4%(T���ͼΘބେձ2�2�

ΦϯϥΠϯύωϧలࣔ
ʢ͓ͱ͘ΒϓϩδΣΫτ�ʣ
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滋賀県と協定をక結し、県Ӧॅのۭ͖ॅށを

活用して地域コϛϡニテΟの活性化をਤる取組を

進めました。活動は３つのபからなり、 つ̍がシェ

アϋウス。学生が実ࡍにらしながら地域とؔΘ

る活動を進めました。̎ つ目が、学生活動のڌ点「楽

座ルーム」のར用・ӡӦ。３つ目は、地域にけ

てのイϕントの開࠵です。ࠓ年度は、೦ながら

イϕントは実ࢪで͖まͤΜでした。

Ƭ γΣΞϋε

� ໊の学生が1年間県Ӧॅ団地で生活し、

むしりや֊ஈਗ਼等の共同活動、ொ内会අの集金

なͲの活動を行いました。

学生からはՈとれているதで、団地にॅむ

方がؾݩにしているかなͲをかけてくͩさってؾ

。Θれたというがありましたٹがͪ࣋

また、ொ内会අの集金ではͲうしたらいいか分

からなかった学生にやり方をஸೡに教えてくͩさっ

たり、共同活動やࠒのあいさつ、近ॴ͖߹い

を௨して、団地での生活にೃ染Μでいる༷ࢠが

えました。

Ƭʮָ࠲ϧʔϜʯͷར༻ɾӡӦ

課外活動の੍ݶにより近江楽座の活動ظ間も

かったため、用ճがݮগし、年間8�ճのར用

となりました。

近江楽座の֤プロジェクトが੍࡞、ษڧ会、ՙ

ൖೖ等で7ճར用し、部のҡ࣋ཧやڥ

උを1ճ行いました。

�-�　#ϓϩδΣΫτʮݝӦ։ग़ஂࠓίϛϡχςΟ࠶ੜϓϩδΣΫτʯ

ϛʔςΟϯάϧʔϜ

Ωονϯ
։ൃɾษڧձͳͲʹ׆༻
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Ƭ डΛ࣎լݝࣄʹใࠂし·しͨ

日　時：2021 年 1 月 15 日（金）

場　所：滋賀県庁

ྩ 2年度「োऀの生֔学श支援活動」に

݄滋ࡾる文部科学大ਉදজを受したことを

賀県事にใࠂしました。

はϘランテΟアサークル)arNonZ のϝン

όーと、共に活動してくͩさっている/P0 ๏ਓো

える会ϝロσΟーから滋賀ߟのब࿑と༨Ջをऀ

県立大学のଔ業生がࢀ加されました。

݄事からは、受のҰใをฉいて新型コࡾ

ロナウイルスで大学生も大มなঢ়گのத、Ұےのޫ

をݟたように感じたとݴっていた͖ͩました。また、

活動にࢀ加した͖っかけやকདྷのເなͲについて

࣭していた͖ͩ、ܹ ྭのݴ༿をいた͖ͩました。

Ƭ ຊֶͷֶੜදজΛड

学生දজは֤学科に͓いて૯߹的に༏れた学

業成績をあ͛た学生や、学ज़ڀݚ活動等で༏れた

評価や成績をあ͛た学生にଃられるものです。「ো

る文部科学大ਉの生֔学श支援活動」にऀ

දজの受が評価され団体としてදজされました。

�-�　ʮোऀͷੜֶ֔शࢧԉ׆ಈʯʹΔจ෦Պֶେਉදজ

ϘランテΟアサークル�)arNonZ が、ྩ 2年

度「োऀの生֔学श支援活動」にる文部科学

大ਉදজを受しました。

このදজは、文部科学省がোऀの生֔を௨じ

たଟ༷な学शを支える活動を行うݸਓまたは団体

をදজする੍度で、ຊ年度が 4ճ目です。Ϙラン

テΟアサークル)arNonZ は、大学に͓ける活動と

して全ࠃの10 団体のҰつとしてޭ࿑ऀදজを受

しました。

Ƭ දজࣜࢹௌձɺදজୡࣜ

日　時：2020 年 12 月 8 日（火）　12:10-13:15

場　所：交流センター　ホール

දজࣜはΦンラインで開࠵されました。共に活

動している/P0 ๏ਓোऀのब࿑と༨Ջをߟえ

る会ϝロσΟーのϝンόーの方々にもࢀ加していた

͖ͩ、大学にてදজࣜ視ௌ会、Ҿ͖続いてදজ

ୡࣜを開࠵しました。

廣ཧࣄ͔Βදজঢ়ͷୡ

ϘϥϯςΟΞαʔΫϧ)armonZ ͱ /10๏ਓোऀͷब
࿑ͱ༨ՋΛ͑ߟΔձϝϩσΟʔ�ɺֶؔऀ

ϘϥϯςΟΞαʔΫϧ)armonZ ͕׆ʹࣄಈΛհ
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Ƭ ϗʔϜϖʔδͷӡӦ࠲ָߐۙ

URL：http://ohmirakuza.net/

滋賀県立大学に͓ける、学生の地域活動にؔす

るポータルサイトでもある近江楽座ϗームϖージの

ӡӦを行い、ਵ࠷࣌新ใをߋ新しています。

ʻָ࠲จݿͷՃίϯςϯπʼ

「 近 江 楽 座 活 動 報告書」、「 近 江 楽 座 START 

BOOK( キャンパ スガイド )」、 活 動 紹 介 動 画

「2019 年度近江楽座プロジェクト ギャラリー」

等を追加

Ƭ �ಈհϦʔϑϨοτ2�2׆

デザイン：龍見瑞季

取材協力：小林すみれ、岡田龍介

近江楽座プロジェクトで活動する学生に依頼し、

近江楽座全体の取組や、2020 度近江楽座に採

択された Aプロジェクト20 ݅とBプロジェクト1

݅をࣸਅೖりでհするϦーϑϨットを࡞成しまし

た。ϦーϑϨットのσβインと近江楽座 0B・0G

にインタϏϡーした「�70*$&� 先ഐの」の取ࡐは

近江楽座で活動する学生に協ྗいた͖ͩました。

ϦーϑϨットは近江楽座ϗームϖージの楽座文

。から͝ཡいたͩけますݿ

Ƭ $".164 (6*%& 2�2�

ΩϟンύスΨイυに近江楽座の活動をհした

ϒックインϒック「近江楽座�S5A35�B00,」を੍

。しました࡞

Ƭ ࡞ಈհಈըͷ׆

近江楽座では 201� 年度も22チームが県内は

もとより県外や海外に͓いてもく活動しました

が、2020 年度ॳは活動が੍ݶされ、201� 年

度の活動成Ռใࠂ会も開࠵することがで͖まͤΜ

でした。

そこで201� 年度の近江楽座の活動をհする

ために、近江楽座チームの取組をհする動画を

2ຊ࡞成しました。

ʻࡌܝϖʔδʼ

　http://ohmirakuza.net/

   other_topics/

   2019teammovie/

�-�　ϗʔϜϖʔδɺϦʔϑϨοτɺΩϟϯύεΨΠυɺ׆ಈհಈը

ಈհϦʔϑϨοτ׆࠲ָߐۙ 2020

,35�#00"�45࠲ָߐۙ
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事業推進代表者　　　　　　　　　　　　

事業推進責任者　

　　　　　　　　　　　

近江楽座専門委員会　　　

環境科学部

工学部

人間文化学部

人間看護学部

地域共生センター

近江楽座事務局　　　　　　　　　　　　

　　

滋賀県立大学ཧ事ɹ廣࢚

近江楽座専門委員会ɹ委員ɹҹೆൺ࿊ࢤ

Ӝ部ඒࢠࠤ

࢘࠻ྛ

ฏԬढ़Ұ

金ࢠঘࢤ

ഭాਖ਼ඒ

Տ㟒

㛲ᖒ३Ұ

ੴ৻治

ҹೆൺ࿊ࢤ

々Ұହࠤ

ະདྷݪ

ҏ୮܅

ԣҪඒ

ӏࣂम

ਇࢤݑ

લӯඒས

∁୩ඒึ

˞2020 年度 (2021年 3݄࣌点 )

�-�　ϓϩάϥϜਪਐϝϯόʔ˞

この΄か、近江楽座にؔΘり支援いたͩいたすべての方に͓ྱਃし上͛ます。
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７　付録

/o ɹ࣌ νʔϜ ϝσΟΞŋஂମ ༰ࢹग़͠ɾݟ

1 2020�7�1 BA.B00 � )06S&�
P30+&$5

えーまͪこなΜのใࢴ
ɹ,onan

こなΜ picLVpʂɹߥれՌてたྛがࢠͲもた
ͪのൿີج地に大มʂ

2 2020�12�8 あかりΜͪΎ த新ฉ ֲொళ֗にΩϟンυル̍ ̌̌̌ຊɹ̤̠̗スト
Ϧート໋໊̓ प年

3 2021�1�26 とよさとշଂプロジェ
クト

த新ฉ ͻなਓܗɹொ内�ΧॴݟてճΖうɹスタンプラ
Ϧーも

4 2020�11�26 ϘランテΟアサークル
)arNonZ

த新ฉ োのあるਓとҰॹにɹ9マスԻ楽会楽しく28
、Φンラインで

� 2020�12�8 ϘランテΟアサークル
)arNonZ

びΘ์ބૹ 県立大学サークル文科大ਉ

6 2020�12�� ϘランテΟアサークル
)arNonZ

த新ฉ 県立大「)arNonZ」文科大ਉɹ特支学ߍの
Ͳもらと年ަྲྀࢠ

7 2020�12�11 ϘランテΟアサークル
)arNonZ

;57根์ૹ局「͓うみʂ
かΘら൛根」

ϘランテΟアサークルϋーϞニーが文部科学大
ਉදজを受

8 2020�12�12 ϘランテΟアサークル
)arNonZ

しが根新ฉ 県大生のϋーϞニー文科大ਉදজɹ17年間の
োऀの支援活動評価

� 2021�1�8 ϘランテΟアサークル
)arNonZ

新ฉژ )arNonZɹ文科大ਉදজɹ滋賀県立大Ϙラン
テΟアサークルɹ県内ॳ

10 2021�1�16 ϘランテΟアサークル
)arNonZ

த新ฉ োऀ支援の県立大サークルɹ文科૬දজを
事にใࠂ

11 2021�2 ϘランテΟアサークル
)arNonZ

はっさかୈ�2߸ 「大会ग़ܹྭ金त༩ࣜ」

12 2020���3 ഇغόスターズ :oV5VCe チϟンωル「海
とຊプロジェクト」

滋賀県立大学ɹ〜ഇغόスターズ〜�ຊࡒ
団�海とຊ P30+&$5�in�滋賀県�2020��1�

13 2020���16 ഇغόスターズ 海とຊ P30+&$5�in�滋
賀県ウェϒサイト

「海͝みP3 大」ऱの͓っさΜと͝みरいʂ

14 2020���22 ഇغόスターズ びΘ์ބૹɹ「ったか
ͿりΧイπϒϦにΎーす」

ळの海ΰϛθロウΟークイϕントϨポート

1� 2020���1� ഇغόスターズ 新ฉژ ඒ化で海も͖れいにɹ県立大生ら2�ਓɹބ
根の؛ބでਗ਼活動

16 2021�1�17 ഇغόスターズ த新ฉ 県立大グループɹඍখプラ͝みにܯɹআし
分ੳ lόスターズ �

17 2021�1�22 ഇغόスターズ :oV5VCe チϟンωル「地
域にとびग़す � 滋賀県地
Թஆ化防止活動推進セٿ
ンター」

「S50P� 地ٿԹஆ化όスターズ」

18 2021�2�1 ഇغόスターズ 滋賀県ウェϒサイト「͝み
θロしがɹ͝みྔݮ・資
「化の取組ݯ

事業ऀによる取組事ྫɹ特集1�プラスチック͝
みݮの取組ɹプラスチック͝みݮの取組
հ Wol��

1� 2021�2�16 ഇغόスターズ びΘ์ބૹɹ「ったか
ͿりΧイπϒϦにΎーす」

「S50P� 地ٿԹஆ化όスターズ」

20 2020���10 ॴϨンʃー 近ـ局ウェϒサイト 近ـに͓ける食育の事ྫɹ近ـ内の食育活
動の取組ɹॴϨンʃー（滋賀県立大学）<滋
賀県 >

21 2020�12�1� ͓とくらプロジェクト 滋賀根新ฉ Ͳもと動Ϧアルにඳくࢠ

22 2020���24 ాのӜϑΝンクラϒ学
生サポートチーム

த新ฉ ឺつな͙ϑΝンυ協ྗを�ೆࡾ・ాのӜ支援

の県立大生

�-2　ϝσΟΞࡌܝҰཡ
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/o ɹ࣌ νʔϜ ϝσΟΞŋஂମ ༰ࢹग़͠ɾݟ

23 2020���26 ాのӜϑΝンクラϒ学
生サポートチーム

しが根新ฉ ฦྱのύッέージσβインɹඃࡂ地支援の県
大生、دݺびかけ

24 2020�10�10 ాのӜϑΝンクラϒ学
生サポートチーム

新ฉژ ೆࡾொ支援ɹݺびֻけɹ大ࡂで県大生グ
ループɹฦྱϫΧϝɹแσβインҰ新

2� 2020�10�14 ాのӜϑΝンクラϒ学
生サポートチーム

ಡച新ฉ ฦྱϫΧϝɹσβインҰ新ɹ県立大生ɹాのӜ
支援ج金ɹདྷ年10ࡂ 年へ P3

26 2021�3�11 ాのӜϑΝンクラϒ学
生サポートチーム

/),大ɹ͓うみ発
630

ʲ防ࡂ応援ϝϞʳ౦ຊ大ࡂから10 年ɹ滋
賀からࢥいをͤدる〜滋賀の大学生活動から〜

27 2021�3�12 ాのӜϑΝンクラϒ学
生サポートチーム

த新ฉ ాのӜ支援ɹこれからもɹ活動の県立大生ɹ
Φンラインでౣ

28 2021�3�12 ాのӜϑΝンクラϒ学
生サポートチーム

新ฉܦ࢈ 800 Ωロ先をࢥいౣɹ県立大ではΦンライン
イϕント

2� 2020�11 近江楽座 S)*GA� SDGs� SUVE ios�
BooLleU�2020

滋賀県ɹびΘބ・大学 SDGsマップ 2020

30 2021�4�23 近江楽座 ;57 根์ૹ局 「͓うみʂかΘら൛根」2021年 4݄23ߋ
新߸
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７　付録

ຊ指針は、近江楽座の活動に͓いて新型コロナ

ウイルスの感染拡大防止のため対応すべ͖事߲を

示すものです。

自分と間、ؔする地域のਓたͪの生໋と݈

をकることをୈҰに、Ϧスクཧをపఈし、地߁

域とのؔや感染をྀߟし、Ͳのような活動

がで͖るのかे分にཹҙして、活動を行って下さい。

ຊ指針がकられない߹は活動ٳ止を求めること

があります。

̍ɽجຊ事߲

・「クラϒ・サークルなͲの課外活動指針 (Ҏ下、「課

外活動指針」という。)」( 学生支援センター )

に͖ͮج、ຊ指針により進めること。( 課外活

動指針による課外活動ܭ画ॻŋ課外活動ใࠂ

ॻは近江楽座のプロジェクトਃॻ等で対応す

ることとし、提ग़は求めまͤΜŇ )

・感染拡大防止策 ( ň新しい大学生活Ψイυ〜

SaWe�ZoVr�liGe 〜ŉ )を९कして活動すること。

・地域の方々や団体等と感染拡大防止を踏まえた

活動方針を協議して進めること。

̎ɽ९कすべ͖事߲

( )̍ 活動ܭ画・実績ใࠂॻの提ग़

・活動ܭ画・実績ใࠂॻ（別༷ࣜࢴ）をຖ݄1�

までに࡞成して事務局あて提ग़すること。

( )̎ ଧ߹ͤや活動に͓ける感染防止対策

・ଧ߹ͤや活動は学内外にؔΘら 、ͣਓに応じ

て３ （ີີ集・ີ・ີด）をճආで͖る体

的ڑをอてるॴで行うこと。

・活動લޙには必ͣੴݨによるखચいを行うこと。

ੴݨがない߹は、アルコール等で֬実にख指

ফಟすること。

・マスクを必ͣண用し、ਅਖ਼໘で͖߹っての会

や大の会は߇えること。

・内ではこまめにؾを行うこと。

・事લに資ྉをする等、ଧ߹ͤ࣌間がくな

らないようにすること。

・活動લޙの学内外での特に飲食をう集まり、

飲み会、食事会を߇えること。

(３)地域活動に͓ける感染防止対策

・活動を実ࢪするにあたり、地域の方や連携する

団体とे分に૬ஊしながら、感染拡大防止策を

。じることߨ

・地域にはࢠͲもや高ྸऀも͓られることから、ਓ

とؔΘる活動は感染防止にे分にめること。

・３ີをආけるͮくりをపఈすること。ਓ੍ݶ

等、活動するॴに応じた対応をਤること。

・ਓとॴ、࣌間の分をྀߟすること。ສ全な

४උと࡞業や内༰の分ࢄ、ϦϞートٕज़の活用

なͲ、活動スタイルのをਤること。

( )̐ 体ௐཧのపఈ

・活動にࢀ加する学生は自ݾの体ௐཧをສ全に

行うこと。ৗに͓いても、感染Ϧスクをྗۃ

ආける生活を৺がけること。

・活動を࢝めるલには、ࢀ加ϝンόー全員の体ௐ֬

ೝを必ͣ行うこと。発や෩अのঢ়、ᄿ ・֮ຯ֮

ҟৗなͲの体ௐෆྑの߹のࢀ加はೝめない。

・活動தにこうしたঢ়がݟられた߹、やかに

事務局に連བྷするとともに、ऀࠃؼ・৮ऀ૬

ஊセンターに૬ஊすること。

( )̑ し等の࠵をؚむऀࡾ設・設උのཧ、ୈࢪ

ɹɹ感染染防止対策

�-�　৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େࢭͷͨΊͷۙ׆࠲ָߐಈࢦ
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し等を行࠵をؚむऀࡾをར用し、ୈݐ設やࢪ・

うࡍには、ফಟӷのৗඋ、設උ・උのফಟ、

３ີをආけるなͲ、དྷऀの感染防止策、ؾ

をສ全に行うこと。

( )̒ そのଞ

・行動ൣғが県外にٴͿ࣌は、࠷新のを踏ま

え৻ॏに対応することとし、事લに事務局へ૬

ஊすること。

ॻͷ༷ࣜࠂըɾ࣮ใܭಈ׆
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７　付録

Ƭ ՝֎׆ಈͷʮ৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େࢭʹ͔͔Δେֶ׆ಈϨϕϧʯ
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Ƭ νʔϜͷ͓らͤ

৴ λΠτϧ ༰

2020�3�� 新型コロナウイルス感染について 新型コロナウイルス感染にかかる行事等の取ѻいについて

2020�3�1� 新ೖ生ק༠チラシのについて ೖ学ࣜத止によるק༠チラシத止の代ସについて

2020�4�2 新型コロナウΟルス感染拡大防止にか
かる近江楽座の活動について

त業開࢝の延ظにう学生の活動について

2020�4�� 活動成Ռใࠂ会とޙࠓの予定について 活動成Ռใࠂ会の延ظと代දऀϛーテΟングについて

2020�4�17 新ೖ生へのϝッセージの募集 大学)P けϝッセージの募集の新ೖ生ࡌܝ

2020���2� アンέートの͓ئい ωット・ڥ用ঢ়گのௐࠪ、2020 年度の活動についてのア
ンέート

2020�6�3 アンέート協ྗの͓ྱ 8&B 会議についてと2020 年度の活動についてのアンέートの
ճ

2020�6�18 ୈ̎ճ支援食ྐ会の案内 支援食ྐ会の案内とޙࠓのスέジϡールについて

2020�6�30 2018 年度活動ใࠂॻの発行とެ開に
ついて

2018 年度活動ใࠂॻの発行・8&Bެ開の͓らͤと新ೖ生
ใについてけ

2020�7�28 2020 年度の近江楽座活動募集につい
て

2020 年度プロジェクト募集のスέジϡールについて

2020�8�6 近江楽座活動指針とプロジェクト募集
開࢝について

近江楽座活動指針の策定と2020 年度プロジェクト募集開࢝
の͓らͤ

2020�8�7 ճ̍生・受ݧ生けϝッセージの募集 近江楽座)Pࡌܝの新ೖ生けϝッセージと8&BΦープンΩϟ
ンύスࡌܝの受ݧ生けϝッセージの募集

2020���2 近江楽座プϨθンテーシϣン (��8)に
ついての͓らͤ

プϨθンテーシϣンのスέジϡールとৄࡉの͓らͤ

2020���16 活動આ໌を近江楽座 )P 学生専用ϖー
ジでެ開

活動આ໌会に代Θる8&Bでの活動આ໌について

2020�10�1� Ωϟンύス SDGs、߹同આ໌会、ใ
の͓らͤࡇ෩ބ、会ަ

Ωϟンύス SDGs のύωルग़展ऀ募集、近江楽座߹同આ໌会、
プロジェクトใަ会、ބ෩ࡇでの団体 P3 動画の募集の͓
らͤ

2020�10�26 プロジェクトใަ会のఔܾ定 プロジェクトใަ会のఔ͓らͤ

2020�11�10 新型コロナウΟルス感染拡大防止（
ҙىש）

新型コロナウイルス感染拡大のҙىש

2020�11�17 助成金த間ώアϦングについて 助成金のத間ώアϦングについて

2021�1�8 大学活動ϨϕルҾ͖上͛にともなう近
江楽座の活動について（1݄8〜）

大学活動ϨϕルҾ͖上͛にともなう近江楽座の活動について

2021�3�4 大学活動ϨϕルҾ 下͖͛にともなう近
江楽座の活動について（3݄4〜）

大学活動ϨϕルҾ 下͖͛にともなう近江楽座の活動について

2021�3�16 活動հ動画の募集 新ೖ生けの活動アϐールとしての活動հ動画の募集

2021�3�2� 2020 年度近江楽座ɹ活動成Ռใࠂ会
について

活動成Ռใࠂ会の֓要について

2021�4�1� 新しい大学活動Ϩϕルと活動指針につ
いての͓らͤ

新しい大学活動Ϩϕルと課外活動指針について

2021�4�16 活動成Ռใࠂ会࣌の活動հϒースग़
展の募集

活動成Ռใࠂ会の視ௌ会と活動հϒースのग़展募集
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Ƭ ら͓ͤࡌܝϗʔϜϖʔδ࠲ָߐۙ

７　付録

ࡌܝ λΠτϧ ༰

2020�4�20 2020 年度近江楽座にؔする͓らͤ
（新ߋ��8）

2020 年度プロジェクト募集と201� 年度活動成Ռใࠂ会の延
についてظ

2020���18 近江楽座から新ೖ生のօさΜへのϝッ
セージ

大学)P けϝッセージの新ೖ生ࡌܝ

2020���28 201� 年度近江楽座チームの取組をま
とめた動画を࡞成しましたʂ

201� 年度近江楽座プロジェクトΪϟラϦー

2020�8�6 「新型コロナウイルス感染拡大防止のた
めの近江楽座活動指針」について

「新型コロナウイルス感染拡大防止のための近江楽座活動指
針」と活動ܭ画・実績ใࠂॻの༷ࣜ

2020�8�6 2020 年度近江楽座プロジェクト募集
（8�6d8�31）を開࢝します

2020 年度プロジェクト募集について

2020�8�31 201�年度プロジェクトհ�ϝッセージ 近江楽座 )P けϝッセージ新ೖ生ࡌܝ
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ެ立大学๏ਓɹ滋賀県立大学

「近江楽座」

2�2� ׆ಈใࠂॻ

2022年 2݄発行

発行 ެ立大学๏ਓɹ滋賀県立大学

地域共生センター

˟�22�8�33ɹ滋賀県根ࢢീࡔொ 2�00

5&-��074��28�8616ɹ'A9��074��28�8473�

企画・ฤ集 近江楽座事務局

ҹ・ຊ 近江ҹࣜג会ࣾ

成・σβインߏ લӯඒས

ຊॻのҰ部あるいは全部をແஅでෳࣸ・ෳ、సࡌすることはې止されています

/ϗʔϜϖʔδɿhttp://ohmirakuza.net࠲ָߐ৽ใɺۙ࠷ Λͥͻޚཡ͍ͩ͘͞






